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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。







本文中に「※」が付されている箇所には注釈があります。その箇所を選択すると、該当する注釈が表示されます。
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第一話　筋きん肉にく娘むすめとセクシーボーイ







　大落城








城が燃えていた。

紅ぐ蓮れんの炎ほのおを噴ふきあげ、

夜空を熱く焦こがしながら、

──城が燃えていた。






　　　　＊




　「えー、ご覧のように、城が燃えております」

　と、アナウンサーは、言った。

　永世中立と書いたアポロ・キャップ。

　腕うでには、プレスの腕わん章しようなんか巻きつけている。

　先祖代々、数百年間にわたって、ひたすら情報の伝達と収集を生業なりわいとしてきた一族──俗に〈ますこみ族〉と呼ばれている連中だ。奴やつらは、事件のあるところなら、どこにでも現われて、おかまいなしに実じつ況きよう中ちゆう継けいをおっ始める。

　とゆーわけで。

　『この時間は、報道特別番組──フレイヤー城陥かん落らく！　八時だよ全員絶望!!──を、現場から生なま中ちゆう継けいで、お送りいたしております」

　なんてテロップも入ったりする。

　「えー、では、軍事評論家のアオキさんに、解説を、お願いしましょう。──いかがですか、アオキさん。城が燃えてますが？」

　「ええ。城が燃えてますねー」

　頭の禿はげた解説員が、したり顔でうなずいてみせた。

　表情は沈ちん鬱うつだが、あきらかに、目は笑っている。

　アナウンサーも、同じような顔つきで、うなずきながら、

　「あの城は、たしか、三百年続いた名門のフレイヤー家のものだと思いますが？」

　「フレイヤー家のものです。もし、フレイヤー家のものじゃないと言う奴がいたら、ここに連れてきなさい。私が、じっくりと意見してあげましょう」

　「なるほど。では、たしかにフレイヤー家なんですね？」

　「フレイヤー家です」

　このあたりで、ディレクターが、台本を回したりする。

　「まきが入ってるようなので、先へ進みたいと思いますが……」

　「あ。そう」

　「えー、今回の紛ふん争そうの原因ですが、結局、どういうことなんでしょう？」

　「原因もくそも、この」
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　と、解説員は、パネルを示しながら、

　「ジョージ〈無む謀ぼう王おう〉ヴァルマーが、フレイヤー家を支配下に入れようとして、無理難題をふっかけた結果が、これですよ」

　「なるほど。いかにも無謀そうな顔してますねー」

　「世界一、無謀な人と呼ばれています」

　「ほほー」

　「この〈無謀王〉は、元々、辺境の油売りから身を起こして、一代でヴァルマー家を築きあげた、斎藤道どう三さんみたいな人でして」

　「よっ。成り上がりっ！」

　「でまー、最近では、強大な軍事力に物をいわせ、近きん隣りんの諸国家を次々に統合して、すっかり人々の嫌きらわれ者になっているという」

　「ほー。立派な人なんですねー」

　「そりゃもー、立派です」

　「立派、立派」

　ぱちぱちぱち。

　あ、ぱちぱち。

　「と、思わず、投げやりな拍手なんかしちゃいましたが……。えー、フレイヤー城周辺の戦せん闘とう状況は、その後、どうなっておりますでしょうか？──現場のヤマモトさん？」




　　　　　ぱっ。




　映像が、切り替かわった。

　硝しよう煙えんと血の匂においが、こちらにも伝わってきそうな、生々しい戦闘現場だ。

　ヴァルマー家を中心とした枢すう軸じく軍ぐんが、このフレイヤー家の領地に攻せめこんだのが、早朝、日の出と同時。

　三万の重じゆう装そう歩ほ兵へいと三千の機動兵器に対し、フレイヤー側の守備兵力は、わずか千数百名。

　ひとたまりもない。

　夜までもったのが、むしろ奇き蹟せきっていうものだ。

　しかし、今も、フレイヤー側は、激はげしい抵てい抗こうを続けている。

　もちろん、機動兵器による派手な戦闘は、終わりをつげ、局地的な白兵戦が、燃えさかるフレイヤー城周辺で、くり広げられてるわけだが……。

　永世中立と書いたヘルメットをかぶった男が、マイクを片手に、何やら必死に口をぱくぱく動かしている。

　「どうやら、音声が中断してるようですね」

　「そうですね」

　「おっと。これはすごい！」

　ヘルメット男の背後で、フルメタル装そう甲こうに身を固めた一人の兵士が、ヴァルマーの重装歩兵を、叩たたっ斬きったのだ。

　なかなか、スルドイ太刀たちさばきである。

　ヘルメット男は、身ぶり手ぶりも加えて、さらに口をぱくぱくさせている。

　しかし、音声は、相変わらず中断したままだ。

　全く、音のない画面の中で、フルメタル装甲のフレイヤー兵は、さらに二人、ヴァルマー側の兵士を、葬ほうむり去った。

　ずん！

　ハイ・ポリマティック・セラミックスの装甲のすき間に、電光の速さで、剣けんの切っ先が突つき入れられる。

　ヴァルマー側の兵士が、血ち煙けむりをあげて、ゆっくりと地面に倒たおれた。

　返り血が、フレイヤー兵の装甲を、真っ赤に染める。

　全てが、スローモーションのように、くっきりと映し出された。

　ペキンパーばりの暴力シーンに、解説者も思わず息を吞のむ。

　音声が中断していることが、よけいに、その迫はく力りよくを倍加させているようだ。

　ぬかりなく、画面の左下にLIVEの文字が出ていたりする。

　「いや、これは、すごいですね」

　気を取り直したアナウンサーが、ようやくお喋しやべりを再開する。

　「どうですか、アオキさん？」

　「かなりの遣つかい手ですね。──えー、少しカメラを寄ってもらえれば、誰だれだか、わかると思いますが……」

　すかさず、カメラが、話題の兵士にズーム・イン。

　「ヘルメットのバイザーで、顔はよくわかりませんが、装そう甲こうについた記き章しようから、あれは、フレイヤー家の第一王子、コロナ・フレイヤーではないかと思われます」

　「なるほど、コロナ王子ですか？」

　「はい。──えーと、この人物です」
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　「なかなかの美少年、ですね？」

　「私の好みですね」

　「なるほど。──えー、現場との音声は、つながりましたでしょうか？　えー、ヤマモトさん？　できたら、コロナ王子に、現在の心境などを、ひと言インタビューしていただけないでしょうか！」

　『はいっ。ヤマモトです。先ほどは、どうも失礼しました。──では、さっそくコロナ王子に、突とつ撃げきインタビューを、敢かん行こうしてみたいと思いっ……』

　突撃マンのヤマモト氏は、そこでやけに力りきみを入れて、言った。

　『ばす！』

　その時──

　彼の背後では、コロナが、敵兵の振ふり降ろした剣けんを、頭上できわどく受け止めていた。

　ぎりぎりぎり。

　敵兵は、力まかせに押おしてくる。

　細い体で耐たえるコロナ。

　そこへ、ヤマモトがマイクをつき出し、脳天気な声で、こう言った。

　『お忙いそがしいところを、失礼しまーす。えー、コロナ王子。現在のご心境は……？』

　もちろん、コロナは応こたえない。

　応えられるような状じよう況きようではないのだ。

　『えー、城が燃えておりますが、それについて、何かコメントは？』

　じりじりと、コロナが敵兵を押し返す。

　歯を食いしばり、真しん剣けんな目つきである。

　『あのー、王子？　ひと言でいーんですけど？』

　『…………』

　『ジョージ〈無謀王〉ヴァルマー氏に対して、何かおっしゃりたいことは、ございませんか？』

　ヤマモトが、しつこく食い下がる。

　その瞬しゆん間かん──

　ジャリッ！

　力の均きん衡こうが崩くずれた。

　刃は金がねのこすれ合う音が、鋭するどく耳を打つ。

　敵兵の剣を、左に受け流したコロナは、素す速ばやく体を入れ替かえ、右みぎ腕うでを一いつ閃せん！

　血しぶきがあがり、敵兵が、どうと倒たおれる。

　『いや～～、お見事！』

　ヤマモトが、軽けい薄はくに拍手した。

　『で、どうですか、王子！　今回の、ヴァルマー家の横おう暴ぼうな戦争行こう為いについて、何か、ひと言……』

　『…………』

　コロナは、無言である。

　しかし。

　よく見ると、肩かたのあたりが、細かく震ふるえているようだ。

　何かを、じっと我が慢まんしてる。

　そんな風ふうに見える。

　もちろん、ヤマモトは、気にしない。

　ますこみ族は、何事も気にしないとゆー性格を、生まれつき受けついでいるのだ。

　『あのー、王子？』

　と、ヤマモトは、くり返した。（よせばいいのに）

　『コロナ王子？』

　『うるせ～～っっ!!』

　コロナは、わめいた。

　ふり返りざま、右手の剣けんを横なぐりにふり回す。

　不幸なことに、そこに、ヤマモトの首があった。

　スッポーン。

　ヤマモトの首が、宙ちゆう高く飛んでいく。

　体を離はなれても、ヤマモトの首は、笑顔を忘れなかった。

　そればかりか、しきりと口をぱくぱくさせて、突とつ撃げきインタビューの続きをやろうとしていた。

　まこと、ますこみ族の鑑かがみである。

　コロナは、ヘルメットを地面に叩たたきつけて、叫さけんだ。

　『おれは、女だっっ!!』




　　　　＊




　「いやー。驚おどろきましたねー」

　「驚きました」

　「王子ではなくて、王女だったんですねー」

　「そーですねー。残念なことです」

　「なるほど。──しかし、永世中立のヘルメットが見えなかったんでしょうか？　ヤマモト記者には、気の毒な事故でしたが？」

　「ええ。不幸な事故でしたねー」

　「困ったもんですねー」

　「困ったもんです」

　「コロナ王子……、いや、王女は、城へ戻もどったようですね？」

　「はい。彼……、いや、彼女ひとりでは、もう、持ちこたえられませんよ。とにかく、三万対千なんぼですからね」

　「多た勢ぜいに無ぶ勢ぜい、というわけですか」

　「多勢に無勢、というわけです」

　「しかし、フレイヤー側は、よくやったと言っていいんじゃないですか？」

　「ええ。実によくやってました。ヴァルマーの枢すう軸じく軍ぐんを、ここまで苦しめたのは、本当に立派ですね」

　「なるほど。──しかし、こうなると気になるのは、あの燃えさかるフレイヤー城の中身ですが？」

　「ええ。まだ、かなりの人数が、城内に残ってると考えられますから」

　「降こう伏ふく……ということは、ありえませんか？」

　「それは、ないでしょう。──なんと言っても、古くから続いている名門ですし、成り上がりのヴァルマー軍に降伏することは、フレイヤー家の名めい誉よが許さない。そういうところじゃないでしょうか？」

　「なるほどー。サムライですねー」

　「サムライです」

　「で、城主というのは、どういう方なんですか？」

　「これが、フレイヤー家十七代目の当主、ガイ〈すちゃらか王〉フレイヤーです」
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　　　　＊




　「おっ。見ろ見ろ、ジェイムス。──わしが映ったぞ」

　五十インチのパネル・ディスプレイを指さしながら、これまた軽けい薄はくそうに、はしゃいでいる男。

　年の頃ころなら、四十代後半。

　哲学者みたいなヒゲをたくわえ、陽気なドン・キホーテと言った顔つきだ。

　フレイヤー家十七代当主、ガイ〈すちゃらか王〉フレイヤー、その人である。

　「いやー。ビデオを回してて、よかったなー」

　うんうん。

　ひとり、しみじみと、うなずいたりしている。

　言うまでもないことだが、ここはフレイヤー城──今、まさに、燃え落ちんとしているフレイヤー城──の中なのだ。

　いくら、その部へ屋やが、城の最さい奥おう部ぶにあるからとは言え、自分の城が燃えているところをビデオに撮とって喜んでいるとは、さすがに、ただ者ではない。

　〈すちゃらか王〉の名に恥はじぬ、大人物である。

　「いやー。それほどでも……」

　と、ガイ・フレイヤーは、後頭部に片手をあてて、あははははと笑ってみせた。

　「陛下っ!!──気楽に笑っている場合ではございませんぞ！」

　老執しつ事じのジェイムスが、泣かんばかりの声で、言った。

　鶴つるのようにやせた老人だが、声だけは、やたらでかい。

　古めかしい甲かつ冑ちゆうに身を固かため、出しゆつ陣じんのいで立ちも勇ましかったりするんだ、そーゆー年寄りってーのは。

　それに反して、ガイ〈すちゃらか王〉の方はと言うと、水みず玉たま模も様ようのパジャマ姿で、ご丁てい寧ねいにナイトキャップまでかぶってたりする。──それも、先にボンボンのついたやつだ。

　「そんなに、青筋立てて怒おこるこたーないだろ、ジェイムス～～」

　と、ガイ・フレイヤーは、言った。

　緊きん迫ぱく感かんのない声であった。

　「また、血圧が上がっても知らんぞー」

　「この際、血圧なぞ、どーでもよろしいっ！」

　老ジェイムスは一いつ喝かつした。

　こめかみの血管ぶち切れそうな表情である。

　「ご覧なさい、陛下！──もう、こんなところにまで、煙けむりが入ってまいりましたぞ！」

　「あー」

　ガイは、居室の天てん井じようあたりを漂ただよっている、白い煙を見あげて、うなずいた。

　「こりゃー、もう、だめだな」

　「へ・い・くわっっ!!」

　と、老ジェイムス。

　「そ、そのような弱気なことで、どうなさいますかっ！──今こそ、我ら一丸となって撃うって出て、ヴァルマーの有う象ぞう無む象ぞうどもに、目にもの見せてくれましょうぞっ!!」

　「おまいねー」

　ガイは、ため息まじりの声で、言った。

　「どうして、そう、いちいち気張った声ばかり出すの？　肩かたこっちゃうだろ？──それに、撃って出るったって、おまいとわしの二人きりで、どうやって目にもの見せられるんだ？」

　「二人……きり？」

　「そう」

　「守備隊は、どうしました？」

　「とっくに全ぜん滅めつしたよ」

　「第二守備隊も？」

　「全滅した」

　「で、では……、親衛隊は？」

　「もちろん、全滅した」

　「えーと、それでは……」

　「全滅した」

　「まだ、何も言っておりませんが？」

　「なんであれ、全滅してるころだよ。──おまい、ＴＶ見てなかったのか？　八時だよ全員絶望ってタイトルがついてんだよ？　全員絶望。──城は燃えてるしさ。どうひいき目に見たって、こりゃー、助かりっこない。うん。わしが保証する」

　「そんな明るい顔して保証せんで下さい」

　と、老ジェイムスは、言った。

　「私の方が、なさけなくなります」

　「なるほど」

　「嗚呼ああ。三百有余年の伝統と格式を誇ほこり、〈旧世界〉の文化の保護と伝承に、最も力を傾かたむけてきた、当フレイヤー家が、あのような、文化とは全く無む縁えんの蛮ばん族ぞくどもに蹂じゆう躙りんされようとは……!!」

　悔くやし涙なみだにくれる老ジェイムスであった。

　ガイは、なぐさめ顔で、言った。

　「これも、時の流れってもんさ」

　「陛下は、悔くやしくはござらんのか？」

　「この世界は、もう、昔むかしの文化なんか必要としなくなりつつある。──再び力の世界が来るんだ。仕方あるまい」

　ガイは、遠い目をしてみせた。

　今となっては、原因も判然としない〈大異変〉によって、文明が崩ほう壊かいして以来、数百年。

　かつては、宇宙にまで人を到達せしめたという〈旧世界〉の巨きよ大だい科学も、その大半が失われてしまった。

　地表の四分の三は、荒こう野やと化し、遺伝子異常を起こしたモンスターが、人々の生命をおびやかしている始末だ。

　そんな中で、『世界は平らであり、海の向こうは滝たきとなって落ちている』といった、正しい知識を守り続けてきたフレイヤー家も、ついに最期の時を迎むかえようとしている。

　──これで、またひとつ、地上から文化が失われてしまうのだなァ……。

　しみじみ。

　思わず、説明的な感かん慨がいにふける、ガイ〈すちゃらか王〉フレイヤー。

　と。

　その時である。

　「父上～～っっ!!」

　分厚いマホガニー材の扉とびらを、蹴けり破るような勢いで、コロナが飛びこんできた。

　すでに、廊ろう下かは火の海だった。

　コロナの顔も、ススで汚よごれている。

　「おおっ。コロナさま！」

　老ジェイムスの表情が、ぱっと明るくなる。

　「よくぞ、ご無事で……!!」

　「おまえ一人だけか？」

　と、ガイは訊たずねた。

　コロナは、頭かぶりをふった。

　「メーティスの部隊が、城門で敵を喰くい止めている。──だけど、時間の問題だ」

　「そうか……」

　「しかし、まあ、コロナさまがご無事で、なによりではございませんか」

　と、老ジェイムス。

　ガイは、無言である。

　──おいたわしい。

　老ジェイムスは、ひそかに涙なみだをぬぐった。

　──いかに脳天気な王とはいえ、やはり、多くの臣下を失くされ、お心を痛めておられるのだ。

　その時、ガイは、血と泥どろとススにまみれたコロナを、見つめながら、

　──このやろー。ひとりで目立ちやがって……。

　と、考えていた。

　──見てろよ。最後の見せ場は、わしが一人でさらってやるゾ。

　「父上」

　と、コロナは、言った。

　「なにを考えてるんです？」

　「いや。なんでもない」

　ガイは、ひとつ咳せき払ばらいをして、言った。

　「それより、コロナ。よくやったぞ。おまえの活躍は、ＴＶで見せてもらった。──さすが、わしの息子だ」

　「息子むすこ？」

　コロナは、にっこり笑って、剣けんの切っ先をガイの鼻先につきつけた。

　瞳ひとみが、凶悪な光を帯びていた。

　「いや」

　と、ガイ。

　少しばかり、青ざめた顔で、

　「娘むすめ、だ」

　コロナは、何事もなかったかのように、剣をおろした。

　そして、言った。

　「父上。お顔の色がすぐれぬようですが？」

　「おまえのせいだ」

　「なんですって？」

　「いやいや。おまえの気のせいだろうって、言おうとしたんだ」

　「ああ……」

　と、コロナは、うなずいた。

　それから、不意に表情を引き締しめると、

　「父上！──今すぐに、ここを退いて下さい。じきに、ヴァルマーの兵がやって来ます。さもなければ、火が……」

　「息子よ」

　ぼくっ！

　コロナの左こぶしが、ガイの顔面にめりこんだ。

　「今ひゃらさら、わひわしひとりが、ほおめめほおめめ逃にげりゃられると、思ふうか？」

　こぶしの下から、くぐもった声が、聞こえてきた。

　コロナは、ガイの顔面から左腕うでを引っこ抜いて、言った。

　「どういう意味です」

　「ろどーもこーも」

　ガイは、下した顎あごをマッサージしながら、言った。

　「わしは、ここに残るという意味だ。──死んでいった者たちのためにも、な」

　「父上……」

　「なにも言うな」

　ガイは腕うで組ぐみなんぞして、どこかあさっての方向を見つめた。

　「わしの心は決まっておるのだ。──城と運命を共にする。それが、王の務めなのだ！」

　（どど～～ん）

　さすが、であった。

　悲ひ壮そうな覚かく悟ご、であった。

　水玉のパジャマ姿、であった。

　──のやろー。

　コロナは、内心で、苦にが々にがしく考えた。

　──完全に、自分の演技に酔よってやがんなー。

　その一方。

　素す直なおに感動している人物も、約一名。

　「へ、陛下っ……!!」

　老ジェイムスは、感かん極きわまったような声で、叫さけんだものである。

　「当家にお仕えして五十年！──このジェイムス、今ほど、生きていてよかったと思ったことはございません!!」
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　きっぱり！

　ジェイムスは、言い切った。

　よほど、今まで、いいことがなかったのかもしれない。

　まあ、〈すちゃらか王〉が相手では、気苦労も絶えなかった事だろうが……。

　「そうだろう、そうだろう」

　コロナも、うなずいている。

　「そうだろう、そうだろう」

　ガイも、うなずいている。

　「ジェイムス。おまいだけだ。わしの気持ちがわかるのは」

　そう言って、ガイは、コロナに、ちらりと視線を走らせた。

　「なんだよ。その目つきは」

　「おまえが男だったらなー、という目つきさ」

　「うるせー。ひとを、男として育てやがったのは、どこのどいつだ。──おかげで、おれは、いや、あたしは、十三歳になるまで、自分が女だって知らなかったんだぞ！」

　「そーかー。十三歳の時だったよなー。おまえが初めて……」

　ぼくっ!!

　今度のは、かなり強きよう烈れつだった。

　「それ以上しゃべると、ただじゃおかねーぞ、くそ親おや父じ！」

　コロナは、耳まで真っ赤になりながら、叫さけんだ。

　「わひわしは、たらただ、ふぁサふぁフアひゃイア姫みたく育ってほひしーと、願ったらだけなんらだおよ」

　「サファイア姫？」

　「おまえは知らんだろうが、大おお昔むかしの……」

　「はっ。旧世界の文化ってやつか？──城の宝物倉に眠ねむってるガラクタと一いつ緒しよじゃねーか。何の役にも立ちゃーしない」

　「コロナさま。それは、少し、お言葉がすぎますぞ」

　老ジェイムスが、やんわりとたしなめた。

　たしかに、フレイヤー城の地下倉には、大量のガラクタ──切れた電球だの、さびついたモビル・スーツ（ガンダム）だの──が保管されている。かろうじて動くものも、中にはあるが、ヴァルマー軍が、新たに開発した機動兵器の前では、フンコロガシほどの役にもたたない代物ばかりだった。

　「いいんだよ、ジェイムス」

　ガイは、微び笑しようすら浮かべながら、やけに自信たっぷりな口調で、言った。

　「いずれ、コロナにも、わかる時がくる」

　「その時間は、ないんじゃないかな？」

　コロナは、扉とびらの方をふり返りながら、言った。

　炎ほのおの向こうから、いくつもの足音が聞こえてくる。

　ヴァルマー軍の、重じゆう装そう歩兵にまちがいなかった。

　『我々、取材班は、ヴァルマー軍の捜そう索さく隊たいに同行して、フレイヤー城潜せん入にゆうに成功しました。──ガイ・フレイヤー王の行方ゆくえは、依い然ぜんつかめておりません。安否が気づかわれるところです！』

　おっちょこちょいの、ますこみ族キャスターの声までが、聞こえてきた。

　それと同じ声が、背後のパネル・ディスプレイから、エコーバックしてくる。

　コロナは、剣けんを両手で握にぎりしめて、不敵に笑った。

　「どうやら、これが最後の見せ場らしいぜ」

　「そうはいかん」

　と、ガイは、言った。

　「おまえばっかり、いい格好させて、たまるか」

　「なんだって？」

　「父の権けん威いというものを、この際、おまえにも、はっきりわからせてやるぞ」

　「なに言ってんだ？」

　「ふっふっふ……」

　ガイは、奇き妙みようなふくみ笑いを洩もらしながら、右手を伸のばした。

　天てん井じようから、ぶら下がっている、一本の絹のロープ。

　それをつかんで、ガイは、言った。

　「さらばだ、コロナ。──おまえは、まだ若い。死ぬには早すぎる」

　「おい。冗じよう談だんじゃねえぞ」

　「父に向かって、その口のきき様ようはなんだ！」

　ガイは、ぴしゃりと決めつけた。

　「よく聞け、コロナ。──おまえは、最後の希望なのだ。我がフレイヤー家にとってはもちろん、古来よりフレイヤー家が護り続けてきた、旧世界の文化にとっても、おまえが果たすべき役割は大きい」

　「ちょ、ちょっと待て……」

　「逃にげのびるがよい、コロナ。──たしかに、わしの護ってきたものは、おまえの言う通り、過去の遺物にすぎぬかもしれん。だが、それならば、おまえは、新しい世界の新しい文化を築きずいてほしい。これが、父の遺ゆい言ごんじゃ」

　「くそう。勝手なことばっかり、言いやがって……！」

　コロナは、奥おく歯ばをかみしめた。

　その瞳ひとみが、かすかに濡ぬれて、光っているように見えた。

　次の瞬しゆん間かん──

　ガイが、右手を、ぐいと引きおろした。

　コロナの足元に、深い虚きよ無むが出現した。

　「あっ……！」

　という間もなく。

　コロナは、暗い竪たて穴を、まっすぐに落ちて行った。

　床ゆかの継つぎ目が、元に戻もどる直前。

　穴の底、はるか下の方から、コロナの絶ぜつ叫きようが、かすかに聞こえてきた。

　「馬ば鹿か者もの～～っっ!!」




　　　　＊




　「さーて。これで邪じや魔ま者ものはいなくなった」

　ガイは、にんまりと笑って、両手をこすり合わせた。

　その時。

　これまたタイミング良く、白はく煙えんの向こうから、ヴァルマーの捜そう索さく隊たいが、姿を現わした。

　もちろん、先頭は、ＴＶカメラである。

　ガイは、とっておきの表情を作って、レンズに笑いかけた。

　「ようこそ、諸君！　私が、フレイヤー家十七代当主、ガイ・フレイヤーだっ!!」




　　　　＊




　一方、そのころ。

　「くそー。親おや父じのやつ、どーゆーつもりなんだ」

　コロナは、ぶつくさ言いながら、真っ暗いトンネルを、手さぐりで歩いていた。

　ひざのあたりまで、水がよどんでいた。

　ひどい悪あく臭しゆうがした。

　目まいがしそうな臭くささである。

　たしか、下水道とかいうシロモノだ。

　今は、何の機能も果たしていない、旧世界の産物のひとつだ。

　「ったく。昔むかしの人間ってのは、ろくなもん作らねーぜ」

　コロナは、顔をしかめた。

　「あー。くせー」

　やがて、前方に、灯あかりが見えてきた。

　出口のようだった。

　しかし、それと同時に、コロナの目は、別の種類の光も、とらえていた。

　赤く輝かがやく一対ついの眼まなこ。

　いや。一対どころではない。

　十。二十。三十。

　無数の赤い眼が、コロナに視線を注そそいでいるのだ。

　思わず立ちすくむコロナ。

　その足元を、何かが走り抜ぬけた。

　ネズミであった。

　男顔負けの腕うで前まえの持ち主──十三歳の時まで、王子として育てられた王女──コロナ〈筋きん肉にく娘むすめ〉フレイヤーは、当然の行動を起こした。

　すなわち。

　「うわ～～っっ!!」

　悲鳴をあげたのである。

　「うわ～～っ。うわ～～っ。うわ～～っっ!!」

　悲鳴をあげながら、コロナは、無む我が夢む中ちゆうで駆かけ出した。

　出口に向かって。

　コロナは、必死で走った。

　何度か、ころんだ。

　汚お水すいに顔をつっこんだ。

　しかし、匂においなど、とっくに気にならなくなっていた。

　体型を除いて、唯ゆい一いつ、コロナの女の子らしい部分。

　それが、ネズミだった。

　コロナは、生まれつき、ネズミが大だいっ嫌きらいなのである。

　苦手なのである。

　相性が合わないのである。

　はっきり言って、こわいのである。

　「うわ～～っ。うわ～～っ。うわ～～っっ!!」

　盛大に悲鳴をあげながら、つっ走るコロナ。

　ネズミにとっても、いい迷めい惑わくだったろう。

　コロナは、委細かまわず、つっ走った。

　そーゆー性格なのである。

　仮に、下水道を競技場トラツクにして百メートル競走をやったら、まちがいなく、コロナは金メダルを獲かく得とくしたにちがいない。それも、世界新記録で。

　とにかく。

　コロナが、ふと我に返ったのは、下水道の出口から、三百メートルも離はなれた沼ぬま地ちの中だった。

　ちょうど、城の裏手にあたる場所だ。

　ここらあたりは、なれない者には、危険な湿しつ地ち帯たいだ。

　底なし沼も多い。

　どうやら、コロナは、水の上を走ってきたらしかった。

　「あー。びっくりした」

　肩かたで息をしながら、コロナは、つぶやいた。

　「くそー。親おや父じのやつ。──知っていて、落としやがったな」

　城を振ふり返る。

　火災は、少しおさまったようだった。

　ヴァルマーの重じゆう装そう歩兵たちが、ぞくぞくと、フレイヤー城に入っていく。

　空中に浮かぶ、数台の戦闘指揮艦が、炎ほのおの照り返しで、赤く染まって見えていた。

　その中の、ひときわ巨きよ大だいな一台。

　数百機の機動兵器に護られている、この一台こそが、ヴァルマー軍のフラッグ・シップ──〈ククルカーン〉である。

　船名の由来でもあり、また、ヴァルマー家の家紋である黄金の〈翼あククる蛇ルカの神ーン〉が、船首に輝かがやいていた。

　あの中に、枢すう軸じく軍ぐん盟主──ジョージ〈無む謀ぼう王おう〉ヴァルマーが、乗っているのだ。

　燃えるフレイヤー城を大笑いしながら、見ているのだ。

　コロナは、全身の血液が煮にえたぎるように感じた。

　「くそ親おや父じ……」

　コロナは、小声で、つぶやいた。

　「いったい、どーする気なんだ。剣けんだって、おれよか弱いくせに。──すーぐ格かつ好こうつけたがるんだもんなー」




　　　　＊




　「フレイヤー王」

　その小隊のリーダーらしい重じゆう装そう歩兵が、ヘルメットのバイザーをあげて、言った。

　「もはや、これまでです。──〈ククルカーン〉に貴公をお連れするようにとの、皇こう帝てい陛下のご命令です」

　「皇帝だと？──はっ。あの田舎いなか者ものが？」

　ガイは、カメラを十分に意識しながら、応こたえた。

　「いつの間に、やつは、そんなに偉えらくなったんだ？」

　「ヴァルマー王は、今や全世界の支配者となられたのです」

　「よく言うよ」

　と、ガイは、嘲あざけった。

　「とにかく、おれは投降せんぞ」

　「では、ここで死んでいただきます」

　「ありがたい申し出だがね」

　ガイは、肩かたをすくめてみせた。──カメラに向かって。

　「君らの世話にはならんよ」

　「なんですと？」

　「では、諸君……」

　ガイは、片手を胸にあてて、軽く一礼した。

　「ごきげんよう」




　　　　＊




　コロナは、見た。

　フレイヤー城の土台から、目もくらむような閃せん光こうがあふれ出して来るのを。

　数本の光の束たばは、見る間に、太い光の奔ほん流りゆうとなって、城全体を包みこんだ。

　コロナは、聞いた。

　その音を。

　もはや、それは、音とは呼べなかった。

　すさまじい衝しよう撃げき波はが、大気のハンマーとなって、コロナの体を、地面に打ち倒たおしたのだ。

　想像を絶する大だい爆ばく発はつであった。

　フレイヤー家の祖先が、地下深くの貯ちよ蔵ぞうタンクに貯たくわえていた、ロケット用の化学燃料。

　それが、一度に点火したのだ。

　フレイヤー城は、跡あと形かたもなく、吹ふき飛んだ。

　多くのヴァルマー軍を道連れにして。

　「ひとりで、いい格好しやがって……」

　コロナは、口の中の泥どろを吐はき出して、言った。

　素す直なおになれないお年とし頃ごろなのであった。

　真昼のように明るくなった空を、〈ククルカーン〉が、ゆっくりと向きを変え、遠ざかって行く。

　泥にまみれ、ひとり立ちつくして、それを見送るコロナ・フレイヤー。

　その瞳ひとみは、爆ばく発はつの閃せん光こうよりも、さらに激はげしい光をたたえて燃えていた。







　大暴挙







　「こんちわ～～」

　砂さ漠ばくを旅する者のマント──そのフードの下から、長い亜あ麻ま色いろの髪かみが、さらりと流れ落ちた。

　大きな鳶とび色いろの瞳ひとみ。

　思わず、指先でつっつきたくなるような頰ほお。

　きわめつけの、美少女だった。

　「シャラ〈シャール〉酒姫サキでぇーす。どーぞ、よろしくゥ」

　にっこり♡

　きわめつけの美少女は、きわめつけのぶりっこ声で、愛想よく笑ってみせた。

　「え？」

　「ん？」

　城じよう塞さい都と市しアルタームの西の門。

　眠ねむたそーな目つきで、立ち番をしていた二人の衛えい兵へいは、まるで横っ面を張りたおされたみたいな表情になって、その少女を見つめた。

　あんぐりと開いた口から、火のついた煙草たばこが、ぽとりと落ちる。

　──かっ、かーいー！

　──おれの好みだっ！

　「あのぉ」

　シャラは、この世のものとも見えぬ阿あ呆ほう面づらをしている二人の衛兵を、交こう互ごに見回して、

　「通ってもいいですかぁ」

　と、また、にっこり♡

　「あ？」

　「お？」

　二人は、互たがいの顔を見合わせた。

　ようやく、片一方が、己おのれの職務を思い出したらしい。

　ひとつ咳せき払ばらいをして、言った。

　「あー、当市に何の用だ？」

　「見たところ、交易商人でもなさそうだが？」

　「旅の踊おどり子です」

　と、シャラ。

　「踊り子？」

　「そー」

　シャラは、タンバリン片手に、その場で、くるりと一回転してみせた。

　マントのすそがひるがえって、形のよいふくらはぎが、ちらりと見えた。

　「な、なるほど」

　「たしかに、踊り子だ」

　と、衛えい兵へいたち。

　シャラは、天使のような微び笑しようを浮かべながら、言った。

　「ヴァルマー様のお館やかたで、今宵こよい、戦勝の祝しゆく宴えんが開かれると聞きおよび、かけつけた次第でございます」

　いかにも、殊しゆ勝しようそーな、罪のない顔つきである。

　おまけに、仕し草ぐさのひとつひとつが、妙みように色っぽかったりする。

　人の良い（あるいは、スケベな）衛兵が、ころりとだまされたとしても、全く無理のない話だ。

　「おー、そーかそーか」

　だらしのない笑みを口元に浮うかべながら、衛兵は、うなずいた。

　「噂うわさが、もうそんなに広まっておるか？」

　「もちろんですわ。──ヴァルマー王のご高名は、西の果てでも、知らぬ者はございません。なんでも、このたびは、あのフレイヤー城を、わずか半日で落とされたとか……」

　「いやー。そんなことは……、あるけどね」

　衛兵は、さも自分が城を落としたみたいな顔をして、胸を張った。

　「まー、とにかく、今宵は、無ぶ礼れい講こうだ。──通ってよし」

　「ありがとうございます」




　　　　＊




　一歩、城門を入ると、アルタームの街は、お祭り気分で湧わき返っていた。

　あちこちで爆ばく竹ちくが鳴らされ、真っ昼間から酔よっ払ぱらいが大声で歌を歌っている。

　見回りのヴァルマー兵たちも、勝ち戦いくさの高こう揚よう感かんからか、なんとなく浮うわついた表情だ。

　街の要所要所には、ヴァルマー軍ご自じ慢まんの機動兵器〈クフィール〉──俗にモビル・スーツとか称する有人機動ユニット──が、あたりを威い圧あつするように立っていた。しかし、その機体は花で飾かざられ、パイロットは赤い顔をして酒さけ臭くさい息を吐はいてたりするのだから、いささか迫はく力りよくに欠けると言わざるを得まい。

　それにしても、すごい人の数だ。

　もともと、アルタームは、交易の要所として繁はん栄えいしてきた商業都市である。

　遠い異国の衣い裳しようも、あちこちに見受けられた。

　中には、シャラが見たこともないような人種もいた。

　そんな人ひと混ごみの中を、山ほどの商品を積んだ使役竜が、のろくさと歩いている。

　『皇こう帝てい陛下、万ばん歳ざい!!』

　気の早い連中が、どこかで叫さけんだ。

　〈ますこみ族〉の話では、近きん隣りんの諸国家は、ひとつ残らず、ヴァルマー王に貢みつぎ物ものを届とどけてきたそうである。

　ジョージ〈無む謀ぼう王おう〉が、三百年間、空位のままだった〈皇帝〉の位を受け継つぐという噂うわさは、どうやら本当のことらしい。

　「あっ。ごめんなさーい」

　「すいませーん」

　「ちょっと、通して下さーい」

　シャラは、ぶつかった相手に、かーいらしい声で謝りながら、人波を泳ぐように、市内の中心部へと進んでいった。

　やがて、ヴァルマーの居城が見えてくる。

　平城に近い建物で、宏こう壮そうな宮きゆう殿でんといった造りだ。

　中庭に〈ククルカーン〉が降りていた。

　シャラは、人波を避さけて、ちょいと脇わきへ寄った。

　マントの内うち懐ぶところから財さい布ふを引っぱり出す。

　ひとつ。ふたつ。

　今度は、反対側から、三つ、四つ。

　五つ（！）、六つ（!!）、七つ（[image: !!!]）。

　シャラには、いくつも財布を持ち歩くという、妙みような癖くせがあるのだろうか？

　もちろん、答はノーだ。

　その証しよう拠こに、シャラは、中身を抜ぬいて、財布の方は、溝みぞの中へぽいぽい捨てているではないか。

　と、言うことは？

　「うーん。にぎやかなわりに、しけてんなー」

　シャラは、手の平で、硬こう貨かの重みを計りながら、つぶやいた。

　「やっぱり、戦争ばっかりしてるせいかなー」

　と、小首をかしげる。

　「でも、まあ、ないよりは、いいか」

　うん。そりゃそーだ。

　ひとりうなずきながら、硬貨を内懐にしまいこんでいたシャラが、ふとこちらを振ふり返った。

　ぺろっ。

　舌を出す。

　見つかっちゃった、という表情だ。

　シャラは、ひとさし指を唇くちびるの上にあてて、片目をつむってみせた。

　「言っとくけど、このことは、みんなには内ない緒しよよ？」

　うふ♡

　それから、シャラは、何食わぬ顔をして、再び人波にまぎれた。

　宴うたげが始まるのは、夕刻から。

　それまでに、もうひと稼かせぎ、というわけだ。

　まったく、とんでもない少女である。

　旅の踊おどり子って話は、大おお噓うそだったのか？

　と、あなたは、思うかもしれない。

　しかし、それはまちがいだ。

　シャラは、決してスリではない。

　ただ、単に、スリもやる踊り子、というだけの話だ。

　もちろん、スリだけじゃなくて、れっきとした盗ぬすみもやる。しばしば、やる。やってしまう。

　──それも、踊り子として屋や敷しきに入りこみ、下見をした上で、その夜、忍しのび込むとゆー、たいへん悪質な手口である。

　なめちゃいけない。

　立派な犯罪者なのだ。

　シャラは、気楽な表情で、鼻はな唄うたまじりに、次のカモを物色した。

　──金持ってそうなやつは、いないなー。

　と。

　その時。

　シャラは、誰だれかに肩をつかまれた。

　「シャラ〈シャール〉サキ。──おまえを逮たい捕ほする」




　　　　＊




　一方、そのころ。

　宮殿内部。鏡ギヤリルの・デ・間グラスでは──

　「わはははははは」

　フレイヤー城から凱がい旋せんしてきたばかりの、ジョージ〈無む謀ぼう王おう〉ヴァルマーが、大笑いしていた。

　長なが靴ぐつみたいなジョッキで、エールをがぶ飲みしながら、

　「勝った勝った、また勝った」

　などと上じよう機き嫌げんでわめいている。

　どうやら、あまりいい性格の男ではないらしい。

　「これで、いくつ目だったかな？　二十一箇目か？　城を落としたのは？」

　「二十二……、の筈はずでございますが？」

　「そーか、そーか。──わはははは。なーにが、名門だ。なにが、伝統だ。フレイヤーの馬ば鹿か王おうめが。このわしに逆らうやつは、容よう赦しやしないのだ。わははは」

　「まこと、今の世で、ヴァルマー様に逆らえる人間など、一人もおりますまい」

　「そーかそーか。おまえも、そう思うか。キリー」

　「もちろんでございますとも」

　と、〈無謀王〉の横で、お追つい従しよう笑わらいを浮かべている男。

　参さん謀ぼう長官のキリー・レステス卿きようである。

　青白い頰ほお。

　とがった顎あご。

　鋭するどい目付き。

　いかにも付きの悪あく党とう面づらだが、ヴァルマー軍きっての悪わる知ぢ恵えを生かして、これまで何度も味方を勝利に導いている。──汚きたない作戦を思いつくのは、たいていこの男である。

　別名を、キリー〈陰いん険けん王おう〉レステス。

　憶おぼえておいていただきたい。

　さて。

　〈無謀王〉ヴァルマーは、口元に付いたエールの泡あわを、拳こぶしでぬぐいながら、

　「トロイは、どこだ？」

　と、鏡ギヤリルの・デ・間グラスを見み渡わたした。

　五百人が、一時に、しかもゆったりと食事のできる、大広間である。

　そこに、巨きよ大だいなテーブルがいくつも並ならべられ、ヴァルマー軍の主だった将軍たちが、これまた盛せい大だいに、飲んだり食ったりしている。

　「トロイ王子なら、先ほど、庭園の方で、お見かけしましたが……」

　と、キリー。

　「しょうのないやつだ。──なぜ、祝いの宴うたげに顔を出さん」

　「誰だれかを、呼びにやらせますか？」

　「いい。ほうっておけ」

　ヴァルマーは、ぶつくさと言った。

　「まったく、十六にもなって、花だの蝶ちようだのと。──わしが十六の時には、何人も殺しておったというのに。いったい、あいつは誰に似たんだろうな」

　「亡くなられた、お妃きさきさまは、優しい気性のお方でしたから」

　「あいつは、体も弱かった」

　「はい」

　「しかし、根はしっかりした女やつだったぞ？」

　「まことに、左さ様ようかと」

　「こないだも、捕ほ虜りよを一人縛しばりあげて、トロイに殺してみろと、剣けんを与えた。──やつ、どうしたと思う？　キリー」

　「さて……」

　「泣き出しおった」

　ヴァルマーは、エールのジョッキを、床ゆかに叩たたきつけた。

　こなみじんに砕くだける。

　「あれが、わしの息子むすこかと思うと、なさけないわ。捕虜一人、殺せんで、わしの跡あとが継つげるのか？　わしは、それだけが心配じゃ」

　「大丈夫ですとも。──トロイさまも、ヴァルマー家の血を引くお方。いずれ、立派な王となられましょう」

　「とても、そうは思えん」

　「それに、教育係もつけておりますれば」

　「教育係？」

　「アルタミラです」

　「あの、出で戻もどり女か？」

　「はい」

　「ああ……」

　ヴァルマーは、思わず顔をしかめた。

　〈無謀王〉と呼ばれる彼でさえ、アルタミラは、苦手な存在だった。気性の激はげしさと言ったら、まるでシャモだ。その上、口が悪い。ズケズケと物をいう。おかげで、嫁とつぎ先から離り縁えんされた。そのせいか、最近、よくヒステリーを起こす。

　ヴァルマーは、お付きの将校が持ってきた、かわりのジョッキを手に、やや鼻白んだ表情で、つぶやいた。

　「まあ。適任かもしれんわな……」
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　同時刻──

　ヴァルマー宮の庭園。

　座りこんで、ぼーっと花なんか見つめている少年。

　トロイ〈軟なん弱じやく王おう〉ヴァルマーである。

　見るからに、気弱そうな顔つきだ。

　そして、こちらは見るからに、気の強そうな、黒くろ髪かみのグラマー。

　アルタミラ〈出戻り〉カーンである。

　困ったもんだという表情で、トロイを見おろしている。

　「トロイ王子？」

　「なんだい、アルタミラ」

　「そろそろ、お戻もどりになられた方が、よろしいのでは？」

　「やだよ。──あそこ、こわいんだもん」

　「何が、こわいんです？」

　「だって、みんな大声で喋しやべるんだもん」

　と、まあ、トロイ・ヴァルマーというのは、こーゆー少年なのであった。

　実に、困ったものである。




　　　　＊




　さて。

　こちらは、シャラ。

　「その声には、聞き覚えがあるぞ」

　肩かたをつかまれたままで、ふり返りもせずに、シャラは、言った。

　「一秒以内に、手を離はなせ。さもないと、首くびをねじ切ってやる」

　「久しぶりに会った友達に、そいつはねえだろ」

　と、その男は、サングラスを外しながら、笑った。

　麻あさの上下スーツに、ニットタイ。

　歯が、やけに白い。

　いかにも軽そうな伊達だて男おとこ──名前を、スリム〈口先男〉ブラウンという。

　その名の通り、偽造証券みたいに、うすっぺらい男だ。

　別名を、18金のスリム。──金メッキをした、ろくでなしって意味だ。

　スリムは、シャラの体を上から下まで、眺ながめ回して、言った。

　「今日は、シャラかい？　それとも、シャールか？」

　「失せろ」

　「ちっ、ちっ、ちっ」

　スリムは、舌を鳴らしてみせた。

　「いけないな。そんな口のきき方をしちゃ。──せっかくのべっぴんさんが、だいなしだぜ？」

　「命が惜おしくないらしいな？」

　「ちょっと待ってくれよ、シャール」

　「なんだって？」

　「いや。シャラか？──シャラ、待ってくれよ」

　スリムは、あわてて訂正した。

　そして、身ぶり手ぶりも忙いそがしく、お得意の口先に物を言わせ始めた。

　「いったい、何を、そんなに怒おこってるんだ？」

　「何を……だと？」

　シャラ＝シャールは、押し殺したような低い声で、言った。

　「アクラブで、貴様が何をしたか、忘れたとは言わせないぞ。スリム」

　「アクラブ？　ああ、あん時ゃ、おもしろかったな。──おまえさんが、男だとわかった時の領主の顔ったらなかったぜ。思い出しただけで、笑えてくる。あのスケベ親おや爺じ、なんてったっけ？　マハーン・マハーンか？──あいつ、今でも、おまえさんに、お熱だとさ。男だろうと女だろうと、かまわねえ。人間、誰だれでもひとつくらいは欠点があるって言ってるそうだ。いやはや、えらく惚ほれこんだもんさ。なあ？　笑っちまうだろ？」

　「そのマハーンに、ぼくを一体、いくらで売った？」

　「人聞きの悪いこと言わないでくれ」

　スリムは、本当に傷ついたような顔をしてみせた。

　「おれが、そんなことするような人間に見えるかい？」

　「見える」

　「なあ。頼むよ、シャラー」

　スリムは、使いこみを必死でごまかそうとしている銀行員みたいな、誠実そのものの口調で言った。

　「おれは、あんたの良き相パート棒ナーであり、良きマネージャーであり、かつ、あんたのファンでもあるんだぜ？　本当さ。神に誓ちかってもいい。──そのおれが、なんで、あんたを売ったりする？」

　「人を砂漠の真ん中に置き去りにして、手前ひとりだけで逃にげ出すのは、売るとは言わないのか？──ぼくが、アクラブから逃げ出すのに、どんな苦労をしたと思う？」

　「可愛かわいい女の子が、ぼくなんて言っちゃ、よくないんじゃないか？」

　「よく聞けよ、このウスラトンカチ」

　シャラは、左手でスリムの襟えり首くびをつかんで、ぐいと引き寄せた。──右手には、いつのまにか、鋭するどく光るナイフが握にぎられていた。

　「ぼくは、あくまでも趣味で女じよ装そうしてるんだ。──わかったか？」

　「だけど、ちょびっとは実益もかねてるだろ？」

　「なんだと？」

　スリムは、声をひそめて、言った。

　「狙ねらいは、ヴァルマー宮の戦勝祝いか？」

　「…………」

　「やっぱりな」

　スリムは、にやりと笑った。

　「あんたを、この街で見かけたとたんに、ピンと来たんだ。なんせ、あそこにゃ、〈無む謀ぼう王おう〉が力で集めた財宝が山のようにうなってるって話だし。──どうだい？　も一度、おれと組まねえか？　マネージメント料は、あがりの十パーセントでいい」

　「ねえ。スリム？」

　シャラは、不思議な微び笑しようを浮かべて、言った。

　妙みように、優し気な口調だった。

　「鼻がなくなると、人間、どれくらい変な顔になるか、ご存知？」

　「！」

　スリムは、とっさに両手で鼻をおさえて、シャラから飛び退すさった。

　シャラは、かーいらしく笑って、言った。

　「じゃーね、二枚目さん。──大事な商売道具を失くさないように、気をつけるのよ」

　バーイ♡

　軽く手を振ふって、シャラは、背を向けた。

　スリムは、おそるおそる、鼻から手を離はなした。

　ぽろ。

　なんていって、落っこちるかと心配したが……、大だい丈じよう夫ぶ、まだ、くっついていた。

　「ふう……」

　思わず、ため息。

　シャラの言う通り、たしかに、大事な商売道具だ。

　スリムは、しばらくの間、その場に立ちつくして、人ひと混ごみに見え隠かくれするシャラの後ろ姿を、じっと見送っていた。

　そして。

　尾び行こうを始めた。

　こりない男であった。

　しかも。

　それだけでは、まだ足りないと思ったのか、スリムは、尾行の途と中ちゆうで、ナンパにまで手を出した。

　すなわち。

　「へい、彼女～～。かーいーねー。年いくつ？　お茶飲みに行かない？　六本木のアマンド知ってる？──知ってるわきゃねーか。あはははは……」

　ばこっっ!!

　その娘は、物も言わずに、スリムを殴なぐりつけた。

　こぶしが手首のあたりまで埋うまるほどの、強きよう烈れつな一いち撃げきだった。

　目の前が、血の色に染まった。

　「いてー。なにすんだよ、いきなり……」

　スリムは、顔をおさえながら、文句を言った。

　「なにも殴るこたーないだろ？」

　しかし。

　当の相手は、もうとっくに、どこかに行ってしまっていた。

　あわててふり返る。

　なんということだ。

　シャラの姿までも、見失ってしまったではないか。

　「うーん、これは……」

　しばし考え込んでいたスリムは、やがて不意に、ぽんと手を打って、叫さけんだ。

　「そうか！　（ぽん）二に兎とを追うもの一兎をも得ずとゆう教訓であったのか！」

　あきれるほどの馬ば鹿かであった。

　「やはり、女の子と金と、一時に手に入れようという計画には、無理があったのだなあ。昔むかしの人は、いいことを言ったなぁ」

　道のまん中に立ち停どまり、腕うで組ぐみなんぞしながら、真しん剣けんな顔つきでうなずいている男──それも、左目に青あざをつけた──を、まわりの人々は、けげんそうに見つめて通りすぎて行った。




　「しかし、考えてみると、こんな風に強烈にふられたのは、生まれて初めてだなー」

　スリムは、さっきのパワフル娘むすめが去って行った方向に、未練たらしい視線を向けた。

　──おれ好みだったのになー。

　実に、節操のない男であった。

　と。その時。

　あるか無きかのスリムの脳みそに、ふと疑惑がよぎった。

　人々の流れは、中央広場へと向かっている。

　パーティの時間だ。

　戦勝を祝っての大おお盤ばん振ぶる舞まい。

　かけ出す奴やつまでいるっていうのに、なんであの娘ひとり、逆の方向へ歩いて行ったんだろう？

　それも、かなり思いつめた表情で。

　スリムは、格好をつけて、つぶやいた。

　「トイレでも我が慢まんしてたのかな……？」




　　　　＊




　街をあげての、どんちゃん騒さわぎが始まった。

　もちろん、シャラは、ヴァルマー宮の中にまぎれ込むことに、成功した。

　成功しないわけがない。

　彼には、色いろ仕じ掛かけという、強力な女の武器があるのだ。

　そして、歌ったり、踊おどったり、冗じよう談だん言ったり、お酌しやくしたりしながら、楽しく夜のふけるのを待ったのであります。

　一方で、そーゆー人がいるかと思えば、片方では、闇やみにひそみ、目を光らせながら、同じく夜のふけるのを待ってたりする人もいるわけで、実にこの、世の中というものは、油断ができない。

　顔に、黒や茶や緑のペイントを塗ぬりたくり、ハンド・グレネードを肩かたからぶら下げ、完全武ぶ装そうで、思わずコマンドしてる人物。

　言わずと知れた、コロナ〈筋きん肉にく娘むすめ〉フレイヤーである。

　──アホな親父おやじだったけど、けじめだけはつけさせてもらうよ！

　このノリである。

　決意が固いのである。

　死んでもらいます、なのである。

　もちろん。

　この広い宮殿の中で、〈無謀王〉の居室が、どこにあるのか？

　とか。

　警備体制は、どうなっているのか？

　とか。

　侵しん入にゆう経路と逃とう走そう経路を、どうやって確保するのか？

　とか。

　そーゆー細かいことに、コロナは一切こだわらない。

　うじゃうじゃしたことは、大だいっ嫌きらいなのである。

　父親の仇かたきが、アルタームの宮殿にいる。

　ならば、そこに乗り込むまで！

　警備体制など、考えない！

　侵入経路とかは、気にしない！

　障害は、実力で排はい除じよすればよい!!

　まことにもって簡単明めい瞭りよう。

　元気があってよろしい。

　やっぱり、男の子は、それくらいじゃないと……

　ばこっ!!

　あれ？　ちがったっけ？

　「うるせー、この野や郎ろう！」

　コロナは、頭ごなしに作者を怒ど鳴なりつけた。

　「ひとを、〈筋肉娘〉〈筋肉娘〉とバケモノみたく言いやがって。──おれだって、好きでこんな格好してんじゃねーっ！」

　戦せん闘とう服ふく姿のコロナは、物もの陰かげから、宴えん会かいの行なわれている大広間の方を、のぞき見ながら、ぶつくさと、つぶやいた。

　「おれだってなー、年とし頃ごろの女の子みてーによー、たまには、あんなピラピラのいっぱい付いたドレスとか、着てみてーんだ」

　と、うらやましそうに、一種複雑な表情でコロナが見ているのが、（実は男の）シャラだったりするから、世の中は、ややこしい。

　「いーよなー。普通かたぎの女の子は」

　コロナは、ため息まじりの声で、言った。

　「きれーな服着て、化け粧しようして、にっこり笑ってりゃいーんだもんなー」

　『馬ば鹿か者もん！　わしは、おまいを、そんな軟弱な男に育てた覚えはないぞ!!』

　亡父、ガイ〈すちゃらか王〉フレイヤーならば、こう言ってコロナを叱しかっただろう。

　そして、コロナに殴られたであろう。

　その父も、今はない。

　コロナは、また別の目で、大広間を見回した。

　三分の一くらいは、すでに酔よいつぶれて、河か岸しのマグロよろしくころがっている。

　夜もふけた。

　頃合いもよし。

　コロナは、剣けんを抜きはらい、物陰から、そっと立ちあがった。闇やみの中で光らぬように、ブレードは黒く塗ぬってある。

　父の仇かたき、ジョージ〈無謀王〉ヴァルマーの居室を求めて。

　コロナは、人ひと気けのない回かい廊ろうを、ゆっくりと歩き始めた。

　街の中央広場の方から、朝まで続く馬鹿騒さわぎの声が、遠いどよめきとなって聞こえてきた。

　コロナにとって、好都合だったこと。

　それが、この街全体を覆おおう、お祭り気分だった。

　仮に、地べたに人が倒たおれていても、酔よっぱらって寝ねてるのか、殴なぐられて気を失っているのか、区別がつかないからだ。（さあ、これで、コロナが、どうやってヴァルマー宮に忍しのび込んだのか、賢けん明めいなあなたには、もう見当がつきましたね？）

　息を殺し、足音を忍ばせ、宮殿の奥おくへと歩みを運ぶコロナ。

　と。

　コロナの足が、不意に停とまった。

　全身に緊きん張ちようが走る。

　回廊の曲がりから、人の声。

　近づいてくる。

　足音からすると、五人か六人。

　──今、騒さわぎを起こすのは、まずい。

　コロナは、あたりを見回した。

　身を隠かくせそうな所は……？

　コロナは、手近かの扉とびらを試してみた。

　鍵かぎはかかっていない。

　考えるより早く、コロナは、扉の内側へ体をすべりこませた。

　細目に開けた扉のすき間から、じっと外の気配をうかがう。

　将校の肩章をつけた男たちが六人。

　いずれも赤い顔をして、声高に喋しやべりながら通って行く。

　街で女を買う相談をしていた。

　笑い声が次第に遠ざかり、聞こえなくなった。

　「ふう……」

　コロナは、胸にためこんでいた空気を、吐はき出して、小声で呟つぶやいた。

　「行ったな」

　すぐ隣となりで誰かが応こたえた。

　「行った」

　二人は、扉の陰かげでふいに顔を見合わせ、なんとなく微び笑しようを交わした。

　シャラとコロナ。

　運命の出で逢あいであった。

　（どどーん）

　「いやー。一時は、どうなるかと思ったぜ」

　「危機一いつ髪ぱつってとこねー」

　「ほんとほんと」

　コロナが、うなずく。

　シャラも、うなずく。

　心あたたまる、なごやかな雰ふん囲い気き。

　しかし。

　それも長くは続かなかった。

　次の瞬しゆん間かん──




　　　　　はっ




　二人は、同時に、我に返った。

　──なんで、こんなやつが、ここにいるんだ？

　共通の思いを胸に、二人は、互たがいを指さして、叫さけんだ。

　「なっ、なっ……、なんだ、おまえはっ?!」

　そして、これまた同時に、片手で相手の口を覆おおった。

　目だけきょろきょろさせて、あたりをうかがう。

　大だい丈じよう夫ぶ。

　誰だれも気づいてはいない。

　コロナは、シャラの手を払はらいのけて、言った。

　「おまえ、何者だ」

　シャラも、コロナの手を払いのけて、言った。

　「ぼくの方こそ、聞きたいね。いったい……」

　「ぼく……？」

　コロナは、妙みような顔をして、シャラを見つめた。

　シャラは、あわてて、とりつくろった。

　「い、いや。（こほん）──あたしの方こそ、聞きたいわよ。そんな顔に変なもん塗ぬりたくった人が、宮殿で何してるのか」

　「大きなお世話だ」

　と、コロナは、言った。

　「それに、よく見ると、おまえ、さっきまで広間にいた踊おどり子じゃないか。踊り子が、なんで、こんな奥おくの方まで来てるんだ？」

　「あなたの知ったことじゃないわ」

　つん。

　そっぽを向くシャラ。

　「そっちこそ、刀なんか持っちゃって、いったい何をしようって言うのよ」

　「それなら聞くが、おまえが手に持ってる物──そりゃ何だ？」

　「あたし？──あたし、何も持ってないわよ」

　「今、体の後ろに隠かくした方の手だ」

　あちゃー。

　シャラは、顔をしかめた。

　──思ったより、目ざとい奴やつだ。

　背中に回した右手には、たった今、この部へ屋やで失敬したばかりの宝石だの首くび飾かざりだのが、握にぎられたままなのであった。

　「や、やだー」

　シャラは、ぶりっこして、ごまかした。

　「これは、そのぉ、つまり……。そう。プレゼントよ、プレゼント」

　「そーか。プレゼントか」

　「そー。おひねりみたいなもんよぉ」

　「まあ、いいや。どーせ、おれの物じゃねーんだし」

　コロナは、言った。

　「それより、ヴァルマーの奴がどこにいるか、知らないか？」

　「ヴァルマーの奴って、〈無む謀ぼう王おう〉のこと？」

　「そうだ」

　「将校クラスは、みんな、鏡の間ってとこで、宴会やってるそうだから、たぶん、そこだと思うけど……」

　「鏡の間……？」

　「この回かい廊ろうのずっと先よ。でも……」

　「そうか。ありがとう」

　コロナは、ぺこりと頭を下げた。

　小なりと言えども、一国の王子としての教育を受けたコロナだ。

　さすがに、このへんは、礼儀正しい。

　思わず、あっけにとられているシャラを残して、コロナは、火の玉みたいに回廊をすっ飛んで行った。

　止めるどころか、声をかける隙すきさえ与あたえぬ、反はん応のう速度である。

　この行動力！

　あと先を考えない、この行動力こそが、コロナの身上なのだ。

　ほとんど茫ぼう然ぜんと見送っていたシャラが、ふと小首をかしげて、つぶやいた。

　「今のは、いったい何だったんだろう？」

　もちろん。

　シャラが、その答えを知るのに、それほど長く待つ必要はなかった。
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　「おい。キリー」

　かなり酔よいの回った口調で、ヴァルマーが、言った。

　「おまえ、ここらでひとつ歌でも歌え」

　「歌、ですか？」

　と、キリー。

　困こん惑わくを隠かくせぬ表情だ。

　部下たちへの手前もある。

　キリーは、ハンカチで冷ひや汗あせをふきながら、言った。

　「私は、そのお、歌は、あまり得意としませんので……」

　「おまえが、音痴なのは、ここにおる誰もが知っておるわ。いいから歌え」

　「しかし……」

　「どうした。わしの命令がきけぬか？」

　「いえ。決して、そのようなことは……」

　キリーは、あわてて、首をふった。

　「ただ、その、歌だけは……」

　「かんべんしろというのか？　よし、わかった」

　ヴァルマーは、太っ腹なところを見せて、うなずいた。

　キリーが、ホッとするのもつかの間──

　次の難題が、やって来た。

　「歌がダメというなら、何か隠し芸をやってみせろ」

　「隠し芸……」

　キリーの顔に、絶望的な表情が浮かぶ。

　ヴァルマーは、酔すい眼がんを光らせながら、言った。

　「さっさと、やらんか。皆も待っておるぞ」

　「はあ……、では」

　満座の注目の中、キリーは、頰ほおを引きつらせながら、立ち上がった。

　まわりの将軍たちも、にやにやしながら、事の成り行きを見守っている。

　酔ようと、部下たちに隠し芸を強要するのが、ヴァルマーの癖くせであった。──あまり、いい酒さけ癖ぐせとは言えない。特に、酒の飲めないキリーにとっては、なおさらである。

　キリーは、ひとつ咳せき払ばらいをすると、陰気な声で、小話を始めた。

　そして、いきなり挫ざ折せつした。

　「となりの囲いに空地ができたってねー」

　言ってしまってから、キリーは気づいた。

　──し、しまった。これでは落ちのつけようがないではないかっ!!

　ガーン。

　効果音だけが、白けきった鏡ギヤリルの・デ・間グラスに空しく響ひびき渡わたる。

　致死量の放射能みたいな静せい寂じやくが、あたりに充じゆう満まんしていた。

　「この沈ちん黙もくをどうしてくれる」

　と、ヴァルマーが、言った。

　すっかり酔よいもさめたって顔つきだった。

　キリーは、唇くちびるをかみしめて、うつむいている。

　ヴァルマーは、他の将軍たちをふり返って、言った。

　「誰だれか、もっとおもしろい芸のできるやつは、おらんのか？」

　「では、私めが、裸はだか踊おどりなぞ……」

　待ってましたとばかりに、一人のよく太った将軍が、立ちあがった。

　その時だ。

　「そんなに、おもしろいものが見たいんなら、おれが見せてやろう」

　末席の方から、凛とした声が聞こえてきた。

　キリーを除く全員が、声の方をふり向いた。

　さっと視線が集中する。

　顔にペイントをほどこし、黒刃の剣けんを手にしたその人物は、長さが一マイルもありそうなテーブルの上に飛び乗った。

　そして、声高く叫さけんだ。

　「ガイ・フレイヤーが一子、コロナ・フレイヤー！　父の仇かたきを討ちに来た!!」

　とたんに、爆ばく笑しようがまき起こった。

　「こいつはいい」

　ヴァルマーも、手を打って喜んだ。

　「誰だ？　こんな気のきいた余興を、考え出したのは？」

　「さあ……」

　将軍たちは、それぞれに顔を見合わせ、首をひねった。

　「貴き殿でん、覚えがござるか？」

　「いや、いっこうに……」

　ひそひそひそ。

　はっきり言って、酔っぱらいの集団である。

　──こっ、こいつら～～!!　誰も本気にしてないな～～。

　コロナの頭に、カッと血が昇った。

　「ヴァルマーッ!!」

　コロナは、わめいた。

　剣けんを構え、

　山と積まれた料理を蹴け散ちらしながら、

　コロナは、テーブル上をジョージ〈無謀王〉ヴァルマーめがけて、一気に走り寄った。

　「死ねえぇぇぇぇえ!!」

　コロナの雄お叫たけびが、ドップラー効果を伴って、人々の耳を打つ。（それとも、この場合は、雌め叫びというのだろうか？）

　「おいおい。ちょっとやりすぎだぞ……」

　そう言いながら、コロナとヴァルマーの間に入ろうとした将校が、

　「邪じや魔まするなっ!!」

　のひと声で、ぶった斬ぎられる、その瞬しゆん間かんまで、誰だれもが、それを余興の一種と信じこんでいた。

　斬り殺された将校自身も、そう信じたままで、死んでいった筈はずだ。

　高々と剣をふりあげたコロナを、すぐ目の前にして、ヴァルマーは、ようやく事の次第に気がついた。

　その顔に、初めて狼ろう狽ばいの色が走る。

　「きっ、貴き様さまは……っ!?」
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　「ヴァルマー、覚悟っ!!」

　コロナは、裂れつ帛ぱくの気合と共に、剣けんをふりおろした。

　こういう場合。

　普通なみの人間ならば、気が動転してしまって、なすすべもなく斬られてしまうところだが、ヴァルマーは、ちがっていた。

　とっさに、テーブルの上にあった、ナイフとフォークをつかみあげ、頭上に交差クロスさせたのである。

　さすが、一代で帝てい国こくを築きあげるほどの男は、どこかちがっている。

　ただ、ヴァルマーにとって不幸だったのは、そのナイフとフォークが、華きや奢しやな銀製品だったという事実だ。

　ぴーんという涼すずしげな音がして、ナイフとフォークの首の部分が、床ゆかに落ちた。

　ヴァルマーの顔面。

　その中心線にそって、赤い筋が一本。

　「し、しまった」

　くぐもった声で、ヴァルマーは、つぶやいた。

　「やっぱり、超ちよう合ごう金きんにしとくんだった……」

　次の瞬間──

　鮮せん血けつがどっと吹ふき出し、ヴァルマーの顔は、真っ二つに割れた。

　ジョージ〈無む謀ぼう王おう〉ヴァルマー。

　享きよう年ねん　四十三歳さい。

　辺境の油売りから身を起こし、一代で自らの帝国を築きあげた男の、それが最期の言葉となった。

　合がつ掌しよう。







　　次回予告







　あらゆる仇かたき討うち物の定石に反して、

　いきなり本ほん懐かいをとげてしまった、

　おきて破りの我らが主人公コロナ・フレイヤー。

　しかし、安心するのは、まだ早い。

　ここは、敵地のド真ん中。

　おいおいおい。

　どーするつもりなんだよ？

　次回！

　緊きん迫ぱくの『さすらいは破壊のあとで』を待て!!
















第二話　さすらいは破は壊かいのあとで







　大だい脱だつ出しゆつ







　「臨時ニュースを申し上げます」

　と、アナウンサーは、言った。

　永世中立のヘルメット。

　例によって、お先走りの〈ますこみ族〉である。

　「本日未明、ヴァルマー宮〈鏡ギヤリルの・デ・間グラス〉において、ジョージ〈無む謀ぼう王おう〉ヴァルマー氏（四十三歳さい）が、何者かによって殺害された模様です。──どうですか、解説のアオキさん」

　「まあ、無謀王より無謀なやつがいたってことでしょうねえ」

　「なるほど。──えー、非公式の情報によると、犯人はコロナ・フレイヤーと名乗ったとのことですが？」

　「カメラが入っていなかったのが、かえすがえすも残念ですねえ」

　「なるほど」

　アナウンサーは、ひとつうなずいて、こちらに向き直った。

　そして、言った。

　「えー、現在、ヴァルマー宮は門を固く閉じ、内部の様子をうかがう事は出来ません。つい先ほどまで、爆ばく発はつ音おんや銃じゆう声せいなども聞こえてきていたという話ですが、今は、ご覧のように静まり返っております。──果たして犯人は、捕つかまったのでしょうか？　また、主を失った帝てい国こくの後こう継けい者しや問題は、どのような形で解決されるのでしょうか？──今後の推移が注目されるところです」

　「注目しましょう」




　　　　＊




　と、言うわけで。

　こちらは、宮きゆう殿でん内部。（注目しろよ～～）

　あっさり父の仇かたきを討うったコロナは、今も元気に暴れています。

　血の海に倒たおれたヴァルマー王。

　茫ぼう然ぜんと立ちつくす側近たち。

　「とっ、取りおさえろっっ!!」

　真っ先に我に返ったキリー・レステスが、テーブル上のコロナを指さして、叫さけんだ。

　鏡ギヤリルの・デ・間グラスの壁かべを飾かざる、見事なタペストリー。

　その後ろから、フルメタル装そう甲こうを身につけた近この衛え兵へいたちが、影かげのように湧わき出してくる。

　精せい鋭えいだ。

　その数二十名ほど。

　コロナは、ハーネスに吊つり下げた手ハンド榴・グレ弾ネードを、近衛兵のど真ン中に、ほうり投げた。

　盛せい大だいな爆ばく発はつ音おんと共に、ごちそうの山が宙に舞まう。

　やがて、白はく煙えんが消え、七面鳥の丸焼きを頭にのっけたキリーが、テーブルの下から首を出す。

　あたりを見回す。

　コロナの姿は、もちろんない。

　「追え～～っっ!!」

　キリーは、わめいた。

　七面鳥を、頭にのっけたままで。

　「逃にがすな！　市の城門を閉じろ！　なんとしても、捕つかまえるんだっ!!」

　床ゆかに伏ふせていた近この衛え兵へいや将校たちが、それぞれ、わっとばかりに出口に殺さつ到とうした。

　その大混乱を、キリーは、腕うで組ぐみなんぞして、陰いん険けんな目つきで見つめた。

　そして、呟つぶやいた。

　「コロナ・フレイヤー……。フレイヤーの生き残りか」

　──こいつは、使えるかもしれんな……。

　にやり。

　口元に、陰いん気きな微び笑しようを浮うかべるキリー・レステス。

　頭の上の七面鳥が、いかにも大ボケであった。

　さて。

　一方、鏡ギヤリルの・デ・間グラスを飛び出したコロナは、いきなり道に迷っていたりする。

　なにしろ、ヴァルマー宮きゆう殿でんってのは、やたらだだっ広い。

　おまけに、回かい廊ろうのあちこちから出てくるヴァルマー兵と、闘たたかいながら走っているのだ。

　出口が右だったか左だったか。

　今、自分がどこにいるのか。

　さっぱりわからないという状態である。

　しかし、コロナはつっ走った。

　委い細さいかまわずつっ走った。

　目の前に立ちふさがる相手は、問答無用で叩たたっ斬きる。

　斬って斬って斬りまくる。

　阿あ修しゆ羅ら姫ひめ──コロナ・フレイヤー。

　だが、さすが〈筋きん肉にく娘むすめ〉の体力にも、限界というものがある。

　それ以上に、多勢に無勢。

　ハンド・グレネードは、とっくに底を尽ついた。

　そして、今。

　回廊の角から現われた一人のヴァルマー兵を、横なぐりにしたコロナの剣けんが、装そう甲こうに当たって鋭するどい音をたてた。

　折れた刃は先さきが、天てん井じようにつき刺ささる。

　コロナは、手元に残った柄つかを見つめ、奥おく歯ばをかみしめた。

　装甲の下で、ヴァルマー兵が、にやりと笑う気配がした。

　じりっと間合いを詰つめてくる。

　背後からは、多人数の足音。

　──これまでか。

　コロナは覚かく悟ごを決めた。

　もとより、生きて帰れるとは思っていない。

　ヴァルマー王を討うてただけでも、僥ぎよう倖こうであった。

　しかし、おとなしく捕つかまるつもりも、毛頭ない。

　──あと何人、道連れにできるか。

　ペイントの下で、コロナは、凄せい絶ぜつな笑みを浮うかべた。

　その時──

　「ぎゃっ！」

　目の前のヴァルマー兵が、悲鳴をあげて、倒たおれた。

　ヘルメットの後ろの部分が、へこんでいた。

　「？」

　けげんな表情のコロナ。

　その視線の先に、ブロンズ製の胸像を両手で抱かかえた、一人ひとりの踊り子の姿があった。

　（やっぱりと、お思いでしょうが）

　シャラである。

　「おまえは、あの時の……？」

　「いいから、早くこっちへっ！」

　シャラは、胸像をほうり出すと、コロナ一人を、物置きのような小こ部べ屋やに押おしこんだ。

　扉とびらを閉める。

　間かん一いつ髪ぱつのタイミングで、多勢の装そう甲こう兵へいが駆かけつけた。

　シャラは、床ゆかにぺったりと座りこんで、泣き真ま似ねを始めた。

　「え～～ん。こわかったですぅ」

　シャラは、ぶりっ子して、言った。

　「異常な顔した男の人が、いきなりこの兵隊さんを……」

　「おー。そーかそーか」

　装甲兵は、バイザーをあげて、にやけた顔を見せた。

　「もうこわくないからねー」

　「その男は、どっちへ行ったか、わかるかね？」

　と、別の兵士が訊たずねた。

　シャラは、回かい廊ろうの奥おくを指さして、

　「あっち」

　「ありがとうよ、お嬢じようちゃん」

　「よし。急げ！」

　「気をつけろ。相手は、怪力の大男らしい」

　兵士たちは、殺気立った声で、口々に叫さけび交しながら、走り去っていく。

　「えーん、えーん……」

　泣き真ま似ねを続けていたシャラは、そっと兵士たちをふり返ると、その後ろ姿に、舌を出した。

　「べー」

　それから、コロナの隠かくれ場所に、

　「もう、出てきていいよー」

　と、声をかける。

　扉が開き、コロナがペイントだらけの顔を出す。

　あたりを、きょろきょろ見回して、

　「ありがとう」

　「いーのよ。あいつら、好きじゃないもんね」

　と、シャラ。

　コロナは、床ゆかでのびているヴァルマー兵の剣けんを拾いあげた。

　二、三度振ふって、バランスを測はかる。

　「よし」

　「ちょっと」

　「なんだ」

　「そんなもの持って、どーする気よ」

　「逃にげ隠かくれするのは、性に合わん」

　「じょーだん。これ以上、まだ何かしようっての？」

　シャラは、言った。

　「あんたが、こんな騒さわぎを起こしてくれたおかげで、こっちは、えらく迷めい惑わくしてんですからねー。──そこら中に兵隊がうろついてるし、市の城門は閉まっちゃうし。これじゃ、せっかくの稼かせぎが、水の泡あわじゃない」

　「そうか。すまん」

　コロナは、素す直なおに謝あやまった。

　「うーん。そう素直に謝られてもねー」

　思わず、頭をかくシャラであった。

　「だいたい、なんで、こんな真ま似ねしたのよ」

　「ヴァルマーは、父の仇かたきだ」

　コロナは、手短かに事情を語った。

　「はー。仇かたき討うち……」

　シャラは、珍ちん獣じゆうを見つけた動物学者みたいな目で、コロナを見つめた。

　両親の顔も知らずに育ったシャラにとって、親の仇なんて、まるでピンと来ない言葉だ。

　「よくわかんないけどォ。あんたの父ちゃんは、仇なんか討うってもらっても、あんまり喜ばないんじゃない？」

　「親の仇を子が討つのは当然だ」

　「そうかなァ」

　「なにが言いたい」

　「まあ、討っちゃったものは仕方ないけどさァ」

　シャラは、考え深げな声で、言った。

　「あんた、フレイヤー家の唯ゆい一いつの生き残りなんでしょ？」

　「そうだ」

　「だったら、なおのこと、生きのびて、御家再興ってテーマを追求する必要があるんじゃない？」

　「そうか？」

　「そーよー。あんたの父ちゃんだって、それを想おもって、あんたを逃にがしたんだもん」

　「舞ぶ台たいをひとり占じめしたかっただけだ」

　「なんですって？」

　「なんでもない」

　「とにかく、ここを脱ぬけ出さなきゃ、話は始まんないわね」

　シャラは、一歩退さがって、コロナの姿を、上から下まで眺ながめ回した。

　「ふーん。背たけは、あたしと変わんないみたいね。よく見ると、顔つきだって、なかなかの美少年じゃない」

　「美……少年？」

　「いい方法があるわ。──ちょっと、こっち来て」

　シャラは、コロナの手を引っぱって、別室に連れて行った。

　コロナは、思わず頰ほおが熱くなるのを感じた。

　もちろん相手は、自分と同性の少女なのだ。

　──なんで、おれが赤くならなきゃいけないんだ？

　コロナは、シャラの手を、乱暴にふり払はらって、言った。

　「自分で歩ける」

　シャラは、肩かたをすくめただけで、何も言わなかった。




　　　　＊




　「どうした。まだ賊ぞくは見つからんのか？」

　キリーが、陰いん険けんな声で、言った。

　「はっ。只ただ今いま、全力をあげて捜そう索さくしておりますので、もう少々お待ち下さい」

　と、かしこまって応こたえているのは、近衛このえ師団長である。

　全軍に戦争状態が宣言され、市内のお祭り気分も、一いつ瞬しゆんにして吹ふき飛んだ。

　ヴァルマー王の遺体は、旗き艦かん〈ククルカーン〉に運びこまれ、指揮系統の中ちゆう枢すうも、ここに移された。

　巨きよ大だいな玉座には、トロイ〈軟なん弱じやく王おう〉ヴァルマーが、たよりなげに座っている。

　そのかたわらにアルタミラ。

　そして、キリー・レステス。

　うっすらと明るくなってきた空を、数機の〈クフィール〉が、金属的な排はい気き音おんを轟とどろかせて、横切っていく。

　機体にからみついた花はな束たばの残ざん骸がいが、昨夜の名残りを伝えていた。

　「宮きゆう殿でんを、しらみつぶしにやるんだ」

　と、キリーは、言った。

　「まだ、どこかに必ずひそんでいる」

　「はっ」

　師団長は、トロイに一礼して、退室した。

　「アルタミラ」

　と、トロイは、不安そうな声で、言った。

　「フレイヤーの残党は、ぼくも殺しに来るかなあ」

　「大だい丈じよう夫ぶですよ、王子」

　アルタミラ〈出で戻もどり〉カーンは、母親みたいな微び笑しようを見せて、言った。

　「ここにいる限り、誰だれも王子に手は出せません」

　「だけど……、コロナって強い奴やつなんだろ？」

　「私がついております」

　「父上みたいに、殺されるのはやだなー。痛いだろーなー」

　「トロイ王子」

　キリーが、横から口を出した。

　「そのような弱気なことで、どうなさいます。──あなた様は、ヴァルマー全軍を指揮する皇こう帝ていとなられるお方。もっと、お立場をわきまえなされませい。そうでなくては、私はともかく、他の将軍どもに対する、示しがつきませんぞ」

　「そんなこと言ったって、無理だよ。ぼくは父上とはちがうんだ。何にも知らないし、いきなり指揮しろって言われても、できないよ。自信ないよ」

　「実務の方は、当面、私が代行いたします。王子は、ただ、胸を張って、そこに座っておられれば、よろしいのです」

　「そ、そーかー？」

　と、あくまでも、頼たよりないトロイ王子である。

　こんな奴やつに、帝てい国こくをまかせていいのか？

　いいはずがない。

　キリー〈陰いん険けん王おう〉レステスの胸中では、これまた陰険な謀ぼう略りやくの図式が、着々と形を整えていたりするのであった。

　──レステス新皇こう帝てい。

　うん。

　なかなか、いい響ひびきじゃないか。

　皇帝になったら、まっ先に何をするか。

　キリーは決めてあった。

　将軍たちを並ならべて、小話を聞かせるのだ。

　はっきり言って拷ごう問もんである。

　笑わない奴やつは死し刑けいである。

　──今に見てろ。

　トロイ王子に、深々と頭を下げながら、ひっそりと微笑ほほえむキリーであった。




　　　　＊




　「これで、顔ふいて」

　シャラは、クレンジング・クリームの瓶びんを、無む造ぞう作さにコロナの手に押おしつけた。

　コロナは、どぎまぎした表情で、手の中の可愛かわいらしい瓶を見つめている。

　「こ、これは……？」

　「クレンジング・クリームよ。──とにかく、その顔なんとかしなくちゃ」

　「お、女の化け粧しよう品か？」

　「そうよ」

　「そ、そうか。──これが、化粧品ってものなのか」

　妙みように感動しているコロナであった。

　おずおずとクリームを手にとる。

　いい香かおりがした。

　「なに、ぐずぐずしてんの？」

　「いや。はじめて見るものだから、つい……」

　「早く顔ふいて」

　「ああ……」

　言われるままに、顔のペイントを落とすコロナ。完全に、シャラのペースに巻きこまれていた。

　「うん。これならいける」

　シャラは、ひとつうなずいて、自分のズダ袋ぶくろから、ひらひらのついた、やたらセクシーなドレスを引っぱり出してきた。

　「じゃ。これ着て」

　「こ、これ……？」

　コロナは、目を丸くした。

　両手で、ドレスを広げてみる。

　踊おどり子の衣い裳しようだ。

　露出度百パーセントである。

　自然と顔が赤くなった。

　「恥はずかしがってる場合じゃないわよ」

　シャラが、釘くぎをさした。

　「それとも、女に化けるのは気が進まない？」

　「い、いや……。そういうわけじゃ」

　「この手はねー、ヤマトタケルの時代から受け継つがれてる、由ゆい緒しよ正しい戦略なのよ？」

　「そ、そうか……」

　「そうよ。──わかったら、そんな無ぶ粋すいな服は、さっさと脱ぬいでさっさと着き替がえて」

　「脱ぐ……？」

　「脱がなきゃ、着替えらんないでしょ？」

　シャラは、コロナが身につけている戦せん闘とう服ふくを、びっと指さしてみせた。

　ゲリラ戦用に、生地はケプラー繊せん維いを織り込んだタイガー・ストライプ。肩かたから胸にかけては、セラミックのプロテクターが覆おおっている。

　この姿で街を歩いたら、タキシードを着たカンガルーみたいに、目立つこと請うけ合いだ。

　見つけてくれと言ってるようなものである。

　だから、着替えなくてはならない。

　たしかに、その通りだ。

　理り屈くつは、わかる。

　理屈は、わかるのだが……。

　コロナは、再びドレスに目をやった。

　ため息が出た。

　──そりゃー、一度くらいは、こーゆーの着てみたいとは思ってたけどよー。

　できれば、もう少し、おとなしい物から始めたかった。

　それが、コロナの本音であろう。

　十三歳の時まで、男として育てられた、複雑で微び妙みような乙女おとめ心というやつだ。

　「ねえ、王子さま？」

　シャラが、言った。

　「なんなら、あたし、後ろ向いてましょうか？」

　「いや。いい」

　コロナは、きっぱりと答えた。

　清きよ水みずの舞ぶ台たいから飛び降りる決意であった。

　コロナは、立ちあがって、体の脇わきについた金具を外した。

　プロテクターを、床ゆかに置く。

　次に、タイガー・ストライプの戦せん闘とう服ふくだ。

　コロナは、セーターでも脱ぬぐみたいな格好で、頭から、すっぽりと脱ぎ捨すてた。

　当然のことながら。

　その下には、何も着ていなかった。

　若々しい乳房が、ぷるんと揺ゆれた。

　バラ色の蕾つぼみは、ちょっぴりロンパリ気味である。

　見とれている場合ではないが、コロナは、なかなかグラマーな方であった。

　剣けんを振ふり回している時の姿からは、想像もつかない裸ら身しんである。〈筋きん肉にく娘むすめ〉などというアダ名は、今すぐ返上してしまいたくなるほどだ。

　「お、おまえ……」

　口を半開きにして、茫ぼう然ぜんとコロナを見つめていたシャラが、ひきつったような声で、叫さけんだ。

　「女だったのかっ?!」

　驚きよう愕がくのあまり、すっかり男言葉に戻もどっている。

　「え？」

　ズボンのベルトに手をかけたままで、コロナが、ふり向いた。

　「い、いや。なんでもない……」

　あわてて、横を向くシャラ。
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　もちろん、コロナとちがって、世なれたシャラのことだ。

　顔を赤らめるなんて、初心うぶな真ま似ねはしない。

　ただ、少しばかり、意表をつかれたのである。

　コロナの、胸のふくらみが、網もう膜まくに焼きついてしまった感じだ。

　シャラは、左手で、こめかみのあたりを圧おさえて、小さく呟つぶやいた。

　「まいったな……」

　「よー。これ、どーやって着るんだ？」

　コロナは、ドレスをいじくり回しながら、言った。

　どこから頭が出て、どこから腕うでが出るのか、よくわからないらしい。

　「それはねー」

　ふり向いたシャラの頭上に、ゴチックの活字で、効果音が出現した。

　ギクッ!!

　シャラは、わずか一ミリ秒で、視線を外した。

　完全に後ろ向きになって、シャラは、言った。

　「どーして、パンツまで脱ぬぐんだよー」

　「いけないのか？」

　コロナは、素すっ裸ぱだかで、きょとんとしている。

　城では、お付きのメイドが五人、身の回りの世話をしていた。そのせいで、コロナには、その種の羞しゆう恥ち心しんというものが、希き薄はくであった。

　とにかく、戦せん闘とうに関する事以外は、驚おどろくほど無知なコロナなのである。

　「別に、いけなかないけどォ……」

　シャラは、言葉に窮きゆうして、口ごもった。

　「とにかく、下着くらい、つけてくれよ」

　まるで、怒おこったような口調である。

　「そうか？」

　コロナは、自分のパンツを拾いあげた。

　カーキ色をした、ジョギング・パンツみたいなシロモノだった。

　色気のないこと、おびただしい。

　シャラは、目のすみで、ちらりとそれを見た。

　「あー、わかった、わかった」

　乱暴に、ズダ袋ぶくろを引き寄せ、中から女物の下着をひとそろい、コロナの方に放ってよこす。

　「貸してやるから、それ着ろよ」

　「？」

　コロナは、丸まった小っちゃな布ぬのきれを、指先でつまみあげ、不思議そうに見ている。

　──こんなものが、本当にはけるのか？

　という顔つきだ。

　ぐにーっ。

　ゴムを伸のばしたりもする。

　しかし、まあ、物は試しだ。

　コロナは、その布きれを、身につけてみた。

　なんとなく落ち着かない気分だった。

　今にも、ずり落ちそうで、どうにも頼たよりない感じだ。

　「これで、いいのか？」

　コロナは、念のために、シャラに確認をとった。

　シャラは、ちらりと見て、うなずいた。

　これで、どうにか正常に呼吸ができる。

　しかし、安心するのは、まだ早かった。

　コロナは、次にブラジャーをつまみあげて、言ったもんだ。

　「こりゃー、なんだ？」

　（ガチョーン）

　思わず頭をかかえるシャラであった。




　　　　＊




　「えれーことになっちまったなー」

　安宿の食堂で、得え体たいの知れない朝飯をパクつきながら、映りの悪いＴＶのニュースを見ている、軽けい薄はくそうな二枚目。

　スリム〈口先男〉ブラウンである。

　「シャラのやつ、大だい丈じよう夫ぶかなー」

　食事を終えたスリムは、絹のハンカチをポケットから引っぱり出して、気取った仕し草ぐさで口元をぬぐった。

　シガレット・ケースを開いて、細巻きのシガリロを咥くわえる。

　「ふー」

　うまそうに煙けむりを吹ふき出しながら、スリムは、ビア樽だるのように太った女主人おかみに、甘あまったるい声で言った。

　「マダム、コーヒーを一杯ぱいもらえませんか？」

　「あいにくと、コーヒーは置いてないのよ」

　女主人は、お愛想に笑ってみせた。水道の蛇じや口ぐちの方が、まだしも可愛かわいかった。

　「マゲラ茶ならあるけど？」

　「マゲラ茶……？」

　スリムは、軽く首をかしげた。

　「ま、いいや。──それを一杯」

　「あいよ」

　すぐに、湯気を立てているカップが運ばれてきた。

　妙みようにどろりとした、赤い液体が入っている。

　ツンとくる臭においがした。

　スリムは、おそるおそるコップに口をつけた。

　なんとも言えぬ表情になる。

　タバスコを溶とかし込んだみたいな味がした。

　「頭が、スッキリするだろ？」

　女主人が、笑いながら、言った。

　「スッキリしすぎるよ」

　スリムは、ぶつくさ呟つぶやきながら、ＴＶ画面に、視し線せんを戻もどした。

　戒かい厳げん令れい下のアルタームは、昨夜の騒さわぎが噓うそのように静まり返っている。

　人通りもまばらだ。

　街の要所要所に、フル装そう備びの〈クフィール〉が立ち、城門では、もちろん厳しい検けん問もんが行なわれている。

　時々、兵士を満まん載さいした六輪の装そう甲こう車しやが、表通りを、轟ごう音おんを立てて走り抜ぬける。

　「まずいよなー、こりゃあ」

　スリムのひとり言を聞きつけて、女主人おかみが、うなずいてみせた。

　「ほんとだよ。──ちょいと、通りの向こうへパン買いに行くにも、いちいち身分証見せなきゃ、通してくれないんだから、迷めい惑わくな話さ」

　「たしかに、迷惑だよなー」

　と、スリムも、大きくうなずいた。

　──お祭り騒さわぎに乗じて、ひと儲もうけするつもりが、とんだ計算違ちがいだ。金より命の心配をした方が、よさそうな状じよう況きようになって来やがった。

　『えー、では。ここらで、戒厳令下に沈しずむ、街の声などを聞いてみたいと思います』

　画面に、マイク片手のレポーターが現われて、言った。

　背景に、ヴァルマー宮が見える。

　中央広場あたりだろう。

　──たいへんだよなー、この連中も。

　スリムは、しみじみと考えた。

　〈ますこみ族〉の中に、自分が何のために、そんな行動をとっているのか、理解している奴やつが一人でもいるのだろうか？

　大いに疑問だった。

　奴らは、事件が起こるたびに、どこからともなく現れ、中ちゆう継けいしたり、インタビューしたり、号外を発行したり、写真を撮とったりしている。

　しかし、それは全すべて、一種の〈儀ぎ式しき〉なのだ。

　──事件が起こったら、こうしなくてはいけない。

　遠い昔むかしからの言い伝えを、連中は、忠実に守っているだけなのである。

　電波の届く範はん囲いに、一台の受像機がなくても、奴らは、カメラの前で喋しやべり続ける。

　それが、奴らにとって唯ゆい一いつ『生きている』ということなのだから。

　実に風変わりな生活様式だ。

　ま、それはともかく。

　レポーターは、伝承にのっとって、街頭インタビューを始めるのであった。

　『ちょっと、すいませーん』

　マイクをつきつけられた人間は、露ろ骨こつに顔をしかめ、足早やに立ち去って行く。

　もちろん、そんなことでメゲるようなレポーターではない。

　『えー。さすがに、街の表情は暗いようです』

　すかさず、フォローしながら、目はきょろきょろと、次のターゲットを探さがしている。

　立派なプロ根性であった。

　『あっ。ちょっと、すいませーん』

　レポーターが突とつ撃げきする。

　カメラが追う。

　『すいません。ちょっと、お話を聞かせてくださーい』

　『え？』

　ふり返った二人連れの女の子。

　その顔を見て、スリムは、口の中のマゲラ茶を思いきり吹ふき出した。

　言うまでもなく、シャラだった。

　そして、連れの女の子にも、スリムは見覚えがあった。

　『そーねー。わりと、あっさりしてるわね』

　差し出されたパンの切れ端はしを食べながら、シャラは、調子のいいことを言っている。

　ラーマ奥様テストであった。

　「こーしちゃいられないぞ」

　スリムは、あわただしく立ちあがると、勘かん定じようもそこそこに、安宿を飛び出した。




　　　　＊




　「ところで、二人とも、宮きゆう殿でんから出てきたみたいだったけど？」

　レポーターは、さりげなく本題に入った。

　シャラとコロナは、互たがいに顔を見合わせた。

　レポーターは、たたみかけるような早口で、喋しやべり始めた。

　「内部の様子は、どう？　犯人は、捕つかまった？　犯人を見た？　どんな奴やつだった？　一人？　それとも複数の犯行かな？　軍部のクーデターって噂うわさもあるけど、それについては？」

　マイクをつきつけられて、コロナは立ち往生している。

　着き替がえが終わった時、シャラに固く言われたのだ。

　『いいこと？　絶ぜつ対たいに口を開いちゃだめよ？──あんたの喋り方じゃ、すぐ怪あやしまれちゃうわ。交こう渉しようは、全すべてあたしにまかせて。大だい丈じよう夫ぶ。うまくやるから』

　たしかに、シャラは、うまくやった。

　はっきり言って、本物の女でも、こうはうまく出来ないだろうってくらい、衛兵をたぶらかすのがうまい、シャラであった。

　ウィンクひとつで、あっさり検けん問もんをパスするシャラを見て、コロナは、強いカルチャー・ショックを受けたものだ。

　──おれの時は、ぶん殴なぐらないと通してくれなかったのに……。

　ひょっとしたら、コロナの知らない、武術の一種なのかもしれない。

　うーむ。

　この世界、奥が深い。

　思わず、妙みような感心の仕方をする、コロナであった。

　「どう？　彼女？」

　と、レポーターは、しつこい。

　「なにか、ひと言くらい言ってよ」

　「う……、お、おれは……」

　「おれ……？」

　「あっ」

　シャラが、あわてて、コロナを背中にかばった。

　「あの、この娘こ、ちょっと今、気が動転してて……」

　「とすると、宮きゆう殿でんの中で、何かショックを受けるような物を、見たのかな？」

　レポーターの目が、ギラリと光った。

　本能的に、コロナには何かあると勘かん付づいたらしい。

　マイク片手に、にじり寄ってくる。

　「い、いえ。別に、そーゆーことじゃなくてぇ……」

　レポーターの迫はく力りよくに押おされて、たじたじと後あと退じさるシャラ。

　「頼たのむよー。それでなくとも、今回、報道管制が厳しくてさー、情報が入って来ないんだ」

　レポーターは、泣き落としにかかった。

　情報こそ、〈ますこみ族〉の糧かてである。

　情報がなくなれば、〈ますこみ族〉は、生きる目的を失って、集団自殺するしか道はないのである。

　勢い、真しん剣けんにもなろうってものだ。

　「ちょっと聞いたんだけど、フレイヤー家の残党が、四十七人で討うち入りしたって話。──あれ、本当？　イエスかノーだけでいい。答えてくれないかなあ」

　「あの、あたしたち、急いでますから……」

　ひきつった微び笑しようを浮うかべて、シャラが言った。

　完全に、逃にげ腰ごしの体勢だ。

　なにしろ、この映像を、どこで誰だれが見てるか、わかったものじゃない。

　シャラとしては、一刻も早く、この場を立ち去りたかった。

　しかし……。

　「だけど、おかしいんだよね。フレイヤー家って全ぜん滅めつした筈はずなのに。──ぼく個人の意見では、今度の一件は、フレイヤーの名前を利用した、内ない紛ふんじゃないかって睨にらんでるわけ。ほら、ヴァルマー王って、色々、強引な人だったらしいから、敵も多いだろうし……。第一、ほら、今時、仇かたき討うちなんて、流行はやんないじゃない？」

　レポーターは、ぺらぺら喋しやべり続けた。

　言ってはいけないことを、得意気に喋り続けたのである。

　当然、シャラの後ろで、コロナが肩かたを震ふるわせていることなど、気付く筈もなかった。

　時限爆ばく弾だんの秒読みみたいなものだ。

　三。二。一……。

　「馬ば鹿か野や郎ろう～～っっ!!」

　コロナは、爆ばく発はつした。

　レポーターの手から、マイクをぶん取って、コロナは、わめいた。

　「親の仇かたきを討うつのに、流行るも流行らないもあるかっ！　それに、フレイヤー家は滅めつ亡ぼうしちゃいない!!　おれは、フレイヤー家十八代当主、コロナ・フレイヤーだっっ!!　おれが生きてる限り、フレイヤー家は不ふ滅めつなんだっ!!──今に見てろ。ヴァルマー軍をぶっつぶして、フレイヤー家を再興してやるっっ!!　わかったか、この唐とう変へん木ぼく!!」

　（どど～～ん）

　その瞬間──

　アルターム全市のＴＶセットの前で、いっせいに拍はく手しゆが湧わき起こった。

　頭をかかえるシャラ。

　地面に尻しりもちをつき、茫ぼう然ぜんとコロナの啖たん呵かを聞いていたレポーターが、大声で叫さけんだ。

　「スクープだ！」




　　　　＊




　「トロイ王子」

　と、キリーが言った。

　重々しい口調だった。

　「ご出しゆつ陣じんでございます」

　「う、うん……」

　思わず、つりこまれて拍手していたトロイが、きまり悪そうにうなずいた。

　「でも、あんなきれいな娘こを、殺すなんて、かわいそーじゃないか」

　「王子！」

　キリーの顔が、どーんとアップになる。

　「仮にも相手は、父君を殺し、十八名の兵士を死傷させた張本人ですぞ？──あなた様が、自みずからの手で討うたぬ限り、兵も民衆も、納なつ得とくせぬのではございませんか？」

　「うん……」

　「見事、父君の恨うらみを晴らして、トロイ皇帝の名を、世界に示すのです。亡き〈無む謀ぼう王おう〉の名に恥はじぬ、立派な働きを、皆みなが注目しておるのですぞ？」

　「うん……」

　と、ますますトロイは、元気がない。

　蚊かの鳴くような声で、

　「だけど、父の仇かたきを子が討って、そのまた仇を、ぼくが討って……。なんだか、不毛なような気が……」

　「何をぶつぶつ、おっしゃっているのですか？」

　「え？　いや。別に……」

　キリーの眼光に射すくめられ、トロイは口ごもった。

　キリーは、言った。

　「亡き〈無謀王〉のためにと開発した、〈クフィール〉のパワーアップ・バージョン、〈クフィール・改〉が用意してございます。──御ご搭とう乗じようを」

　「生身の人間に、機動兵器を使うってのは、あんまりフェアとは言えないんじゃないかなあ」

　「獅し子しは兎うさぎを倒たおすにも全力であたると申します。──亡き父君も、常にそのように、なさっておいででした」

　「うん……」

　トロイは、しぶしぶと、立ちあがった。

　二、三歩、格納庫の方に歩きかけて、未練たらしく振ふり返る。

　「あの、ぼくひとり……？」

　「アルタミラが、お供をします」

　キリーは、かたわらのアルタミラを、目でうながした。

　アルタミラは、無言で頭を下げた。

　「じゃ、二人だけ？」

　と、トロイは、まだ不安げな面持ちだ。

　「他の者は？」

　「もちろん、ヴァルマーの全軍が、王子のバックアップをいたします。どうぞ、ご安心を」

　「そうか」

　トロイは、胸をなでおろした。

　ようやく、安心したらしい。

　そばに控ひかえていたアルタミラが、上うわ目め遣づかいに、キリーを見て、言った。

　「レステス卿きよう」
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　「なんだ」

　「あなたは、御ご出しゆつ陣じんなさらぬのか」

　「留る守すを守る者も必要だろう」

　「その留守に、何をなさるおつもりか」

　「どういう意味だ、アルタミラ」

　キリーは、気け色しきばんだ声で言った。

　「いくらお前でも、許さぬぞ」

　「いえ。別に……」

　アルタミラは、薄うすく笑った。

　「ただ、ひょっとしたら、王子の留守をよいことに、帝てい国こくの実権を握にぎらんとする、不心得者も、いるやもしれんと思いまして……」

　「なにを馬ば鹿かな……」

　キリーは、苦笑してみせた。

　「そのような者が出ぬよう、私がおるのではないか。──第一、ヴァルマーの軍は、このアルタームだけに駐ちゆう留りゆうしているのではない。全土に展開しているのだ。西方には、まだ我が帝国の意に従わぬ部族も多く、いつ何なん時どき、事が起こるやもしれん状況だ。──それくらいのことが、わからぬお前でもない筈はず」

　「おっしゃる事は、ごもっとも……」

　「それとも何か？　アルタミラ」

　キリーは、口元をゆがめ、嘲あざけるような口調で、言った。

　「お前、まさか、自信がないと言うのではあるまいな？　たかが小こ娘むすめひとり始末するのに、いったい、どれほど時間がかかると思っている？」

　もともと気の強いアルタミラだ。

　そこまで言われては、後にひけない。

　〈出で戻もどり〉の血が、カッと燃えあがった。

　「わかりました」

　アルタミラは、頰ほおを紅こう潮ちようさせて、立ちあがった。

　二人の言い争いを見て、おろおろしているトロイに、

　「さあ。まいりましょう、王子」

　「う、うん……」

　トロイは、あわててアルタミラの後を追いかけた。

　二人の姿が、扉とびらの向うに消えるのを待って、キリーは、通信機のスイッチを入れた。

　「管制部か？──コード・３スリーで、全軍に指令だ。トロイ王子とアルタミラが、〈クフィール〉と〈クフィール・改〉で出る。他の者は、一切手を出すな。──そうだ。何が起こっても手を出してはならん。これは、王子御自身の命令だ。わかったか。──復唱はどうした！」

　戦せん闘とう管制官が、あわてて復唱するのを確認して、キリーは、スイッチを切った。

　その顔に、陰いん険けんなうす笑いが浮うかぶ。

　キリーは、〈ククルカーン〉の巨きよ大だいな戦シチ闘ユエ状ーシ況ヨンディスプレイを見あげて、呟つぶやいた。

　「さて。お手て並なみ、拝見といきますかな。──トロイ王子」







　大災害







　「もっと、お話を聞かせて下さいよォ」

　「うるせえっ！」

　必死に、とりすがるレポーターを、コロナは、邪じや険けんに蹴けり飛ばした。

　「逃にげるのよっ！」

　シャラが、叫さけんだ。

　言われるまでもない。

　コロナも、全速力で駆かけ出した。

　ドレスのすそが、風にはためいて、やけにじゃまっけな感じだった。

　「情報をくれぇ。もっと、情報を～～」

　二人の後を、〈ますこみ族〉が追いかける。

　そして、そのさらに後ろから、数百人単位のヴァルマー兵が、道みち幅はばいっぱいに広がって、追いかけてくる。──おそらく、キリーの指令が、未いまだ、よく伝わっていない歩兵部隊だろう。

　二人は、ほとんど人ひと気けのない大通りを、中央広場から東の門に向けて、ひたすら走りまくった。

　その途と中ちゆう。

　「よお。シャラ」

　反対側から走って来たスリムと、すれちがった。

　「無事でなによりだったなぁ。おれは、本当に、うれしいよ。──仕事は、うまくいったんだろ？　これで、たんまり……」

　道の真ン中に立ち止まって、のんびりした口調で話しかけるスリムを、シャラは、力まかせに突つき飛ばした。

　「どけっ。邪じや魔まだっっ！」

　思わず、たたらを踏ふむ、スリム・ブラウン。

　「おいおい。一人占じめする気か？　そりゃーないだろ？」

　シャラの背中に、ぶつくさ文句を言っているスリムの後頭部を、今度はコロナが、張り倒たおした。

　「どけっ。この馬ば鹿か野や郎ろうっ!!」

　「いてー」

　スリムは、両手で後ろ頭を抱かかえて、その場にしゃがみこんだ。

　「なにすんだよー。──おりゃー、ビリヤードの玉じゃねーぞー」

　と、なさけない声で、スリムは抗こう議ぎした。

　もちろん、コロナもシャラも、完全に無視して走り去る。

　「ひでーなー」

　スリムは、ぶちぶち言いながら、立ちあがった。

　その耳に、何やら、おだやかならざる物音が、聞こえて来る。

　後ろからだ。

　「ん？」

　ふり返ったスリムの顎あごが、三十センチばかし、垂れ下がった。

　ヴァルマー兵の大集団。

　それが、道みち幅はばいっぱいの『怒ど濤とうの人間山やま津つ波なみ』と化して、押おし寄せて来るのだ。

　先頭には、相変わらず〈ますこみ族〉。

　スリムは、十分の一秒しか迷わなかった。

　くるり。

　踵きびすを返すと、これまた一目散に、走り出す。

　逃にげ足の速さにかけては、定評のあるスリムだ。

　あっという間に、コロナたちに追いついた。

　「なんなんだよー。ありゃー」

　シャラの横に並ならんで走りながら、スリムは、言った。

　「シャラ。おまい、いったい、どんなヤバイこと、しでかしたんだー？」

　「しでかしたのは、ぼくの方じゃなくて、あっち」

　「あー？」

　スリムは、となりのコロナに、視線を動かした。

　──まちがいない。おれを殴なぐりやがった、あの時の娘むすめだ。足ひっかけて、すっころばしてやろうか……。

　その考えを読んだみたいに、コロナが、スリムを見た。

　スリムは、本能的に、お愛想笑いを浮かべてみせた。

　「やあ。また会ったね？」

　口先男の、悲しい性さがである。

　コロナは、返事もしない。

　スリムは、軽く肩かたをすくめて（走りながら肩をすくめるとは、器用なやつだ）、シャラに向き直った。

　「で？　彼女、だれ？」

　シャラは、めんどくさそうに答えた。

　「フレイヤーの、お姫ひめさまだよ」

　「フレイヤー……？」

　スリムが、その言葉の意味を理解するのに、しばらくかかった。

　三十七歩、走ったところで、スリムの顔に、茫ぼう然ぜんとした表情が浮かぶ。

　「じゃあ、この騒さわぎの……!?」

　とたんに、スリムの足が、ぴたりと止まった。

　保身本能が、強力に働いたのである。

　スリムのモットーは、こうだ。

　トラブル・イズ・ノー・ビジネス──トラブルは、おれの知ったことじゃない。

　ましてや、ヴァルマー王を叩たたっ殺した張本人と行動を共にするなど、とんでもない話だ。ヴァルマー帝てい国こくを敵に回して、スリムのような人間が生きていくのは、なかなかに難しいのである。

　「あばよ、シャラ」

　スリムは、遠ざかって行く二人に、気取った声で、言った。

　「おまえとは、長いつき合いだったが、どうやら、ここら辺が、別れの潮しお時どきらしい……。生き方の違ちがいってやつかな。儲けにならない厄やつ介かい事ごとには首をつっこむんじゃないってのが、死んだお袋ふくろの遺言でね……」

　その時だ。

　スリムの脳ミソを、何かが引っかいた。

　──儲もうけ……？

　かすかに、眉まゆを寄せる。

　きっかり一秒後。

　スリムの頭の中で、『コロナ→引き渡わたす→報賞金がガッポリ』という図式が、めでたく成立したのであった。

　「おーい。待ってくれー」

　スリムは、大急ぎで、かけ出した。

　「やっぱり、おまえを見み捨すてておけないぜ。おーい」




　「待たなくていいのか？」

　と、コロナが、言った。

　「友達が呼んでるぜ？」

　「あんなやつ。友達でも何でもない」

　シャラは、冷たく言った。

　「それより、走ってばかりいるってのも、芸がないと思わない？」

　「同感だ」

　コロナが、うなずく。

　二人とも、少しばかり、息があがっていた。

　シャラが、言った。

　「とりあえず、何か乗り物を見つけなきゃ」

　「あそこに、戦車がある」

　「動かせる？」

　「動かせない」

　シャラは、ため息をついた。

　高機動型タイプの戦車の横に、ミリタリー・バギーも停とまっていた。兵士たちが数人集まって、無線を聞いている。

　シャラは、言った。

　「あのジープはどう？」

　「運転できるのか？」

　「なんとかね」

　「よし。いただきだ」

　コロナが、一気にダッシュした。

　ジープに突とつ進しんしながら、ものすごい声でわめく。

　「どけ～～っっ!!」

　兵士たちは、無線をほうり出して、あわてて、横にどいた。

　「馬ば鹿かに、あっさりどいたわねー」

　シャラが、首をかしげながら、運転席に座った。

　その横に、コロナ。

　「東の門を、強行突とつ破ぱするっ」

　「ＯＫ。行くわよー」

　シャラが、ミリタリー・バギーのフューエル・ペダルを踏ふみこんだ。

　その瞬しゆん間かん──

　「やっと間に合った～～」

　スリムが、コロナの膝ひざの上に、ヘッドスライディングを敢かん行こうした。

　「なにしやがるっ」

　と、コロナ。

　「なんで、ついて来るのよ？」

　と、シャラ。

　「水みず臭くさいこと言いっこなし。──古いつき合いのおまいを、どうして、おれが見み捨すてて逃にげられる？」

　「寝ね言ごとなら寝て言ってよね」

　シャラは、そっぽを向いた。

　「前見て運転しないと危ないぜ？」

　ひとり、ニタついているスリム。

　コロナは、バギーの上に立って、あたりを見回した。

　「妙みようだな。──やけに静かだ」

　「そういえば、追っかけて来てた兵士たちも、どっか行っちゃったみたいよ」

　バックミラーをのぞきながら、シャラもうなずいた。

　「戦車も、一発も撃うってこなかったし……」

　「このままじゃ、すみそうもねえ雰ふん囲い気きだな」

　と、コロナは、言った。

　事実、その通りになった。

　バギーの前方で、いきなり道路が爆ばく発はつしたのだ。

　それと、ほとんど同時に、コロナの頭上を、きわどくかすめて、赤い〈クフィール〉がバギーを飛び越こして行った。

　アルタミラの乗機だった。

　「で～～っっ!!」

　シャラは、大あわてでステアリングを切った。

　バギーは、車体を大きく傾かたむけて、大通りから横丁へと進路を変えた。

　実にきわどいタイミングだ。

　「くそー。空から来やがったか」

　コロナが、唇くちびるをかみしめた。

　「やっぱ、一いつ緒しよに来るんじゃなかった」

　スリムは、青い顔をして、座席にしがみついている。

　「でも、報賞金がタンマリって線もあるからなー。しかし、死んだら元も子もないし……」

　「なに、ぶつくさ言ってんだっ」

　シャラが、わめいた。

　「口を閉じてないと、舌かむぜっ」

　車体幅はばいっぱいの路地を、時々ボディをこすりながら、バギーをぶっ飛ばすシャラ。

　「来るぞっ！」

　上空を睨にらんでいたコロナが、大声で警告した。

　そのとたん──

　両りよう脇わきの建物が、連続して次々と倒とう壊かいした。〈クフィール〉がポッドのミサイルを斉さい射しやしたのだ。

　崩くずれ落ちて来る石材を避さけるため、シャラは、魔ま法ほうじみた運転テクニックをフルに駆く使しする必要があった。

　「無茶しやがるぜ」

　自分のことは、すっかり棚たなにあげて、コロナが唸うなった。

　上空には、もう一機。〈クフィール〉の同型機がいた。

　胸のところに、ククルカーンの紋もん章しようが入っている。少しばかり、仕様が違ちがっているらしい。

　トロイの乗機──〈クフィール・改〉だ。

　妙みように、飛び方が安定していない。

　あっちへふらふら、こっちへふらふら。パワーを持てあましているようだ。

　時々、でたらめな方向ヘミサイルをぶっ放したりもしている。

　アルタームの市街のあちこちで、火の手があがり始めた。




　　　　＊




　一方、こちらは、旗き艦かん〈ククルカーン〉のシチュエーション・ルーム。

　「あの馬ば鹿かどもがっ!!」

　キリーが、真っ赤になって怒おこっている。

　「街の真ン中で、ミサイル攻こう撃げきとは、どーゆーつもりなんだっ。──管制部っ！　アルタミラに連れん絡らくしろ!!」

　『連絡とれません』

　「くそー。こっちの通信を無視してるな……」

　キリーは、歯がみをした。

　その間にも、被ひ害がいの状況が、刻々と告げられて来る。

　『ハルツーム地区に被ひ弾だん！　死傷者多数』

　『マケバ地区。炎えん上じよう中ちゆうです！』

　『市場スークの頭かしらから苦情が入ってます』

　「なんだっ?!」

　『流れ弾だまで商品がダメになったので、弁償してくれとのことです。えー、被害総額は、およそ五百万ダラム……』

　「ほっとけっ！」

　『マケバ地区。なお炎上中。火の手はバルナ地区にも拡大しつつあります！』

　『キリー閣下』

　「どうしたっ」

　『コロナ・フレイヤーを載せた、我が軍のバギーですが……』

　「なんだ？」

　『どうやら、こちらに向かっているようです』

　キリーは、思わず天を仰いだ。

　被害はすでに、アルターム市の三分の一におよぼうとしている。

　再建に、一体いくらかかるか。──考えるだけで、目まいがした。

　しかし、アルタミラは、それでもまだ足りないと思っているらしく、今度は、このヴァルマー宮きゆう殿でんまで、破は壊かいするつもりだ。

　──いずれ、ここはレステス宮殿と名前を変えるのだ。私のものなのだ。こんな馬ば鹿かなことで、破壊されてたまるものか。

　キリーは、マイクをわし摑づかみにして、叫さけんだ。

　「ターゲットを、宮殿に近づけるな！　地上部隊を展開させろ！　街の城門を開け！　あの厄やつ介かいの種を、外へほうり出すんだ！」

　『東の門ですか？』

　「東も西も南も、全部だ！──これ以上、街を破壊されてたまるか！　念のために、〈ククルカーン〉の発進準備も急がせろ。準備ができしだい浮ふ上じようする」

　『ラジャー。アウト』

　キリーは、荒あらい息を吐はきながら、シチュエーション・ディスプレイを見あげた。

　ターゲットを示す、×マークは、あちこち迷走しながら、確実に宮殿へと近づいてくる。

　その周囲を、二つの△マークが行き交い、時々、ファイヤーの印が点てん滅めつする。ミサイルだか、ハンド・バルカンだか、ショルダー・キャノンだかを発射したサインだ。

　そのたびに、市街図の中で、赤い部分が、着実に大きくなっていくのだ。

　──私の城下町が……。

　もしも、これ以上、被ひ害がいが広がるようなら、アルタミラを、この手で沈しずめる必要があるかもしれん。

　暗い決意に、キリーの瞳ひとみは、陰いん気きに燃えるのであった。




　　　　＊




　「えーい。くそ。ちょこまかちょこまかと動きおって」

　赤い〈クフィール〉のコクピットでは、アルタミラが、完全に逆上しきっていた。

　「この！　この！　この！　この！　このっ!!　これでもかっ!!」

　〈クフィール〉に装そう備びされているウェポン・システムを、全すべて使い尽つくす。

　しかし、当たらない。

　ミサイル残量・ゼロ。

　機き銃じゆう弾だん残量・ゼロ。

　ショルダー・キャノンのエネルギー残量・ゼロ。

　オール・ゼロ。

　頭に血が昇のぼる筈はずである。

　もともと、高機動可変戦せん闘とうメカ〈クフィール〉は、空中戦でも地上戦でも、かなり小回りのきく、優ゆう秀しゆうな機体だ。ヴァルマー軍が、これほどまでに急速に、近きん隣りん諸国家を統合できたのも、〈クフィール〉の開発成功によるところが大きい。

　それなのに、あのバギーは、まるでアルタミラを嘲あざ笑わらうかのように、攻こう撃げきをことごとく回かい避ひして、今も、アルターム市内を走っている。

　「王子！　トロイ王子！」

　アルタミラは、ミリタリー・レンジで、〈クフィール・改〉に呼よびかけた。

　「コロナは、そちらへ向かいました。二人ふたりではさみ撃うちにしましょう」

　『もう、弾たまがなくなっちゃうよー』

　インカムから、トロイの、ひ弱そーな声が頼たよりなく聞こえてくる。

　『それに、これ、練習機とちがって、すぐ市の外へ出ちゃうんだもん。きらいだよー』

　「そちらは、ホバリング・ユニットを付けているでしょう。──私が追いこみます。王子は、宮きゆう殿でん前まえの広場で待って下さればよろしいのです」

　『うーん……』

　「おわかりになりましたか？」

　『うーん……。やってみる』

　「今度こそ、うまくいきます」

　『うん……』

　アルタミラは、通信機の元スイッチをＯＦＦにした。

　管制部から、何だかんだ言ってきているのは、よく知っていた。

　他のヴァルマー軍が、ほとんど動いていないということも。

　そして、それらが全すべて、あのキリー〈陰いん険けん王おう〉レステスの差し金であることすら、アルタミラは、直観的に理解していた。

　だからこそ、コロナは、彼女と王子の二人で、倒たおさねばならないのだ。

　口が裂さけても、援えん軍ぐんなど頼たのむわけにはいかないのだ。

　たとえ、アルターム市全土を、廃はい墟きよに変えようとも、コロナを仕止めれば、それでトロイ王子の、帝てい国こくの後こう継けい者しやとしての面めん目ぼくは立つ。

　父王の仇かたきを、見事、一人で果たしたとなれば、他の将軍連中も、文句を言える筋すじ合あいではない。

　しかし。

　万が一、とり逃にがしたりすれば……？

　キリーの陰険な薄うす笑わらいが、アルタミラの脳裏を横切った。

　「あなたの思い通りにはさせないわ、レステス卿きよう」

　アルタミラは、ＡＤＳ（全方位ディスプレイ）に映るバギーを、激はげしく睨にらみつけた。

　左手のスラスト・レバー。

　右手のスティック。

　共に前に倒たおす。

　〈クフィール〉は、疾しつ走そうするバギーめがけて、一気に急降下した。




　　　　＊




　「来る！」

　コロナが、叫さけんだ。

　「右へ！」

　「…………!!」

　シャラが、とっさにステアリングを切る。

　バギーの左ひだり脇わきをかすめて、赤い〈クフィール〉が、石いし畳だたみを機体でえぐって、飛び立っていった。

　超ちよう低空飛行なんてものじゃない。

　はっきり、体当たりを意識した飛び方だ。

　おまけに、勢いあまって、反対側の建物を二、三棟、つき破ったりしている。

　「完全に、常じよう軌きを逸いつしてるわねー」

　シャラが、あきれた口調で言った。

　「あれじゃ、あたしたちを狙ねらってんのか、街を壊こわしてるのか、わかんないわ」

　「また来る！」

　「しつこい！」

　〈クフィール〉の体当たりを、これまた器用にかわすシャラ。

　「でも、どうして、あの二機しか攻こう撃げきしてこないのかしら？」

　「お家の事情だろうさ」

　と、スリムが、言った。

　久々の発言である。

　「あら。あんた、まだ生きてたの？」

　と、シャラ。

　完全に小こ馬ば鹿かにした口調だ。

　スリムは、胸を張って、言ったもんだ。

　「おれの情報収集能力は、〈ますこみ族〉以上だって知らないのか？──ヴァルマー家の一人息子むすこは、トロイってんだが、これが『名は体を表わす』の生きた見本みたいな奴やつでね。──しっかり者の親おや父じさんが死んだとなりゃ、内部で色々ゴタゴタも出るってわけ」

　「ふーん。たいへんなんだー」

　シャラは、ちらりとコロナをふり返った。

　コロナは、上空に目をこらしている。

　二機とも姿が見えない。

　「ありゃー。また元へ戻もどっちまったぜー」

　スリムが、馬鹿声で、言った。

　半はん壊かいの建物の向うに、ヴァルマー宮と中央広場が見えてきた。

　──何かある。

　コロナの耳に、直観が囁ささやいた。

　「気をつけろっ!!」

　そのとたん。

　横の建物をブチ抜ぬいて、赤い〈クフィール〉が、全く唐とう突とつに飛び出してきた。

　バギーに、巨きよ大だいなアームを振ふり下ろす。

　「どええ～～っっ!!」

　かろうじて、その下をかいくぐるミリタリー・バギー。

　しかし、それで終わったわけではない。

　その先に、ちゃーんとおかわりが用意されていたのだ。

　トロイの〈クフィール・改〉である。

　地上すれすれをホバリングしながら、建物の陰かげから、ふわりと現われ、コロナたちの行手をさえぎった。

　今度ばかりは、どけと言ってどきそうなシロモノではない。

　しかし、コロナは怒ど鳴なった。（無む謀ぼうにも）

　「どけ～～っっ!!」

　数すう瞬しゆん後──

　後ろをふり返りながら、スリムが、呆あきれたような口調で呟つぶやいた。

　「うーん。言ってみるもんだ」




　　　　＊




　『王子っ!!』

　アルタミラのヒス声が、トロイの耳につき刺ささった。

　『なにをやっておられるのですくわっっ』

　「ごめん。つい、どいちゃった……」

　『まだ間に合います。撃うつのです、王子っ！』

　「でも、丸まる腰ごしだよ？」

　『撃つのです、王子！　父上の仇かたきですよ!!』

　「わかった……」

　気のすすまないって顔で、トロイは操ス縦テイ桿ツクを動かした。

　〈クフィール・改〉が、おっとっとと言う感じで、向きを変える。

　ＡＤＳ＝ガン・モード表示に映るバギーは、四角い目標コンテナに囲まれ、さらに円形の誤差範はん囲いマークに囲まれる。

　火器管制プロセッサからロック・オンの指示。

　射しや撃げきオーケーのシグナル音が、ヘッドセットのレシーバーを通して聞こえてくる。

　──やだなー。

　トロイは、スティックのトリガー・カバーを外しながら、顔をしかめた。

　人殺しなんか、したくなかった。

　皇こう帝ていの座なんて、どうでもよかった。

　でも、アルタミラも、こわかった。

　トロイは、目をつむって、トリガー・ボタンを押した。

　オート・シュート!!

　ミサイル。20㎜バルカン砲ほう。ショルダー・キャノン。

　全砲ほう門もんが、一いつ斉せいに火を噴ふいた。




　　　　＊




　「飛び降りろっ!!」

　シャラが叫さけんだ。

　刹せつ那な。

　バギーが爆ばく発はつした。

　三人は、それぞれ路上に叩たたきつけられた。

　圧あつ倒とう的な〈クフィール・改〉の火力である。

　ただ……。

　ちょっとばかり、圧倒的すぎた。

　たかがバギー一台に、全ぜん弾だん斉射する必要はなかったのだ。

　トロイが放ったミサイルの大部分は、ヴァルマー宮と、その前面に展開しつつあった高機動戦車の列に飛びこんで行き、甚じん大だいな被ひ害がいをもたらした。




　「わ、私の宮きゆう殿でんが……!!」

　キリーは、今にも脳卒中を起こしそうな顔つきで、うめいたものだ。

　「私の街が……」

　たしかに、アルタームの半分は、完全な廃はい墟きよと化していた。

　市民にとっては、とんだ災難と言うしかない。




　さて、一方。

　「痛っ……」

　体を起こしかけたシャラが、小さく呻うめいた。

　足首かどこか、ひねったようだ。

　「大だい丈じよう夫ぶか？」

　心配そうに、コロナが駆かけよる。

　さっきの爆ばく発はつやら何やらで、ドレスもボロボロだ。

　もちろん、それは、シャラも御同様である。

　前がはだけて、裸はだかの胸があらわになっていた。

　「なーに、これくらい……」

　シャラは、軽く笑ってみせようとした。

　そして、コロナの視線に気づいた。

　──しまった。

　シャラは、思わず顔をしかめた。

　まるで男のような、まっ平な胸に、コロナは、目を丸くしている。

　「お、おまえ……」

　と、コロナは、言った。

　「意外と、胸ないんだな」

　ずるっ。

　シャラは、ずっこけた。

　あわてて、前を合わせながら、

　「ま、まあね……」

　とか何とか、ゴマかそうとする。

　そこへ、スリムがやって来て、言った。

　「あれ？　知らなかったのか？──こいつは、れっきとした男なん……」

　ぐっ。

　スリムは、目を白黒させた。

　シャラの肘ひじが、さりげなく、みぞおちに喰くい込こんだのである。

　「男……？」

　妙みような顔をしてるコロナに、シャラが、あわてて言った。

　「なんでもない、なんでもない。──ほら、それより、あれ」

　と、〈クフィール・改〉を指さす。

　赤い〈クフィール〉も、迫せまって来る。

　「くそー」

　コロナは、お姫ひめさまにあるまじき四文字言葉を呟つぶやいて、決然と立ちあがった。

　「ぶっこわしてやるっ!!」

　「ちょっと。どこ行くのよ」

　「決まってる。──あの空を飛ぶガラクタを、叩たたき落とすんだ」

　「あれは、〈クフィール〉って言うのよ？」

　「ガラクタには、ちがいない」

　コロナは、吐はき捨すてるように言った。

　──あんな物に頼たよってると、いざって時に、うちの親おや父じみたいになるんだ。

　コロナは、肩かたをいからせ、〈クフィール・改〉に向かって、ずんずん歩いて行く。

　「武器もないのに、どうすんのよっ」

　「武器なら、ある」

　コロナは、爆ばく発はつで飛び散った敷しき石いしを拾って、片手で重さを計った。

　「よし」

　とか言って、ひとりうなずくコロナ。

　「よしじゃないってばー」

　シャラは、茫ぼう然ぜんを通りこして、半ば悲鳴に近い声で叫さけんだ。

　「そんなもんで、〈クフィール〉が落とせるわけないでしょ。なに考えてんのよー」

　「いや。わからんぜ」

　と、スリムが、言った。

　「あの娘むすめなら、本当にやりかねないぞ」




　事実、その通りになった。




　　　　＊




　「王子っ。御無事ですかっ?!」

　アルタミラが駆かけつけた時。

　トロイは、〈クフィール・改〉の残ざん骸がいから、はい出そうとジタバタもがいていた。

　ヴァルマー帝てい国こくの誇ほこる、最さい新しん鋭えい高機動可変戦せん闘とうメカも、こうなっては、ただのガラクタと何ら変わるところがない。

　アルタミラは、〈クフィール〉から降りて、トロイに手を貸かした。

　「コロナは、どこへ行きました」

　「うん。──もう一人の女の子背負って、あっちへ走ってったよ」

　ようやく脱だつ出しゆつに成功したトロイは、地べたに座りこんだまま、市街の方向を指さした。

　火災の黒煙が、激はげしく立ち昇のぼっているあたりだ。

　さらに言うならば、家財道具をかついだ数万の市民が、パニック状態で逃にげまどっている地域である。

　「群衆にまぎれて逃げ出すつもりか……」

　アルタミラは、唇くちびるをかんだ。

　城門も開いている。

　軍の協力が得られない以上、上空からコロナたち一行を捜しあてるのは、不可能だ。

　スーパー・ナパームでもぶち込めば、あっさり片がつくかもしれないが、それでは意味がない。──これは、あくまでも、トロイの仇討ちなのだ。

　「しかし、コロナ・フレイヤーという娘むすめ……」

　アルタミラは、廃はい墟きよと化したアルターム市を睨にらみながら、つぶやいた。

　「素す手でで〈クフィール〉に立ち向かうとは、大だい胆たん不敵なやつ」

　大胆とか不敵とかいう以前の問題だと思うが、とにかく、アルタミラは、つぶやいた。

　そして、コロナを終世のライバルとして、強く認識したのであった。

　〈筋きん肉にく娘むすめ〉vs〈出で戻もどり女〉

　片や、素手で機動兵器をあちゃこにし、片や、その一人のために全市を焦しよう土どと化したりするよーな人たちだ。

　たしかに、好よきライバルと言えなくもない。




　　　　＊




　「この責任は、どうとるつもりだ。──え？　アルタミラ」

　キリーが、ふんぞり返って言った。

　〈ククルカーン〉の作戦会議室である。

　キリーの他に、その場には、帝てい国こくの主だった三十人近くの将軍たちが、それぞれ渋しぶい顔をして、円えん卓たくのまわりに座っている。

　正面の玉座は、空のままだ。

　トロイ王子が、熱を出して、寝ねこんでしまったからである。

　一番末席で、アルタミラは、それでも昂こう然ぜんと顔をあげ、キリーを睨にらみつけていた。

　「街の様子を見たか？　家を失った市民たちを、どうする？　宮きゆう殿でんも大きな被ひ害がいを受けた。──この〈ククルカーン〉にも、ミサイルが飛んで来たんだぞ」

　「あの場合、仕方ありますまい」

　と、アルタミラは、平然と言ってのけた。

　「王子は、帝国を代表して闘たたかわれたのです。──ならば、市民への補ほ償しようは帝国が負うべきでしょう」

　「仕方がないっつったってなー、おまえ。一体、いくらかかると思う？」

　「それは、私の関知するところでは、ございません」

　「じゃあ、コロナを逃にがした事はどうなんだ？　それも、おまえの関知するところじゃないって言い張るつもりか？」

　「私のミスです」

　「そーだよ。おまえが、ドジだったんだよ」

　キリーは、得意になって、アルタミラのあげ足をとった。

　「みーんな、おまえが悪いんだよ。おまえの責任なんだよ」

　「レステス卿きよう」

　アルタミラは、きっとなって言い返した。

　「では、お訊たずねしますが、戦せん闘とう中ちゆう、ここにおられる将軍方は、いったい何をなさっておいでだったのです？」

　「我々に罪をかぶせるつもりか、アルタミラ！」

　将軍の一人が、激げつ昂こうして立ちあがった。

　「相手は、たかが小こ娘むすめひとり。──王子の面目を慮おもんばかって、手出しを遠えん慮りよしていた我々に向かって……！」

　「王子が聞けば、さぞ、お喜びになるでしょうね。──ノエル少将」

　「な、なんだとっ」

　ノエルは、顔を真っ赤にしてわめいた。

　「手を出す暇もなくやられたのは、どこのどいつだっ！──しかも、丸まる腰ごしの小娘に」

　「まあまあ。今さら、責任のなすりあいをしても、始まらんでしょう」

　と、別の将軍が、間に入った。

　〈首くび斬きり王〉の異名をとる、ゾッド・クォーケン男だん爵しやくである。

　いかつい顔をした大男だが、言うことは理にかなっていた。

　「それより、これからどうするかです。──今や、問題は王子ひとりではなく、帝てい国こく全体の名めい誉よもかかっている」

　「その通り」

　と、キリーは、もっともらしい顔で、うなずいてみせた。

　「やはり、ここはひとつ、もう一度、王子にがんばってもらうしかないだろう。──もちろん。今回の失態をくり返さぬためにも、十分な兵力を、おつけするということで」

　「そうだな」

　「それしかあるまいて」

　将軍たちは、口々に賛意を表明した。

　キリーは、にんまり笑った。

　もちろん、キリーの本音としては、王子とアルタミラ二人だけで、おん出したいところだが、他への手前、そうもいかない。トロイを擁よう立りつする将軍も、中にはいる筈はずだからだ。世間体というものもある。

　──しかし、まあ、あせることはない。時間だけは、たっぷりあるんだからな。

　キリーは、アルタミラに視線を移して、言った。

　「アルタミラ。──おまえにも、今一度チャンスを与あたえよう。追つい撃げき隊たいの指揮をまかせる。王子をお護りして、必ずコロナを仕止めてくるのだ」

　「は……」

　アルタミラは、固い表情で、かすかにうなずいてみせた。

　「よし。下がってろ」

　「…………」

　無言で、席を立つアルタミラ。

　その背中に、キリーが、嘲あざけるような調子で、声をかけた。

　「今度は、言い訳はきかんぞ、アルタミラ。──全軍が協力するのだからな」

　一瞬、立ち止まったアルタミラだったが、そのまま、何事もなかったかのように会議室を出た。

　後ろで扉とびらが閉まる。

　──なるほど。

　アルタミラは、燃えるような瞳ひとみで、虚こ空くうを睨にらみつけた。

　──つまり、コロナを討うちとらない限り、帰ってくるなと言うわけね。

　『これからは、力の時代じゃないのだよ、アルタミラ。政治の時代だ。──ヴァルマー王のような人物は、もう必要ないのだ』

　キリーの哄こう笑しようが、聞こえてくるような気がした。







　　次回予告







　廃はい墟きよと化したアルタームから、

　なんとか脱だつ出しゆつした、おかしな三人組。

　一転、追われる立場に立ったコロナたちの行手に

　待ち受けているものは?!

　そして、リターン・マッチに〈出で戻もどり女〉の執しゆう念ねんを燃やす

　アルタミラ・カーンの追つい撃げきは?!

　次回！

　『ガルちゃんと呼んで』

　乞こう御ご期き待たい!!
















第三話　ガルちゃんと呼んで







　大だい遭そう遇ぐう







　ヴァルマーの対地哨しよう戒かい機き、ＳＩＳ〈アーガス〉が、高々度を横切って行った。

　「気づかれたかな？」

　岩いわ陰かげから、コロナが顔を出して、つぶやいた。

　「だーいじょうぶ。──何か見つけてたら、しつこく、この上を飛び回る筈はずだ」

　スリムが、コロナの肩かたに手をおきながら、言った。

　たちまち肘ひじ鉄てつを喰くらって、息をつまらせる。

　「ごはんが炊たけたよー」

　シャラが、にこにこしながら、電でん気き釜がまを持ちあげてみせた。

　足元の地面には、ソーラー・パラソルが、つきさしてあった。

　折りたたみ式の太陽電池で、外見は、雨あま傘がさそっくりだ。

　柄えの部分にコンセントを差し込めば、ごはんも炊けるし、お湯もわかせる。──アイロンだってかけられちゃうという、たいへん便利なシロモノなのである。

　荒こう野やを旅する者にとっては、欠くことの出来ないアイテムのひとつだろう。

　アルターム脱だつ出しゆつのさい、どさくさにまぎれて、商店の店先から、スリムがかっぱらって来たものだ。

　素す早ばやいと言うか、手て癖くせが悪いと言うか……。

　もちろん、無断で拝借して来た物は、他にも色々あって……。

　たとえば衣類。

　破れたドレス──それも、やけに生地の薄うすっぺらい──では、荒野を行くのは無理だ。というわけで、サンド・ピープルの使う、シールド・マントが三着。

　『こっちの方が、落ち着く』

　と言うので、コロナには、簡易装そう甲こう服ふくも一ひと揃そろい。──行きがけの駄だ賃ちんに、ヴァルマー兵を殴なぐり倒たおして、剣けんや小火器の類も奪うばい取ってきた。

　食しよく糧りようや水すい筒とうは言わずもがな、シャラに至っては、失くした化け粧しよう品ひんのかわりも、ちゃっかり失敬してきている。

　口くち紅べに、マスカラ、シャドー、コールドクリーム、パック、保湿乳液から、まつ毛のカーラーまで。ごっそりフルコースだ。

　実にどうも、まったくもって、とんでもない連中である。

　「はい、これ。──コロナのぶん」

　シャラに渡わたされた、お茶ちや碗わんと箸はしを手に、コロナは茫ぼう然ぜんとしている。

　「なんだ、この棒は」

　「それは、箸って言うのよ」

　「こんなもので、メシが食えるのか？」

　「煮に豆まめだってつまめるのよ」

　シャラは、得意そうな顔をしてみせた。

　「おかずは、なにかなー？」

　と、スリムが言った。

　「マグロの缶かん詰づめ」

　と、シャラ。

　「ごちそうだな」

　スリムは、うれしそうに、笑った。

　コロナは、まだ妙みような顔して、箸を見つめている。

　「いただきまーす」

　今日も元気だ、お米がうまい。

　シャラとスリムは、器用に箸を使って、ごはんを食べ始めた。

　二人ふたりの手元をしげしげとのぞきこんでいたコロナも、見よう見まねで、ごはんを口に運んだ。

　「うん。うまい」

　「缶詰も、つまんだら？」

　と、シャラ。

　しかし、コロナに、それはまだ無理だ。

　どうやっても、箸はしの先からすべり落ちるマグロに、困こん惑わくしている。

　見かねて、シャラが、コロナの茶碗に、マグロをのっけてやった。

　「ありがとう」

　実にいい顔して微笑ほほえむコロナ。

　──こーしてると、普ふ通つうの女の子なんだけどなー。

　シャラは、かすかに首をかしげた。

　「しかし、なんだねー」

　スリムが、口をもぐもぐさせながら、言った。

　「おまえさんとのつき合いも長いけど、野宿する時ってのは、いつも米だよなー。電でん気き釜がまか、さもなきゃ飯はん盒ごうでさ。──おかげで、おれまで、箸の使い方覚えちまったけど。なんで、そう米にこだわるんだ？」

　「ごはんを食べないと、おなかがすくじゃないか」

　と、シャラは、まるでＲ・田中一郎みたいなことを言った。

　「おなかがすくと、お肌はだが荒あれるんだぞ。お肌が荒れると、お化け粧しようのノリが悪くなるじゃないか」

　「おまい、そのアンドロイドみたいな喋しやべり方、やめなさいね」

　スリムが、言った。

　「それより、あと、どれくらい歩くんだ？」

　「五日も歩けば着く」

　「五日……?!」

　スリムは、素すっ頓とん狂きような声を張りあげた。

　うんざりしたような顔つきになって、

　「五日も歩くなんて、おまい、よくそんなコワイこと、さらっと口に出せるな？──あの大荷物を、誰が持つと思ってんだ？」

　スリムが指さす方向。

　たしかに、大荷物だ。（なんと言っても、電でん気き釜がまに化粧品のフルセットだもの）

　シャラは、平然とスリムを指さした。

　「おまえ」

　「あのなー」

　「だって、あたしたち、かよわい女の子だもーん。──ね？　コロナ？」

　「そ、そうか？」

　コロナは、なんとなくドギマギした。

　かよわい女の子なんて一度も言われたことがないためでもあるが、シャラが大おお仰ぎように、しなだれかかって来たせいでもあるようだ。

　「どーこが、かよわいんだよ。おまいだって、レッキとした男じゃ……」

　ぐっ。

　スリムは、息をつまらせた。

　進歩のない奴やつだ。

　「あんまり急いで食べるからよ」

　と、シャラが、妙みように優やさしげな口調で言った。

　──いつまでも、ゴマかしきれるってわけじゃないのに……。

　スリムは、シャラに蹴けられたみぞおちのあたりを押おさえながら、恨うらみがましい声で、言った。

　「こんなことなら、車もかっぱらって来るんだったぜ」

　「だめよ。車は発見されやすいわ」

　「損な役は、いーっつも、おれなんだもんなー」

　スリムは、ぶちぶち不平をこぼした。

　たしかに、その三人の中で、一番ひ弱そうなのが、スリムである。色男の常道を地で行っているらしい。

　食後のお茶もすんで、コロナたちは荷物をまとめた。

　先頭に、道案内役のシャラ。

　次に、コロナ。

　最さい後こう尾びを、大荷物かかえたスリムが、よたよたと続く。

　コロナは、大口径のプラズマ・ライフルを肩かたにかついでいた。

　ウェザビー・マグナムだ。

　小一時間も歩くと、スリムが、さっそく音をあげた。

　「よー。シャラよー。このへんで、ちょっと休もーぜー」

　「だめよ。明るいうちに、西の涸かれ谷だにに着きたいんだから」

　「ほんとに、あんなとこ通るのかよ。おれ、やだなー。魔ま物ものが出るって噂うわさだぜー。エンガチョだよー」

　「しょうがないでしょ。一番の近道なんだから。──それに、街道はヴァルマー側も目を光らせてるだろうし」

　「西の涸谷って……」

　と、コロナが、訊たずねた。

　「あれ。知らないんですか、お姫ひめさま」

　と、スリム。

　「その、お姫さまってのやめてくれないか？──コロナでいい」

　「んじゃ、コロナ。──西の涸谷ってーのは、別名、魔まの涸谷って呼よばれてましてね、バシュクのジャンカーも近寄らねーって、うすっ気味の悪い谷なんだ。なんでも、聞いた話じゃ、大おお昔むかし、でっかい爆ばく弾だんが落っこちた痕あとだそうだけどねー。今でも、夜んなると、ぼうっと青白く光って見えるんだと！　あー、やだやだ」

　「ふーん」

　コロナは、あまり動じた風ふうがない。

　その時、シャラが、ふり返りもせずに、言った。

　「あれは、ただのチェレンコフ放射だ。心配ない」

　「な、なんだって？」

　スリムが、けげんな顔で、訊きき返した。

　「今、なんて言ったんだ、シャラ」

　「チェレンコフ放射」

　「なんだ、そりゃ」

　シャラは、首をかしげた。

　しばらく考えて、言った。

　「わからない」

　「おいおい」

　「でも、大だい丈じよう夫ぶ。──魔まの涸かれ谷だにとか、単なる迷信よ」

　すたすた、先に歩き出すシャラ。

　きょとんとした表情で、見送っているコロナに、スリムがひそひそと囁ささやいた。

　「あいつは、時々、おかしなことを口走るんだ。昔っからそうだ。──でも、気にしないでくれ。起きて喋しやべってる寝ね言ごとだと思ってりゃいい」

　「スリム！」

　前の方から、とげのある声が、飛んで来た。

　スリムは首をすくめて、歩き出した。

　今度は、コロナが最さい後こう尾びだ。

　陽ひが高くなり、じりじりと容よう赦しやなく照りつけて来る。

　コロナは、シールド・マントのフードをかぶり、歩き出した。




　三人が向かっているのは、カルバラクラブという小さな都ま市ちだ。

　西方の玄げん関かん口ぐちとも言えるこの都市には、荒こう野やを横断する自由貿易商人のキャラバンが集まることで有名だ。

　荒あらっぽいが、その分活気もある。

　帝てい国こくから追われるシャラたちが、一時、身を隠かくすには、いいところだ。

　街道ぞいに歩けば、大きな山脈を迂う回かいする関係上、どんなに急いでも二週間はかかる。

　涸谷を横切って行けば、その行程が半分以下になる上に、追手の心配も、まずしなくていい。

　噂さえ気にかけなければ、けっこうな話だ。

　当分、アルタームには近寄れない。

　──キャラバンに便乗して、しばらく西で商売するのもいいな。と考えているシャラであった。




　　　　＊




　場面かわって、こちらはヴァルマー宮。

　幸いにして被ひ害がいをまぬがれた鏡ギヤリルの・デ・間グラスでは、キリー〈陰いん険けん王おう〉レステスが、玉座の座り心地を試して、ひとり悦えつに入っていた。

　大きな肘ひじかけに腕うでをのせ、心もち胸をそらせ気味に、足を組む。

　その足を組み替える。

　すっかり、皇こう帝ていの気分だ。

　その時。

　「お愉たのしみですな、閣下」

　物の陰かげから、低いふくみ笑いが聞こえてきた。

　キリーは、一いつ瞬しゆん、ぎょっとなった。

　しかし、すぐに、その声が誰だれのものかわかったらしい。にやりと笑って、言った。

　「ベリアルか？」

　「いかがです。皇帝になられた御気分は？」

　影かげから踏ふみ出すように、一人の男が、キリーの前に出現した。

　猛もう禽きん類るいを思わせる、鋭するどい目つき。

　キリー子こ飼がいの情報担当将校、ベリアルである。

　「まだ、なったわけじゃない」

　キリーは、苦笑まじりに、言った。

　「しかし、おまえも相変わらずだな。──まるで、気配を感じさせない」

　「おそれいります」

　ベリアルは、軽く頭を下げた。

　キリーは、ひと膝ひざのり出して、言った。

　「で？　首しゆ尾びはどうだ？」

　「キャッチしました。──涸かれ谷だにへ向かっています」

　「魔まの涸谷か……」

　「はい」

　「ふーむ」

　キリーは、自分のこめかみを、指の先でとんとんと叩たたきながら、何事か考え始めた。その口から、つぶやきが、ひとり言のように洩もれてくる。

　「まさか、あの涸谷を抜ぬけるとはな……。しかし、人目につかぬという事は、こちらにとっても、かえって好都合かもしれん……」

　キリーは、ふと目をあげて、言った。

　「アーガスか？」

　「はい」

　「乗員の口止めは？」

　「心得ております。──このことを、アルタミラ様が、お知りになる気き遣づかいは、ございません」

　「ふむ。──もちろん、コロナたちにも、気づかれてはいまいな？」

　「こちらが知っているという事を、相手に知られないようにするのは、情報戦略の基本でございますから」

　「そうか」

　キリーは、満足気に、うなずいてみせた。

　あのトロイ〈軟なん弱じやく王おう〉ヴァルマーが、コロナを倒たおせるとは思えない。しかし、世の中には、万が一という事がある。アルタミラもいる。──ここは、ひそかにコロナを抹まつ殺さつしてしまうのが一番だ。そうすれば、トロイは、いもしない仇かたきを求めて、空むなしく旅を続けるしかなくなる。その間に、帝てい国こくの全すべてを掌しよう握あくしてしまうのだ。

　「ベリアル……」

　「なんでしょう」

　「おまえは、迷信を気にする方か？」

　「魔の涸かれ谷だにですか」

　ベリアルは、うっすらと微び笑しようした。──キリーが何を考えているのか、すぐさま理解できたからだ。

　「私は、あいにく、無信心なものでして」

　「ふーむ。──だが、他の大部分の兵士は、ちがう」

　「そうでしょうな」

　「おまえの部下で、迷信を気にせず、口の固い、信しん頼らいのおける人間は、何人集められる？」

　ベリアルは、即そく座ざに答えた。

　「私の部下は、皆みな、信頼できます」

　「全員は必要ない」

　と、キリーは、言った。

　「事は、完全に秘ひ密みつ裡りに行なう必要がある。人数は少ない方がいい。──おまえを含ふくめて、五人。今夜中に、出発できるか」

　「今すぐにでも」

　「よし。──兵へい站たん部ぶには、うまく言っておく。コロナたちが、涸谷を抜ぬけない内に、葬ほうむってしまえ。ただし、くれぐれも言っておくが、アルタミラはもちろん、他の将軍どもにも、絶対に気どられてはならんぞ」

　「その点は、ぬかりなく……」

　ベリアルが、にやりと笑った。

　その時、中庭の方から、人々のどよめきが聞こえてきた。

　「なんの騒さわぎです？」

　「明あ日すの出しゆつ陣じん式しきの準備さ」

　キリーは、興味なさそうな顔で、肩かたをすくめてみせた。

　「トロイ王子が、いよいよ仇かたき討うちに御ご出しゆつ発ばつあそばすってわけだ」

　「ほう」

　ベリアルは、器用に片方の眉まゆを吊つりあげて、言った。

　「しかし、一体どこへ出陣するつもりなんですかね？」

　「さーな」

　キリーは、投げやりな口調で、言った。

　「棒を立てて、倒たおれた方向にでも行くつもりなんじゃないか？」




　　　　＊




　そのころ、トロイは、自室にこもり、真しん剣けんな顔つきで、棒を立てていたのであった。

　（おいおい）




　　　　＊




　夕ゆう暮ぐれが近づいてきた。

　砂虫が鳴いて北へ帰っていく。

　砂さ丘きゆうが丸ごとひとつ動いているような印象だ。

　見てるだけなら、実に壮そう大だいな眺ながめである。

　ただし、追いかけられている側にしてみれば、壮大もへったくれもあったもんじゃない。

　というわけで。

　コロナたち一行は、生まれてこのかた、一度も経験したことのないようなスピードで、走っていた。

　死にもの狂ぐるいで走っていた。

　走るために生まれついてるとしか思えない三人組であった。

　大きな荷物を背負い、最さい後こう尾びを行くスリムが、一番悲ひ惨さんだった。

　「砂虫がいるなんて、ひと言も言わなかったじゃねーかよー」

　スリムは、悲鳴まじりの声で叫さけんだ。

　「魔まの涸かれ谷だになんかに近づくから、いけねーんだ。──まだ、死にたくねーよー」

　「うるさいわねっ」

　シャラが、言い返した。

　「砂虫は、人間を食べたりなんかしないから、安心しなさいよっ」

　「じゃ、何で追いかけてくんだよー」

　「たまたま、方向が一いつ緒しよなんでしょ」

　と、シャラ。

　「あるいは、あたしのサインが欲しいのかもね」

　「よく、こんな時に冗じよう談だん言ってられるなー」

　「とにかく、あそこの岩場まで走るのよ。さもないと……」

　「食い殺されるのかー」

　「言ったでしょ？　砂虫は人間を食べたりしないわっ。──でも、踏ふんづけられたら、無事じゃすまないけどねっ」
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　シャラの言う通り。

　たしかに、砂虫は人間を食べない。

　というより、人間に気づきさえしない。

　砂虫は、ただ通りすぎるだけだ。──その進路上にあるものを、ことごとく踏みつぶしながら。

　たまに、この砂虫が数十匹びき、大だい暴ぼう走そうすることもあって、そういう時には、村のひとつくらい軽く消えてしまうが、砂虫に悪意はない。──単に、はた迷めい惑わくなだけだ。

　この事実は、決まってある人物を連想させるが、それが誰だれなのか明記するのは、さしひかえたいと思う。

　ともあれ、コロナたちは、せっせと足を動かした。

　世界の果てまで走ったと思えるころになって、ようやく、足下の感覚が、砂地から固いものに変化した。

　しかし、それが普ふ通つうの地面じゃなくて、風化したコンクリートだと気づくものはなかった。

　ましてや、彼らの前方に、あぶなそうな亀き裂れつが、細く口を開けてることなど、気づくはずもなかった。

　三人の目は、たしかに前を向いていたが、意識は背中に集中していた。

　砂虫の行動を推おしはかることは、誰にも出来ない。

　なにがそうさせたのか、砂虫は、突とつ然ぜん、進路を変えた。涸かれ谷だには、砂虫にとっても、エンガチョなのかもしれなかった。

　地下の深いところで、何か巨きよ大だいなもの同士がぶつかりあうような、すさまじい重低音が轟とどろき、衝しよう撃げき波はがコロナたちの足元をすくった。

　「行ったぞ！」

　スリムが、歓声をあげた。

　シャラ。コロナ。二人とも、去って行く砂虫を肩かたごしに、ちらりとふり返った。

　とたんに、足下の感覚がなくなった。

　「あっ」

　と言って、シャラの姿が見えなくなった。

　続いて、コロナが、

　「わっ」

　と言って、消えた。

　スリムは、その亀き裂れつに、直前で気づいた。

　「おっとっと……」

　ぎりぎりのところで、スリムは踏ふみとどまった。

　縁ふちに立って、こわごわと、のぞきこむ。

　内部は、真っ暗で、深さがどの程度なのか見当もつかなかった。

　「おーい、大だい丈じよう夫ぶかー？　生きてるかー？」

　スリムは、亀裂の底に、間抜けな声をかけた。

　そのとたん、スリムの立っていたあたりの地面が、あっさりと崩くずれた。

　スリムは、空中で、〇・三秒、羽ばたいて、──落っこちた。

　「いてーっ!!」

　誰だれかが叫さけんだ。

　少なくとも、スリムではない。

　どうやら、シャラかコロナ（あるいは、その両方）の上に、軟なん着ちやく陸りくしたらしい。

　「馬ば鹿か野や郎ろうっ。さっさと、おれの上からどけっ！」

　コロナだった。

　スリムは、顎あごにスルドイ一いち撃げきをくらって、後ろにひっくり返った。

　三人が落っこちた亀裂が、上の方に見えた。

　高さは、十メートルほどのものか。

　目が馴なれてくるに従って、ぼんやりとあたりの様子がわかって来た。

　「どうやら、ただの洞どう窟くつとは、わけがちがうみたいだな」

　と、コロナが、言った。

　おそろしく古い、建物の中だ。

　部へ屋やの半分は、流れこんだ土砂で埋うまっている。

　最初から地下に造られたのか、それとも、後で埋まったのかは判わからないが、とにかく〈大異変〉前に建てられたものと見て、まちがいはない。

　壁かべには大きな亀き裂れつが走り、床ゆかはほんの少しだが傾かたむいてた。

　コンクリートが崩れ落ち、内部の鋼こう材ざいがむき出しになっている部分もある。

　切れたシールドが、天てん井じようから何本も垂れ下がっていた。表面の絶ぜつ縁えん材ざいは、指でさわると簡単に崩れるほど風化していた。

　文字通りの廃はい墟きよである。

　「ネクロポリス──死の都市まちの残ざん骸がいだ」

　シャラの声が、妙みように反はん響きようして聞こえてきた。

　「地上にも、似にたような建物の痕こん跡せきが、いくつも残ってる。──ここより、もっとひどいけどね」

　「前にも通ったことがあるらしいな？」

　「必要にせまられて、一度だけ」

　シャラは、軽く肩かたをすくめた。

　「でも、地下にもこんな建物があったとは、知らなかったわ」

　「よー。気き味みが悪いよー。こんなとこ、早く出ようぜ」

　スリムが、うそ寒そうに、あたりを見回しながら、言った。

　天井の穴あなから差し込こむ光は、目に見えて弱々しくなっていく。──太陽が沈しずんでしまったらしい。この中が、真っ暗になるのも、時間の問題だった。

　「出るって言ってもねえ」

　シャラは、頭上を見あげて、ため息をついた。

　「どこか、別の出口を探した方が、いいでしょうねえ」

　「ハンド・グレネードが三発ある。──これで、天てん井じようふっ飛ばしたらどうかな？」

　と、コロナが、例によって、過か激げきなことを言い出した。

　「ひょっとしたら、全部崩くずれ落ちて、地上うえに出る足場ぐらいにはなるかもしれない」

　「ひょっとしたら、あたしたち全員、生き埋うめになるかもね」

　「なるほど」

　「あいてっ……！」

　スリムが、口の中で四文字言葉を呟つぶやいた。

　「どうしたの？」

　「なにかに、つまずいたんだ」

　不意に、灯あかりがともった。

　スリムが、ケミカル・ルミネッセンスのスティックを折ったのである。

　半分土に埋まった、大きな金属製の箱はこの前で、スリムはしゃがみこんでいる。

　腐ふ敗はいが激はげしいが、表面の文字は、なんとか読みとることができた。

　Coca-Cola

　「なんだい、これ？」

　「ほっときなさいよ、そんなもの」

　と、シャラは、言った。

　「それより、灯りをこっちにもちょうだい。──早いとこ出口を探さなきゃ。一時間しか保もたないのよ、それ」

　「中にガラスの瓶びんが入ってる。──カルバラクラブの骨こつ董とう屋やに持ってったら、高く売れるんじゃないかな？　太古の芸術作品だとか何とか言ってさ」

　シャラは、ため息をついた。




　　　　＊




　スリムを、自動販はん売ばい機きの残ざん骸がいから引っペがすには、耳をつかんで尻しりを蹴けとばすしか方法がなかった。

　コロナたち三人は、死んだ自動ドアの半開きの口から、その部へ屋やを出た。万一を考え、ライト・スティックは三人がそれぞれ持った。

　これも、やけに天てん井じようの高い通路が、左右に伸のびていた。

　「さて。どっちへ行く？」

　シャラが、二人ふたりをふり返って言った。

　「右へ行こう」

　と、スリムが即そく座ざに応こたえた。

　「おれのカンは良く当たるんだぜ？」

　「ＯＫ」

　三人は、左へ向かった。

　不服そうに、ぶちぶち言いながらついて来たスリムが、突とつ然ぜん、大声を出した。

　「あっ……!!」

　「今度は、何よ」

　シャラが、うんざりしたような声で、言った。

　「また何か落ちてた？」

　「いや。──何か動いたんだ。あそこで」

　スリムは、通路の隅すみの方を、指さした。そして、言った。

　「ネズミみたいだった」

　とたんに、コロナの体が硬こう直ちよくした。

　プラズマ・ライフルを握る手に、思わず力りきみが入ったりする。

　そんなコロナをよそに、二人は、平然と言葉を交わしている。

　「あんたねー。ネズミくらいで、いちいち大声出さないでよね」

　「だけど、やけにでかかったぜ？」

　──でかい？

　コロナの心しん拍ぱく数すうが、ぴょんとはね上った。

　「それに、なんかやけに不ぶ気き味みな格好してたんだ。妙みようにぬめってしててよー」

　──ぬめっ？

　コロナの足が、ぴたりと止まった。

　「心配ないわよ。ただの染色体異常でしょ」

　「せんしょくたい……って何だ？」

　「あたしが知るわけないでしょ。──とにかく、見た目は気持ち悪いけど、心配いらないってこと！」

　「ふーん」

　「あら？」

　気づかずに数歩進んだシャラが、ふと振ふり返って言った。

　「どうしたの、コロナ？」

　けげんな表情だ。

　無理もない。たとえ、あのトロイが操縦していたとはいえ、素す手でで〈クフィール・改〉を叩たたき落としたコロナが、ネズミごときを恐こわがるなんて、とうてい考えられない事だ。

　しかし、理り屈くつではない。

　一種の条件反射みたいなもので、コロナ自身にも、どうしようもないのだ。

　（三、二、一……）

　コロナの体内で、過か剰じよう反はん応のうの時限爆ばく弾だんが、チクタクと秒針を刻きざんでいく。

　「ねえ。ほんと、どうしたの？　気分でも悪い？　顔が真っ青よ？」

　シャラが、心配そうに一歩近づいた。

　その時──

　よせばいいのに、変異ネズミが茶ちや目めっ気けを出して、ひょいとコロナの肩かたに飛び乗った。

　（ゼロ!!）

　どっか～～ん、てなもんだ。

　コロナは、つっ走った。

　悲鳴をあげながら、つっ走った。

　おまけに、コロナは、手にプラズマ・ライフルを持っていた。

　ハンド・グレネードだって持っていた。

　悪い時には、悪いことが重なるものである。

　天井が落ちて来なかっただけでも、幸運だったと言えるだろう。

　どこか遠くの方から、鈍にぶい爆ばく発はつ音おんが三回連続して聞こえてきた。

　そして、地下の廃はい墟きよは、再び元の静けさを取り戻もどした。

　シャラとスリムは、その場に立ちつくして、コロナが走り去った通路の奥おくを、茫ぼう然ぜんと見つめていた。

　二人は、どちらからともなく顔を見合わせ、力なく笑った。

　「今の、なに？」

　「さあねえ」

　「とにかく、ほうっておくわけには、いかないわよね？」

　「そうだねえ」

　コロナの通ったあとは、破は壊かいの限りをつくしてあった。

　「まるで、砂虫ね」

　「いい目印にゃ、ちがいない」

　シャラとスリムは、複雑な地下通路を、一度も迷うことなく、先へ進んだ。

　途と中ちゆう、巨きよ大だいなナマコ（みたいな生物）の死体が、いくつもころがっていた。鋭するどい歯がずらりと並ならんで、見るからに凶きよう悪あくそうな奴やつだ。

　「なんだ、これ」

　「変異体でしょ」

　「あの娘こが殺ったのかな？」

　「他に考えられないもの」

　「しっかし、こんな化け物がうようよしてる中を、よく平気で通るよなー。豪ごう胆たんな娘むすめだ」

　「平気って言うより、まるで見さかいをなくしてたって感じね。あの様子は」

　「まあ、少なくとも、コロナの通ったあとは、安全ってことだよ」

　「うん。それだけは確かね」

　大きくうなずくシャラであった。




　　　　＊




　一方そのころ。

　ようやく我に返った、人間最終兵器のコロナ〈筋きん肉にく娘むすめ〉フレイヤーは、肩かたで息をしながら、あたりを見回していた。

　自分が、どのあたりにいるのか、まるで見当もつかなかった。

　通路は行き止まりになっていたが、目の前の壁かべには、大きな穴あながあいていた。──よく覚えていないが、どうやらコロナのハンド・グレネードが原因らしい。

　シャラたちの姿も見えない。

　コロナは、首をひねった。

　「みんな、どこへ行っちまったんだろう？」

　その時、コロナの耳に、誰だれかの声が聞こえてきた。

　何か口の中でぶつぶつ呟つぶやくような声だった。

　もちろん、シャラやスリムの声ではない。

　声は、穴の奥おくから聞こえてくる。





牀前看月光
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　コロナは、ごくりと唾つばを飲みこんだ。

　──あそこにゃ、魔ま物ものが住んでる。

　スリムの言葉が、ふと脳裏をよぎった。

　コロナは、右肩のホルダーから、ライト・スティックを引き抜ぬいて、慎しん重ちように穴の中をのぞきこんだ。

　内部は、かなり広そうだった。

　スティックの光がとどかない闇やみの中に、一箇所だけ。

　ポツンと、小さな赤い灯がともっていた。

　声は、そのあたりから出ているようだ。

　コロナは、思いきって中に入った。

　ここも、コロナたちが落っこちた部へ屋やと同じで、床ゆかにはありとあらゆるガラクタが散乱していた。

　よどんだ空気の匂においがした。

　天てん井じようを、真っ赤にサビついた移動クレーンのレールが、何本も横切っていた。──何かを作っていた工場なのかもしれない。

　コロナは、スティックを持った左手をいっぱいに伸のばした。

　その何かが、淡あわい穴あなの中に、ぼうっと浮うかびあがる。

　両足を前に投げ出し、背中を壁かべにめりこませるみたいな格好で、一基の有人機動ユニットが擱かく坐ざしていた。すごい量のホコリだ。

　光の具合か、それは、まるで何か神秘的な神像のようにも見えた。

　大きさは〈クフィール〉と同じくらいだが、シルエットは、コロナが一度も見たことのないものだった。

　やはり、〈大異変〉前に開発された──床に散らばっているガラクタと同じ──過去の遺物にちがいない。

　胸のコクピット・ハッチが開きっぱなしで、赤い光の点は、その内部に灯っていた。
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　わけのわからない声も、依然続いている。

　「誰だれかいるのかっ?!」

　コロナは、あたりを見回しながら、叫さけんだ。

　「姿を見せろっ！」

　次の瞬しゆん間かんに起こった変化は、コロナを驚きよう愕がくさせるに十分だった。

　ガラクタだとばかり思っていた機動ユニットのコクピットに、いきなり灯りがついたのだ。白くて明るい光が、部へ屋やにあふれ出してきた。

　頭部のハイブリッド・センサーにも、灯が入る。

　ガラクタの内部では、強力なエネルギーの存在を感じさせるハム音が、音階を昇のぼりつめようとしていた。

　半口開けて、茫ぼう然ぜんと立ちつくすコロナの手から、ライト・スティックがぽろりと落ちた。

　そして、ガラクタが、口をきいた。

　〈あなたが、私のパイロットですか？〉

　さっきまでの呟つぶやきとはちがい、はっきりとした口調だった。

　コロナは、とたんに、三メートルばかし飛び退すさった。

　プラズマ・ライフルを、両手で油断なく構えて、ガラクタを見つめた。

　──どこかに、人が隠かくれてるのか？

　〈ずいぶん待ちましたよ。いったい、何を手間どっていたんです？〉

　ガラクタは、生意気にも文句を言い始めた。

　〈私が、電源をサブ・システムだけに切り換かえておかなかったら、今ごろは、バッテリーがあがってしまうところでした〉

　もはや、まちがいなかった。

　たしかに、喋しやべっているのは、このガラクタだった。

　コロナは、言った。

　「おめーは、誰だれだ」

　〈開発コードＴ・[image: 178]。オーガニック・エンフォーサー『ガルディーン』です。──ガルちゃんと呼んで下さい〉

　と、ガラクタは、言った。

　コロナは、思わず頭をかかえた。

　──ガルちゃんだと？

　「さっきから、何かぶつぶつ言ってたのは、あれは、やっぱり……？」

　〈あんまり退たい屈くつなんで、ちょっと、詩を暗唱してたんです〉

　「詩だあ？」

　〈李白ですよ〉

　コロナには、ついていけない話題であった。

　その時。

　「こんなとこにいたの」

　シャラたちが、追いついて来た。

　シャラは、コロナに駆かけ寄って、言った。

　「ずいぶん、心配したのよ。──いったい、どうしたって言うの？　急に走り出したりして……」

　ふと、コロナの視線に気づく。

　灯あかりのついてるコクピットを見あげ、シャラは、低く口くち笛ぶえを吹ふいた。

　「へー。まだ生きてるの、このモビル・スーツ」

　〈私は、モビル・スーツではありません〉

　とたんに、シャラの表情が変化した。

　背後から、スリムの顎あごが落っこちる音も聞こえてくる。

　〈私を、あんなアナクロイドと一いつ緒しよにしないで下さい〉

　と、ガラクタは言った。

　〈私は、究極の戦せん闘とうメカニズムとして開発された、──オーガニック・エンフォーサーの最さい新しん鋭えい機き『ガルディーン』です。──どうぞ、ガルちゃんと呼んで下さい〉

　実に、自己主張の強いガラクタであった。

　コロナ。シャラ。スリム。

　三人は、うすぼんやりした目つきで、互たがいの顔を見つめあった。

　機は熟じゆくしていた。

　あとは、きっかけがあればよかった。

　シャラが、言った。

　「ガチョーン」

　はれほろひれはれ。

　陰いん鬱うつなネクロポリスの廃はい墟きよの中で、思わず場ちがいに踊おどってしまう三人の姿がそこにあった。

[image: ]




　Ｔ・[image: 178]『ガルディーン』は、メカニズムに有機システムを大だい胆たんに取り入れた、これまでにない画期的な汎用機動ユニットです。




　その三大特長




　一、自己修復機能


こわれたところは、自分で直せます。



　二、自己適応機能


環かん境きように合わせて、システムを改良することができます。



　三、自己判断機能


自分で考え、行動することができます。









　一年間完全保証付き！




　今なら、お買い上げの方にもれなく、Ｍ・98バスター・キャノンがセットで付いて来ます。

　この機会に、ぜひどうぞ。




　　　　＊




　「なるほど」

　プラスチック・ペーパーに印刷された、『ガルディーン』の宣伝用パンフレットを読み終えて、シャラが、ひとつうなずいた。

　「最後の自己判断機能ってのが、よけいだったみたいね」

　〈なにをおっしゃいますやら〉

　と、ガルディーンは言った。

　〈マイクロ・セカンド単位の、シビアな決断を要求される戦場で、人間の反はん応のう速度は、あまりにも遅おそすぎます。──そういう、とっさの場合、私の優ゆう秀しゆうなＭマシン・Ｉインテリジエンスが役に立つのです〉

　「自己判断機能じゃなくて、自己主張機能って名前にすればよかったんだ」

　コロナが、口の中でぶつくさと呟つぶやいた。

　「大おお昔むかしのガラクタのくせしやがって……。所しよ詮せん、骨こつ董とう品ひんじゃねえか」

　「なあ、シャラよぉ」

　スリムが、シャラの耳に、こっそりと囁ささやいた。

　「こいつは高く売れるぜー。──おれ、知り合いに、見世物小屋やってる奴やつが、いるんだけどさー」

　「あんた、それしか考えられないの？」

　「だってさー」

　と、不満げなスリム。

　その両手には、しっかりとコカコーラの瓶びんが握にぎりしめられていたりする。

　馬ば鹿かは相手にしたくない。シャラは、かたわらのガルディーンをふりあおいで、言った。

　「だけど、あんた、自分で考えて行動できるんなら、なんで、こんなとこで、何百年もじっとしてたわけ？」

　〈言ったでしょう？　パイロットを待ってたんです〉

　「なーんだ。えらそうなこと言ってても、やっぱり、一人ひとりじゃ動けないんだ」

　〈苦情は、設計者に言って下さい〉

　と、ガルディーンは開き直った。

　〈私は、まず特定のパイロットによって、初期化起動される必要があるのです。それからなら、エマージェンシーの際など、コントロールを引き受けることも可能です。例えば、戦せん闘とう中にパイロットが失神した場合も、そのまま戦闘を続行できるのです！　もちろん、暇ひまな時は、お喋しやべりの相手もできます！　ベタもぬれます!!──歌って踊おどれる機動メカなのです。すごいでしょー？〉

　「ふううーん」

　と、シャラ。

　別に感動した様子もない。

　「そんなことより、あたしたち、道に迷っちゃったんだけど、どこかこのへんに、地上に通じてる出口はないかしら？」

　〈自じ慢まんするわけじゃありませんけどね〉

　と、ガルディーン。

　〈私は、ここ六百年ほど、一歩も動いていないんですよ？〉

　「だから？」

　〈出口がどこにあるか、どうして私にわかるでしょう？〉

　「こぉの、役立たずっっ!!」

　コロナが、わめいた。

　〈や、役立たず……〉

　ガルディーンは、その言葉に、一人前にショックを受けたようだった。

　ガチョーンてなもんだ。

　〈どーせ私は、一度も実戦を経験してませんよ。──だけど、それは私の責任じゃない。外部からの入力が途と絶だえて六百年間、私にできることと言ったら、メモリーに貯たくわえられた五十万冊以上の書物を読んだり、思し索さくにふけったりすることだけだったんです。──一体、地上で、何が起きたのか、誰だれも教えてくれないんだから、しょうがないじゃないですか。──それなのに、私のことを、役立たずなんて……〉

　いじいじいじ。

　ガルディーンは、すねてみせた。

　巨きよ大だいな機動メカがすねる姿というのは、なんとなく、もののあわれを感じさせる。

　「まあ、そう落ちこまないで。──コロナも、別に悪気があって言ったんじゃないし。ねっ？」

　シャラが、なぐさめ顔で、言った。

　今にも、ぽんと肩かたなんか叩たたきそうな感じである。

　〈どーせ私なんか……〉

　ガルディーンは、まだいじけている。

　シャラは、ため息をついた。

　コロナを、少し離はなれたところに呼んで、小声で、

　「ねえ、コロナ。ものは相談だけど……」

　「なんだ？」

　「あんた、この機動メカを動かしてみる気、ない？」

　「ない」

　「うまくおだててれば、役に立つかもしれないわよ？　ひょっとしたら、性能も、今のものより上かも……」

　「ガラクタだ」

　と、コロナは、ニベもない。

　「それだけならまだいいが、へらず口まできくと来た。──ごめんだね」

　「そんなこと言って、ほんとは動かし方、知らないんでしょ？」

　シャラは、痛いところをついた。

　コロナは、負けずに言い返した。

　「じゃ、おまえは知ってるのか？」

　「なんとなく見覚えあるのよね、このシルエット……」

　シャラは、闇やみにぼうっと浮うきあがっているガルディーンを振ふり返って、小首を傾かたむけた。

　崩くずれ落ちた壁や鋼材に覆おおわれて、はっきりしないが、たしかに、どこかで見た形だ。

　しかし、それがどこだったのか……？

　シャラは、思い出すことを諦あきらめ、現実に立ち向かうことにした。

　ヴァルマー軍のではないが、別の機動兵器のコクピットには何度か入ったことがある。

　シャラは、ガルディーンの体をよじのぼって、開きっぱなしのハッチから、コクピット内部をのぞきこんだ。

　驚おどろくほどシンプルな造りだった。

　パイロットの神経を、目前の敵だけに集中できるよう、他のことは全すべてガルディーンがオートコントロールするのだろう。──パネルいっぱいの、こまごましたスイッチやノブの類を想像していたシャラは、ちょっと意外に感じた。

　おっかなびっくりでシートに腰こしをおろす。

　とたんに、シャラは、悲鳴をあげそうになった。

　シートが、シャラの体型に合わせて、自動的に、その形を変えたのである。

　「あー、びっくりした」

　シャラは、内心どきどきしながら、文句を言った。

　「なんかやる時には、その前に、ちゃんとそう言ってよねー」

　〈どーも、すいません〉

　すぐ近くから、ガルディーンの声が聞こえた。

　〈では、あなたが、私のパイロットなのですね？〉

　「まあ。そう言うことになるみたいねー」

　〈わかりました。──では、コマンドを入力して下さい〉

　「どうやって？」

　と、シャラ。

　「今の機動メカなら、少しは動かし方も知ってるけど……」

　〈御ご心配なく。マニュアルがあります〉

　シャラの頭上に、ガルディーンの操作方法を詳くわしく説明するプロモ・ビデオが映し出された。

　『このたびは、当社のオーガニック・エンフォーサーをご利用いただき、ありがとうございます』

　大時代な制服のようなものを着た美女が、ディスプレイに現われ、にっこり笑った。

　そして、まずはガルディーンの機能について、ひとくさり。

　続いて、操作方法の説明が始まる。

　『緊きん急きゆう時じには、頭上から酸さん素そマスクが降りてきます』

　とか言っている。

　『さらに、御お座ざ席せきの下には救命胴どう衣いが用意して御ご座ざ居います。──このように頭からかぶって御利用下さい。ひもを引くとふくらみます』

　美女は、にっこり笑ったままの表情で、自ら救命胴衣をつけて、ひもを引いてみせた。

　たしかに、ふくらんだ。

　『なお、ふくらみが足りない時は、こちらのパイプから息を吹ふきこんで下さい』
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　さて。

　シャラが、半口開けてビデオを見ているころ、アルターム市からは、五機の機動兵器が、未明の空に向かって、ひそかに飛び立っていた。

　迷彩塗装をほどこされた四機の〈クフィール〉と、六千キロ近い兵へい装そうオプションをつけた重戦型〈ラリアント〉である。──〈クフィール〉の二倍はありそうな機体で、ベリアルが操縦している。

　五機は、きれいな編隊を組んで、いったん南へ向かった。

　ヴァルマー軍管制部の識別エリアを出たところで、機首をひるがえし、高度を下げて西へ向かう。

　「ミリタリー・コード・３。──全員よく聞け。これから我々は、魔まの涸かれ谷だにへ向かう。高度に注意しろ」

　『了解』

　四つの声が、同時にインカムから聞こえてきた。

　ベリアルは、満足そうな笑みを浮うかべた。

　部下たちは、みんな落ち着いている。

　魔の涸谷と聞いて、おびえたり取り乱したりする者は、誰だれもいない。

　ベリアルは、マイクに言葉を続けた。

　「ブリーフィングの時に言ったと思うが、今回の作戦は、完全な機き密みつ裡りに事を終了する必要がある。重火器の使用は、出来るだけさけるようにとの、レステス卿きようのご命令だ。もちろん、やむをえない場合は、ためらうな。──相手は素す手でで〈クフィール〉を撃うち落とした化け物だ。全員、心してかかれ。──以上だ」

　ベリアルは、マイクをカットした。

　コードを変えているとは言え、必要以上の交信は危険だ。

　五機の機動兵器は、それぞれ完全に沈ちん黙もくしたまま、飛行を続けた。

　前方、闇やみの底に、鬼火のような青白い光が認められた。

　月の明るい夜なら、見落としてしまうほどの、ぼんやりとした淡あわい光だ。

　──魔の涸谷。

　人々が、そう呼ぶのもうなずける、不ぶ気き味みな光景だった。

　ベリアルは、ディスプレイをＩインフラＲ・レツドに切り替えた。赤外線サーチ・モードだ。

　できれば、夜が明ける前に、片づけてしまうつもりだった。

　『隊長！』

　部下の一人ひとりが、突とつ然ぜん、呼びかけて来た。

　『下を見て下さい』

　ベリアルは、やや高度を下げた。

　砂さ漠ばくにひとすじの溝みぞが刻きざまれ、西へ伸のびている。

　「砂虫が通った跡あとだな……」

　にやりと笑った。

　「こいつは、どうやら、我々の手を汚よごすまでもなかったかもしれんぞ」
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　出力を主システムへ。

　ガルディーンは起動した。

　瓦が礫れきの中から、ゆっくりと体を起こす。

　折り重なった鋼材が、互たがいにこすれ合って、すごい音をたてた。

　大量のほこりが舞まい上がる。

　コロナたちは、ひどくセキこんだ。

　やがて、ほこりがおさまると、ガルディーンの全容が、はっきりしてくる。

　左手の甲こうの部分に見えている二つの銃じゆう口こうは、おそらくバルカン砲ほうのたぐいだろう。二の腕うでの下の部分に、排莢用のエジェクション・ボートが口を開けていた。

　左肩かたの後ろに、細長いフィンが、特とく徴ちよう的につき出している。フリー・コネクトで、自由に角度を変えられるらしい。フィンの先せん端たんは、ほとんど天てん井じように届いていた。

　それと対をなすように、右肩には、二連れん装そうの重じゆう突とつ撃げき砲ほうが、これも上を向いて装そう着ちやくされていた。──どうやら、左肩のフィンは、ウェポン・システム・クーラーの一種らしい。放熱フィンという奴やつだ。

　その他に、オプション用のジョイントらしきものも、あちこちに見えている。

　だらしなく座りこんでいた時とは大ちがいの、精せい悍かんなシェイプだった。少し非対称なところが、兵器としての機能を感じさせた。

　「へえ、なかなか格好いいじゃん」

　と、スリムが単純に感心する。

　コクピットでは、シャラが、真しん剣けんそのものの表情で、コントロールを操っている。

　右足を一歩前へ。

　そのとたん。

　ガルディーンの体が、ぐらりと傾かたむいた。

　〈おっと〉

　とか言いながら、ガルディーンは右腕を伸のばした。──パイロットの経験不足を補おぎなう回路も、ガルディーンは備えているのである。

　しかし、伸ばしたところが悪かった。

　ただでさえ崩くずれやすくなっている壁かべが、ガルディーンの体重を支えきれる筈はずがない。

　「どええ～～っっ!!」

　スリムが、あわてて避ひ難なんした。

　「馬ば鹿か野や郎ろう！　気をつけろっ！」

　頭の上に降ってきた壁の残ざん骸がいを、素早く避さけながらコロナが怒ど鳴なった。

　「おれたちを殺す気かっ!!」

　「ごめんなさーい」

　〈どーも、すいません〉

　シャラとガルディーンが、同時に謝った。

　なんとかバランスを取り戻もどしたものの、ガルディーンの動きは、その後も妙みようにちぐはぐだ。

　「大だい丈じよう夫ぶかな、シャラのやつ」

　あからさまに逃にげ腰ごしな態度で、スリムは言った。

　「天てん井じようが落ちて来なきゃいいんだが……」

　その言葉が、終わるか終わらないかの内に、今度は、移動クレーンのレールが、轟ごう音おんと共に落下してきた。

　それだけではない。

　ガルディーンが、何かひとつ身動きするたびに、コロナたちは右に左に、忙いそがしく逃げ回らなくてはならないほどだった。

　「いーかげんにしろ～～っっ!!」

　コロナが、わめいた。

　開きっぱなしのハッチから、シャラが顔をのぞかせて、言った。

　「これから天井ぶち抜くから、ちょっと、どいててね」

　「どくったって、どこへどきゃいーんだ？」

　スリムが、茫ぼう然ぜんとあたりを見回しながら、言った。

　そんなことにはおかまいなく、ガルディーンは射しや撃げき態勢に入った。

　右肩かたの連れん装そう重じゆう突とつ撃げき砲ほうが、微び妙みように角度を変える。

　「おい。やめろ！」

　コロナが、叫さけんだ。

　その声が、シャラの耳に届いたかどうか……。

　次の瞬しゆん間かんには、二つ並ならんだ銃じゆう口こうから、オレンジ色の太い光の束たばが、天井めがけて発射された。

　同時に、左肩の放熱フィンが、かすかに赤く輝かがやいた。

　暗くら闇やみの中で見るそれは、なかなかに美しい眺ながめだったが、余熱で、あやうく蒸むし焼きになりかけた人間にとっては、何のなぐさめにもならないだろう。

　「うわちちちちちっ……！」

　コロナは、思わず飛び上がった。

　尻尾しつぽを踏ふんづけられた虎とらよろしく、猛もう烈れつなスピードで、ガルディーンの体をかけ上る。

　「ばっ、馬ば鹿か者ォッ!!──こんな狭せまいとこで、ブラスターなんか、ぶっ放す奴やつがいるかっ！」

　勢いよくコクピットに怒ど鳴なり込こんだコロナが、そのとたん、『あれ？』という表情になる。

　Ｇシートの上で、シャラが、すっかりゆで上がっていたのである。

　ハッチを閉じてなかったのが、敗因だった。

　〈だから、私は、およしなさいと言ったんですけどねえ〉

　ガルディーンが、言い訳がましい口調で、言った。

　「いやー。ひでー目に会ったぜ」

　スリムも、やって来た。

　「おい。ちょっと待てよ。──こいつは一人ひとり乗りだ。三人は乗れねーよ」

　「つめれば大だい丈じよう夫ぶ」

　「おい、よせって言ってるだろ？」

　「外にいて、焼き殺されるよりは、ましだよ。──さもなきゃ、生き埋うめにされるか」

　「馬ば鹿か。そんなんじゃねー。──ちょっと！　どこ触さわってんだよ!!」

　「おーい。シャラ、平気かーっ？」

　「レバーを動かすな！」

　「だって、狭いんだから、しょーがないじゃないか」

　「おめーが、無む理り矢や理り入ってくるから……。おい、気をつけろったら！　どこに何のスイッチがあるのか、わからねーんだ」

　「も少し、そっち、つめてくれよ」

　「これ以上、どうつめろってんだ」

　〈あー。うるさい〉

　「てめー。ガラクタのくせに、生なま意い気きな口きくんじゃねー。元はと言えば、てめーのせいじゃねーか！」

　〈女の子は、もう少し、言葉遣づかいを考えた方が、いいと思いますが？〉

　「おまえ、おれに喧けん嘩か売る気か？」

　〈いえ。私は、あくまでも一いつ般ぱん常識としてですね……〉

　「やかましい！──だいたい、貴き様さま、えらそーな口たたいておきながら、こんな初歩的なミスひとつ防げないってなー、どーゆーわけだ？」

　〈私は平気ですけど？〉

　「バラバラにするぞ、この野や郎ろう」

　〈セイフティは、ハッチとも連動してる筈はずなんですけどねえ。六百年の間に、どこか回線が切れたのかもしれません〉

　「このポンコツが！」

　〈ポンコツとは心外です。私は、こう見えても、最さい新しん鋭えいのオーガニック・エンフォーサーで……〉

　「いつの最新鋭だよ」

　ごちゃごちゃごちゃごちゃ。

　ごちゃごちゃごちゃ。

　スシ詰づめ状態のコクピットで、コロナとガルディーンは、互たがいにムキになって、言い合いを始めた。実に大人おとなげない話である。

　「いったい、何の騒さわぎなの？」

　正気づいたシャラが、あきれたような声を出した。

　「おっ。気がついたな、シャラ」

　「スリム……」

　「大だい丈じよう夫ぶか？」

　「あたし、どうしてたのかしら？」

　〈熱線の二次輻ふく射しやにやられたんです。──よくあるまちがいですよ。はっはっは〉

　「笑ってゴマかすなっ！」

　と、コロナは、わめいた。

　──そもそも、どこの馬ば鹿か野や郎ろうが、機動兵器に、笑ってゴマかす機能なんか付けやがったんだ？

　設計者を見つけ出して、首を思いきり締しめあげてやりたいと、切実に願うコロナであった。

　「天てん井じようは、どうなった？　穴あなあいた？」

　と、シャラが訊たずねた。

　スリムが、スシ詰づめになりながらも、器用に肩かたをすくめてみせた。

　「あいたなんてもんじゃないね」

　はっきり言って、天井は、その上の岩盤もろとも、大きく崩くずれ落ちていた。──いや、蒸発してしまった、という方が、この場合は正確だろう。

　そして、蒸発してしまったものは、天井だけではなかったのである。

　思えば、不幸な事故であった。
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　「な、なんだったんだ、今の光はっ!!」

　『二番機、消しよう滅めつしました！』

　『四番機、コントロール不能！　脱だつ出しゆつします』

　『隊長！　モレスの機が引き返していきます』

　「五番機、どうしたっ。応答しろっ」

　『魔ま物ものだ。魔物が出た……』

　うわ言のようにくり返す声が、インカムから流れて来た。

　──モレス。優ゆう秀しゆうな奴やつだったが……。

　ベリアルは、〈ラリアント〉を反転させ、フル・バーナーで逃にげ去るモレスの〈クフィール〉を、自ら撃げき墜ついした。

　機密を守るためには、やむを得ない処置だった。

　涸かれ谷だにから、爆ばく発はつ音おんが低く響ひびいてきた。

　四番機だ。

　脱だつ出しゆつしたパイロットの、パラシュートが、ゆっくり地上に降りて行くのが見えた。

　『隊長！』

　緊きん張ちようした声が続いた。

　『地下から、機動兵器が現われます!!──見たことのない形です！』

　地面が、一部陥かん没ぼつしていた。

　そのまん中に、たしかに機動兵器らしき物体が、じたばた動いている。

　地上に、はいあがろうとしてるようにも見えたが、踊おどりを踊ってるようにも見えた。

　──フレイヤー家の、秘蔵メカか？

　ベリアルは、理解に苦しんだ。

　しかし、それは一瞬のことだ。

　地上のＵＫ（正体不明機）が、再び撃うって来たのだ。

　二発。三発。

　いずれも、大きく狙いが外れている点が、気にかかったが、とにかくこれで、はっきりした。

　──敵だ。

　ベリアルには、それで十分だった。

　ベリアルは、残った三番機に短く命令した。

　「攻こう撃げき！」

　『了解』

　〈ラリアント〉と〈クフィール〉は、ターゲットめがけて、真一文字に急降下した。
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　「また、撃っちまったぜ」

　「どーなってんのよ、これっ」

　「コントロールに、むやみに手を触ふれるんじゃない」

　「そんなこと言ったって、不可能だよ。──狭せまいんだから」

　「ヴァルマーの捜そう索さく隊たいが、どこで目光らせてるか、わかんないってのに。──これじゃ、花火打ち上げてるみたいなもんだぜ」

　「そんなこと言ったってしょうがないよ。──狭いんだから」

　「じゃ、おまえ出ろ」

　「やだ。踏ふみ潰つぶされたくない」

　「ねえ。ハッチを閉めたら、よけいに狭せまくなったように見えない？」

　「思い出させないでくれ。──ただでさえ、狭っ苦しいんだから」

　「よー。それよりさー、も少し、うまく運転できないのか？　狭いし、揺ゆれるし、──なんか吐はきそうな気分になって……」

　「それ以上言ったら、目の中に指つっこむぞ」

　〈あのー。お取り込み中、大変申し訳ないのですが……〉

　ガルディーンが、おずおずと言った。

　〈どうやら、敵らしいですよ〉

　一いつ瞬しゆん、コクピットの中が、しんとなった。

　コロナが、言った。

　「なんだって？」

　そのとたん。

　ガルディーンの周囲で、数十発の小型弾だん頭とうが一斉に爆ばく発はつした。

　〈ラリアント〉から発射されたものだ。

　間かん髪はつを入れず、〈クフィール〉のショルダー・キャノンが、ガルディーンの装そう甲こうを直ちよく撃げきする。

　ようやく地表に、はいあがりかけていたガルディーンは、たまらず穴あなの底へころげ落ちた。

　コクピットに、ぎゅう詰づめにされた三人が、どういう目に会ったか。容易に想像がつこうというものである。

　「くそー。ヴァルマーの機動兵器か」

　「あー、目が回るよー」

　「あたしの上から、早くどいてちょうだいっ！」

　〈また、来ます〉

　やけに冷静なガルディーンの声。

　「おい。早く、どうにかしろっ！」

　「どうにかしろったって、どうすりゃいーのよ」

　「反はん撃げきだっ。撃うち落とせっ！」

　シャラは、言われるままに、トリガーを引いた。

　砲ほう口こうは沈ちん黙もくしたままだ。

　〈自動照準システム作動不良。──体勢を起こして下さい。バスター・キャノンが、何かに引っかかっています〉

　「えーい、もうっ」

　シャラは、やみくもに、レバーを押おしこんだ。

　あお向けに倒たおれていたガルディーンが、今度は、勢いあまって、前につんのめった。

　「ぐえっ」

　スリムが、蛙かえるがつぶされる時みたいな声を出した。

　ガルディーンの周りの地面が、〈ラリアント〉の爆ばく撃げきで、再び沸わき立った。

　横なぐりのＧが、三人を激はげしく揺ゆさぶった。

　「もう、ダメだ～～」

　スリムが弱音を吐はいた。そのくせ、コーラの瓶だけは、後生大事に抱かかえている。あきれたド根性だ。

　シャラは、それでも、なんとか体勢を立て直して、連れん装そう突とつ撃げき砲ほうを上空に向けて数発放った。

　そして、ことごとく外した。

　相手は実戦なれしたパイロットだ。無理もない。

　仮に、ガルディーンが自分で言うほど、高性能であったとしても、素人しろうとが操っていたのでは、勝負は目に見えている。

　東の空が、早くも白み始めた。

　ガルディーンのウェポン・システム・クーラー──左肩かたの放熱フィンは、朝焼けの空と同じ色に輝かがやいている。

　〈バスター・キャノン。ディス・チャージ。──再充じゆう電でんには八時間が必要です〉

　ガルディーンが宣言した。

　突とつ撃げき砲ほうは、もう使えない。

　〈ラリアント〉の攻撃が、再びコクピットを激はげしく揺ゆさぶった。

　シャラの闘たたかいぶりを、いらいらしながら見守っていたコロナが、ついに爆ばく発はつした。

　「えーい、まだるっこしい！」

　コロナは、シャラの手から、集中コントロール・レバーを奪うばい取って、叫さけんだ。

　「そこをどけ。おれが殺やってやる！」

　事の必然であった。

　もちろん、ガルディーンの操縦に関しては、コロナもシャラ同様の素人だ。しかし、こと闘いに関してならば……？　たしかに、コロナは、かけ値なしのプロなのである。

　「よーし。行くぜ～～っ！」

　「行くぜって、コロナ、あんた動かし方わかってんの？」

　「さっきから見てたんだ。だいたいのとこは、のみこんだ」

　〈左四十度上空、敵機〉

　「こねやろっ！」

　コロナは、右に走りこんで〈ラリアント〉の攻こう撃げきを回かい避ひした。

　のみこんだという言葉に、噓うそはないようだった。

　「他に、使える武器はねーのか？」

　マルチ・ウィンドゥ・ディスプレイに、ウェポン・リストが瞬しゆん間かん的に表示される。


　　20ミリ・バルカン砲ほう。　　　　　　残ざん弾だん数すう＝[image: 940]

　　小型ＡＴＭ。　　　　　　　　　　残弾数＝16

　　インパクト・ブレイカー。　　フル・チャージ

　　バスター・キャノン。　　　ディス・チャージ



　「よおし!!」

　コロナは、叫んだ。

　気合いが入っていた。

　〈クフィール〉が、低高度で接近。

　ディスプレイの目標コンテナが、未来位置を指示。

　コロナは、トリガーを引きしぼった。

　ガルディーンの左腕うでに仕し込こまれたバルカン砲が、火を噴ふいた。

　排はい莢きよう孔こうから、大量のカートリッジが地上に吐はき出され、またたくまに山となる。

　毎分六〇〇〇発の発射速度だ。

　残弾数がゼロになるのに、十秒とかからない。

　しかし、それで十分だった。

　〈クフィール〉は、突とつ然ぜん、姿勢をぐらつかせ、岩いわ肌はだに激げき突とつした。

　「やったー」

　思わずシャラが歓声をあげた。

　残るは、ベリアルの〈ラリアント〉一機。

　〈いやー。お見事！〉

　と、ガルディーンが、たいこもちみたいな口調で言った。

　〈やはり、最初に私が睨にらんだ通りあなたが、私のパイロットだったんですねー〉

　「うるせーな。横からごちゃごちゃ話しかけるんじゃねーよ」

　コロナの目は、すでに〈ラリアント〉の動きを追っている。

　ガルディーンは、かまわず喋しやべり続けた。

　〈まあ、私としても、パイロットは男性より女性の方が、ありがたいですからね。なんと言っても、気合いの入り方が、全然ちがいますもの〉

　シャラが言った。

　「パイロットを、えり好みする機動メカが、どこの世界にいるのよっ」

　〈ここにいるんだから、しょーがないじゃないですか〉

　「あんたねえ……」

　「ちょっと待て」

　コロナが、ふと顔をあげて、言った。

　「今のは、どーゆーことだ？」

　〈どーゆーことって、あーた。私も兵器としての必要上、ＭＩには男性の性格付けをほどこされてますからね。どーせなら女性のパイロットの方が、はりあいも出るとゆー、ごくあたりまえの……〉

　「そうじゃねえっ！」

　と、コロナは、わめいた。

　「男性よりってなー、どーゆー意味だ？　シャラだって、女じゃねーか。──なあ？」

　「そうそう」

　と、うなずくシャラの顔が、心なしか青ざめていた。

　〈またまた、ご冗じよう談だんを〉

　事情を知らないガルディーンは、軽く笑って言ったもんだ。

　〈私は、パイロットの生命に責任がありますからね。コクピットには、そのためのセンサーが、二十種類以上備えつけてあって、脈みやく搏はくや血圧、内ない分ぶん泌ぴつ系けいを始めとする各種の生理パラメータを、常時観察してるんです。──私の目をゴマかすことはできませんよ〉

　「…………」

　コクピットに、死のような静せい寂じやくが訪れた。

　コロナは、ゆっくりと首を回して、シャラを見つめた。

　シャラは、引きつった笑みを浮うかべながら、言った。

　「いや。つまり、これには、色々とわけがあって……」

　ぎゅう詰づめのコクピットで、シャラは一ミリでもコロナから離はなれようと、じたばた動いた。

　コロナは、地の底から響ひびいて来るような声で、言った。

　「シャラ。てめえ……」

　「だますつもりはなかったんだよ。ただ、なんとなく言いそびれちゃって」

　シャラは、やけに早口で言った。

　コロナは、シャラの胸ぐらをつかんで、わめいた。

　「やっぱり、男だったんだな～～っっ!!」

　「今は、そんなこと言ってる場合じゃないだろ？──ほら、敵が来る、敵が……」

　「うるせえ。よくも今まで、隠かくしてやがったな」

　「敵、敵……」

　その瞬しゆん間かん。

　〈ラリアント〉のミサイルが、ガルディーンを直ちよく撃げきした。

　「うわっ……！」

　〈ダメージ・ポイント、17〉

　「くっそ～～。あとで話をつけてやるからなっ」

　コロナは、目を血走らせて、前に向き直った。

　〈ラリアント〉は空中で反転。

　再び襲おそって来た。

　ＡＴＭ斉せい射しや！

　ガルディーンの脇わき腹ばらにあたる部分。──左右の装そう甲こう板ばんがはね上がり、それぞれ八発ずつの小型ミサイルを吐はき出した。

　細く白い噴ふん煙えんを引きながら、上じよう昇しようするＡＴＭ群。

　命中！

　しかし、〈ラリアント〉の装甲は、〈クフィール〉のそれとは比べものにならないほど、部厚く出来ている。

　爆ばく煙えんの中から、ぬっと顔を出した〈ラリアント〉は、いささかも損傷を受けていないようだ。

　そのまま、つっこんで来た。

　強きよう烈れつな衝しよう撃げき！

　ガルディーンは、岩いわ肌はだに叩たたきつけられた。

　〈ダメージ・ポイント、24〉

　ガルディーンの冷静な声が聞こえてくる。

　〈ポイントの合計が[image: 100]を越こえると、破は壊かいされます〉

　「このままじゃ、ラチがあかねえっ」

　コロナが、叫さけんだ。

　「てめーは、飛べねーのかっ?!」

　〈オプション・パーツを付ければ飛べますが……〉

　「この、ポンコツ野や郎ろうっ！　なんとかしろっ!!」

　〈短時間のジャンプなら〉

　「それでいい。──やつが、もう一度襲おそって来た時がチャンスだ」

　〈了解〉

　「来るわっ」

　シャラが叫んだ。

　コロナは、ペダルを踏ふみ込こんだ。

　「行けえ～～っ!!」

　ガルディーンの足元から、『どん！』という爆ばく発はつ音おんが聞こえた。

　脚あしの両りよう脇わきに装そう備びされた、ケミカル・ロケット・ブースターに点火したのだ。

　強きよう烈れつな加速Ｇが、コロナの体をシートに沈しずめた。

　ガルディーン離り陸りく！

　一度きりのハイ・ジャンプだ。

　ディスプレイ上に、〈ラリアント〉の姿が、大映しになる。




　ベリアルは、あわてた。

　陸戦タイプだとばかり思っていた機動メカが、突とつ如じよ、目の前に現われたのだ。

　「この……っ！」

　〈ラリアント〉の大出力バーニアが吼ほえる。

　わずかに遅おそい。

　ガルディーンの両りよう腕うでが、がっしりと〈ラリアント〉のボディを抱かかえこんだ。

　二機は、もつれあうようにして、地上に激げき突とつした。

　どうやら、例の地下廃はい墟きよの真上だったらしい。あたりの地面が、広こう範はん囲いに陥かん没ぼつした。

　〈ラリアント〉のディスプレイいっぱいに、ガルディーンの機体が見える。

　──近すぎるか？

　ベリアルの脳裏に、一いつ瞬しゆんのためらいが走った。

　しかし、ベリアルの反射神経は、ためらわなかった。

　トリガー・ＯＮ。

　零れい距きよ離り射しや撃げき！

　からみ合った二機の間で、すさまじい爆ばく発はつが起こった。

　互たがいに、はね飛ばされる〈ラリアント〉とガルディーン。




　「のやろー！」

　コロナは、すっかり頭に血が昇のぼっていた。

　今のショックで、口の中を切ったらしく、唇くちびるの端はしに赤いものが見えた。

　〈ダメージ・ポイント、41〉

　ガルディーンの声も、耳に入らない。

　コロナは、雄お叫たけびをあげて、突とつ進しんした。

　運命論者ならば、かくも表現したであろうか。

　こうなったら、もう誰だれにも止められないんじゃよ。

　ガルディーンのアタックを、しかし〈ラリアント〉は五分に受けとめた。

　立派そのものである。

　白兵戦にも秀ひいでたベリアルだからこそ、可能な技わざだ。

　左でフェイントをかけ、右を伸のばす。

　ガルディーンの頭部にヒット。

　ディスプレイの画像が、一いつ瞬しゆん乱れた。

　〈ダメージ・ポイント、８〉

　コロナは、気にしない。

　体中の血が、アドレナリンで煮にえたぎっているのだ。

　コロナは、わめいた。

　「これでもくらえっ!!」

　ひと回り以上も大きい相手に、体全体でぶつかって行く感じで、ガルディーンは右腕うでをつき上げた。

　拳こぶしに内蔵されているインパクト・ブレイカーが、自動的に起動。

　〈ラリアント〉の装そう甲こうを貫いて、中ちゆう枢すうに届いた。

　白はく煙えんが、静かに立ちのぼった。

　〈ラリアント〉は、立ったままで、機能を停止した。







　　次回予告







　「よくも、おれをだましてくれたなー」

　「なんのこと？　あたしが女だって、一度でも言ったことあった？」

　「うるせえ。──その気分の悪い喋しやべり方をやめろ！」

　「よけいなお世話。ひとの趣味に口出さないでちょうだい」

　「なんだとー」

　「なによ。──言っときますけどねー、あたし、あんたの生れたまんまの姿だって見てるのよ？　なんなら、ここでバラしてあげましょうか？」

　「のやろー」

　コロナは、耳まで真っ赤になって、シャラに飛びかかった。

　シャラも負けてはいない。

　つかみ合いの喧けん嘩かを始めた二人を、茫ぼう然ぜんと眺ながめながら、スリムが言った。

　「この先、どーなんのかね？」

　〈さあ……〉

　ガルディーンは、肩をすくめてみせた。

　（こーゆー機能まで備えてやがるのだ、こ奴やつは！）

　というわけで。

　次回『帝てい国こくの逆ぎやく襲しゆう』を、お楽しみに。
















第四話　帝てい国こくの逆ぎやく襲しゆう







　大だい出しゆつ陣じん







　「朝っぱらから、いったい何の騒さわぎだい？　やけにポンポン花火が上がってるみたいだけど」

　「中央広場で出しゆつ陣じん式しきだと」

　「出陣式？」

　「こないだ殺されなすった、お館やかたさまのボンクラ息子むすこ」

　「ああ。あの……？」

　「そう。あれ……」

　「で、どこへ出陣すんの」

　「軍隊ひきいて仇かたき討うちに行くんだと」

　「ほー。それはそれは」

　意味ありげに、うなずく二人ふたり。

　「どうだい。ふるまい酒も出るって話だし、ちょっと、のぞいて来るか？」

　「んー。そうだな」

　「行くべ行くべ」




　てなわけで、改かい修しゆう中ちゆうのヴァルマー宮きゆう殿でん前広場は、のっけから盛もり上がりまくっていた。

　バンドが出る。

　屋台が出る。

　仮か装そう行列が出る。

　祝勝会の時以上の派は手で派手しさだ。

　表向きは、家を失い、バラックやテント生活を余よ儀ぎなくされている、アルタームの市民に慰なぐさめを与あたえるとかゆー、もっともらしい大たい義ぎ名分がついてはいたが、それはあくまでキリーの建て前。

　真の狙ねらいは、『これだけ派手に送り出された以上、仇かたきも討うたずにおめおめ帰ってくることなど、とーてーできないだろう。わっはっは』というところにある。

　そのために、わざわざ近きん隣りんの町や村にも触ふれを出し、〈ますこみ族〉のイベント屋まで動員して、盛り上げさせたのだ。

　もちろん、肝かん腎じんのコロナが、今や亡ないと思い込こんでのことである。

　──これが政せい治じというもの。

　にんまりとほくそ笑えむ、キリー〈陰いん険けん王おう〉レステスであった。




　やがて、ファンファーレが高らかに鳴り響ひびき、儀ぎ仗じよう兵へいを先頭に、コロナ討とう伐ばつ隊たいの一行が、ぞろぞろと現あらわれる。ヴァルマー宮殿からアルタームの東の正門まで、市民の投げやりな歓かん呼こと罵ば声せい（バカヤロー。家を返せーっ!!）に送られて、威い風ふう堂々の行進だ。

　歩兵、整せい備び兵へい等らも含ふくめて、総そう勢ぜい一千名余よ。

　それに、〈ガルガンチュワ〉と〈パンタグリュエル〉という二隻せきのビッグ・キャリヤーが、機動兵器をそれぞれ十八機ずつ搭とう載さいして、随行する。

　たった一人ひとりを相手にするにしては、あまりにも大ゲサすぎて、思わず顔が赤くなっちまうほどの大部隊である。

　しかし、まあ、仮かりにも次期皇こう帝ていのご出しゆつ陣じんとなれば、この程てい度どは仕方のないところだろう。──世間の目というものもある。

　「ふん。キリーめ。見栄を張はりおって」

　オープン・カーの上に立つアルタミラは、皮肉な感じに唇くちびるをゆがめて、つぶやいた。

　前夜の十王会議で、キリーがトロイの後見役として正式に決まったのだ。──後見となったからには、ちゃんと後見してるゾというところも、見せておく必要がある。その結けつ果かが、このうわべだけの大部隊だ。

　──寄せ集めの急きゆう造ぞう部隊が、どの程度役に立つか……。

　アルタミラは、かたわらのトロイを、ちらりと見た。

　浮うかない表ひよう情じようだ。

　──仇かたき討うちなんて、やだなー。

　ひ弱そうな眼まな差ざしが、露ろ骨こつにそう語っている。

　一軍の将しようとしては、実に頼たよりない。

　キリーのつけてくれた支し援えん部隊とやらも、当然、あてにはならない。

　──私わたくしが、しっかりしなくては、イケナイノダ。

　決意も新たに、きりりと表情を引きしめるアルタミラ〈出で戻もどり〉カーンであった。食い込む一方、娘むすめのフンドシであった。（うーん、意味がない）

　東の正門には、キリー〈陰いん険けん王おう〉をはじめ、主だった武ぶ将しようたちが、整列してトロイを待ち受けていた。お見送りというわけだ。

　「おう。これはトロイ王子。──ずいぶんとご立りつ派ぱなお姿すがたで」

　一歩前に進み出たキリーが、言った。

　「そうしておられますと、まるで、若わかかりし頃ころの亡なき王を見るような思いがいたしますなー。ははは。いや、実に頼たのもしい。ははははは。──まっ、留る守すはこの私めが、しっかりとお守り申しあげますから、安心して仇かたきを討うって来て下さい。王子の凱がい旋せんを臣下一同、首を長くしてお待ちしておりますゆえ」

　キリーは、もっともらしい顔つきで、一礼してみせた。

　「あ、そう……」

　トロイは、軽くうなずいて、〈ガルガンチュワ〉のタラップを昇のぼって行く。

　アルタミラは、ぶっ殺しかねない目つきで、キリーを睨にらみつけたが、結局、何も言わずにトロイの後を続いた。

　キリーは、居い並ならぶ将しよう軍ぐんたちをふり返って、言った。

　「では、王子の本ほん懐かい成じよう就じゆを祈き願がんして、ここらでひとつ、バンザイ三唱でもしますかな、おのおの方」




　「まったく気に喰くわないったら！」

　「しょうがないよ、アルタミラ。あんな陰いん険けんな顔に生まれたのは、キリーの責せき任にんじゃないんだから」

　トロイは、ぷりぷりしているアルタミラを、間のびした声でなだめた。

　「それに、これだけの軍隊を貸かしてくれたんだ。──案外、親切なところもある」

　「とんでもございません！　これはみな、本来は王子のものなのです！　貸してくれたなどと……。あの男に、お心をお許しになってはなりません。腹はらの中で何を考えているやら」

　「そーかー？」

　と、トロイは、張はり合いのないことおびただしい。心ここにあらずといった様子で、シチュエーション・ルームに据すえられた特とく別べつあつらえの巨きよ大だいな玉座に、居い心地ごこち悪げに、ちょこんと腰こしをかけ、きょろきょろあたりを見回している。

　アルタミラは、ため息をついた。

　そして、再ふたたび強く思うのであった。

　──私わたくしが、しっかりしなくては。

　やがて乗じよう艦かんが終わり、〈ガルガンチュワ〉に、ヴァルマー家の紋もん章しようを型どった旗があがる。

　「王子。出しゆつ撃げきのご命令を」

　「う、うん……」

　トロイは、おずおずとマイクに口を近づけて、言った。

　「えーと……、出しゆつ陣じん！」

　『どちらへご出陣ですか、王子』

　〈パンタグリュエル〉の艦かん長ちようから、声が入った。

　「えーと、そのう……」

　トロイは、一いつ瞬しゆん口ごもり、それから、やけにきっぱりと言った。

　「西だ。とりあえず、西へ向かう」

　『了りよう解かい』

[image: ]

　「王子？」

　と、アルタミラが、小声で訊たずねた。

　「どうして西へ？　何か根こん拠きよでもおありになるのですか？」

　「え？　いやまあ、たいした根拠じゃないけどね……」

　トロイは、笑ってごまかした。

　まさか、棒ぼうを倒たおして占うらなったと、正直に打ち明けるわけにもいかなかったからである。

　〈ガルガンチュワ〉

　〈パンタグリュエル〉

　二隻せきのビッグ・キャリヤーは、それぞれの艦かん載さい機きを護ご衛えいとして飛ばしながら、装そう甲こう兵員輸ゆ送そう車しやの群れを従したがえて、ゆっくりと動き出した。

　──やれやれ。これで、ようやく厄やつ介かいばらいができる。

　「バンザーイ」

　「バンザーイ」

　キリーたちが、地上で声を張はりあげる中、コロナ討とう伐ばつ隊たいは西の空に向けて旅立って行った。




　　　　＊




　荒こう野やをコロナが赴ゆく。

　風が吹いて、マントをはためかせる。

　ここに緑の気配は皆かい無むだ。

　コロナは、ほぼ真上にある太陽をふりあおいで、額ひたいの汗あせをぬぐった。

　「くそあちー」

　と、例によって、女の子らしからぬセリフを吐はきながら、胸むねのボタンを、ひとつ外す。なかなかに大だい胆たんな姿すがたであったりする。

　ふと後ろをふり返る。

　三十メートルばかし離はなれたところに、シャラが立ち止まっている。そのまた後ろに、ガルディーン。──ガルディーンのコクピット・ハッチは開きっぱなしで、そこから二本の足がつき出している。スリムのだ。システムをオート・クルーズにして、中で昼ひる寝ねでもしているのだろう。

　コロナは何の表ひよう情じようも見せずに、再ふたたび前を向いて、歩き始めた。

　シャラとガルディーンも、歩き始める。

　約三十秒。

　沈ちん黙もくが続いた。

　ぴたっとコロナの足が止まる。

　シャラの足も止まる。

　また歩き出す。

　そういう事が、何度かくり返され、ついにコロナが爆ばく発はつした。

　「いったい、いつまで尾ついて来る気だっ!!」

　「好すきで尾いて歩いてるわけじゃないわよっ!!」

　すかさず、シャラがやり返した。

　「たまたま、歩く方向が同じってだけの話じゃない」

　「だったら、もっと離れて歩け」

　「どう歩こうと、あたしの勝手でしょ。──気に入らないんなら、遠えん慮りよなく道を変えたら？　誰も止めないわよ？」

　「誰が止めてくれって頼たのんだ」

　「あ、そう」

　と、シャラ。

　「じゃあ、かわりに手でも振ふってあげましょーか？」

　んなろー。

　コロナは、シャラを激はげしく睨にらみつけた。

　シャラは、涼すずしい顔をしている。

　「よし、わかった」

　コロナは、押おし殺したような声で、言った。

　「もう我が慢まんできねえ。──ここで、お別れだ」

　「ふーん」

　シャラは、あさっての方を向いている。

　コロナは、肩かたをゆすって、プラズマ・ライフルをかつぎ直した。

　「あばよ！」

　投げつけるみたいな口調だった。

　くるりと踵きびすを返すと、足早にずんずん歩き出す。

　背せ中なかに、怒いかりが感じられた。

　「ねえ、ちょっと！」

　シャラが、大声で呼よびかけた。

　ガルディーンを、親指で示しながら、

　「これ、どーすんのよっ」

　返事はない。

　コロナは遠ざかっていく。

　シャラは、わめいた。

　「この、強ごう情じよう者もの～～!!」

　「あーあ。行っちゃったよ」

　頭上から、のんびりした声が聞こえてきた。

　ガルディーンのコクピット・ハッチから、スリムが寝ね呆ぼけ顔をつき出している。

　「あんな急いで、大だい丈じよう夫ぶかね。あのお姫ひめさまは」

　「知ったこっちゃないわ」

　「食しよく糧りようも持ってねーんだろ？」

　「知ったこっちゃないわ」

　「水は、どうする気だろう？」

　「知ったこっちゃないって言ってるでしょ」

　「カルバラクラブまで、あと三日はかかるぜー？」

　「スリム！」

　「まあ、あのスピードなら、二日半で着くかもしれんがねー」

　「スリム！」

　「なんだい？」

　「何を言ってもムダよ。知ったこっちゃないって言ったら、知ったこっちゃないんだからねっ!!」

　シャラは腕うで組ぐみをして、ぷいっと横を向いた。

　スリムは、やれやれという具合に肩かたをすくめた。

　「ガルちゃんよ」

　〈はい〉

　「どーするよ。パイロットが行っちまうぜ？」

　〈はあ……〉

　スピーカーから洩もれてくる声は、どことなく途と方ほうにくれたみたいな響ひびきがあった。

　「追っかけたいんでしょ？──行けば？」

　と、シャラが言った。

　コクピットからスリムが飛び降おりて、シャラの横に並ならんだ。

　そして、言った。

　「行きなよ」

　〈はい。では、お言葉に甘あまえまして〉

　ガルディーンは、両りよう脚あしのＧＥエンジンをふかして、地表をすべるように走り出した。

　シャラたちが見守る中、ガルディーンはコロナに追いついた。

　遠目でよくわからないが、コロナは、ガルディーンに何かわめき散らしているようだった。

　プラズマ・ライフルを振ふり回す姿すがたが、小さく見えた。

　ガルディーンが、すごすごと戻もどってきた。

　「どーしたのよ」

　〈とっとと失せろって言われました〉

　シャラとスリムは、互たがいに顔を見合わせた。

　「そーとー頭に来てんな」

　と、スリムが言った。

　シャラは、両方の掌てのひらを広げて、上に向けてみせた。

　ガルディーンは、いじけた声で、ポツリとつぶやいた。

　〈ウチは世界一不幸なオーガニック・エンフォーサーや〉




　　　　＊




　一方そのころ、ヴァルマー宮では、キリーがひっくり返っていた。

　魔まの涸かれ谷だにから、ベリアルが命からがら逃にげ帰って来たのである。

　ベリアルは、あちこちに傷きずを負い、まるで象に踏ふんづけられたみたいな姿すがただった。

　左眼めを覆おおう包帯には、血がにじんでいる。

　キリーは、椅い子すに座り直して、言った。

　「正体不明の機動ユニットだと……？」

　「はっ。これに……」

　ベリアルは、数枚の写真を、キリーに差し出した。

　〈ラリアント〉のガン・カメラがとらえた、ガルディーンの連続写真である。粒りゆう子しは荒あらいが、たしかにそこに写っている機動ユニットは、〈クフィール〉や〈ラリアント〉とは全く異い質しつのシルエットを持っていることが、ひと目で見てとれた。

　「おそらく、フレイヤー家に伝わる古代兵器の一種かと思われますが……」

　「うーむ」

　「思わぬ不覚をとってしまいました。──申し訳ございません」

　「うーむ」

　「いかがいたしましょう、閣かつ下か」

　「コロナは、確たしかにカルバラクラブへ向かっておるのだな？」

　「まちがいなく」

　「ふむ」

　キリー〈陰いん険けん王おう〉レステスの陰険な脳のう細さい胞ぼうが陰険に活動を開始した！

　──アルタミラの隊は、街かい道どう沿いに、宿場や村で情報を集めながら、これも西へ向かっている。早そう晩ばん、カルバラクラブにたどり着くのは、時間の問題だ。

　「ベリアル……」

　「は？」

　「傷きずの具合はどうだ？」

　「たいしたことはございません」

　「よし。──ならば、ちょいと耳を貸せ」

　ベリアルが近づく。

　ひそひそひそ。

　キリーは、ベリアルの耳に何事か囁ささやいて。

　「なるほど」

　ベリアルは、ニヤリと笑わらって、うなずいた。

　それから、今度は逆ぎやくに、キリーの耳に自分の口を近づけて、

　「しかし、どうせなら、いっそひと思いに……」

　ひそひそひそひそひそ。

　キリーの表ひよう情じようが、微び妙みように変化した。

　あらためて、ベリアルの顔を見つめる。

　キリーは、言った。

　「ふーむ。王子も……か」

　「はい。コロナの暗殺に成功しても、トロイさまが生きておられる以上、閣かつ下かは、いつまでたっても皇こう帝てい代理のまま。ならば、いっそのこと……」

　「しかしなァ……」

　「戦せん闘とう中ちゆうの相討ちということになれば、他の王たちも文句は言えますまい。それに、あの口うるさい出で戻もどり女も」

　「相あい討うち……か」

　「戦場では、弾たまは前から飛んでくるだけではない、という訳わけです」

　「ふむ」

　キリーは、陰いん気きな微び笑しようを、口元に浮うかべた。

　そして、言った。

　「おまえも、なかなか悪どい奴やつだな。──え？　上じよう州しゆう屋や」

　「なにをおっしゃいますやら。私わたくしめなぞ、お代官さまに比くらべれば、まだほんのひよっこで……」

　「こいつめー」

　わあっはっはっは。

　二人は、声を合わせて笑わらい出した。

　気分はもう銭ぜに形がた平へい次じ──実にノリやすい困こまった悪役たちである。




　　　　＊




　あ、さて……。

　コロナと喧けん嘩か別れしたシャラたちの一行は、三日後の夕方、西の都カルバラクラブに、無ぶ事じ到とう着ちやくした。

　とりあえず、場末の安宿に部へ屋やを取る。

　シャラは、真っ先に、風ふ呂ろを使った。

　その間、スリムは、涸かれ谷だにの地下都市から持って来たコカコーラの空あき瓶びんをかかえて、どこかへ姿すがたをくらました。

　ガルディーンは、まさか部屋に持ち込むわけにもいかないので、宿の前の道みち端ばたに置きっぱなしである。

　もっとも、ここカルバラクラブでは、アルタームとちがって、機動ユニットの個こ人じん所有が禁きん止しされていないため、さほど好こう奇きの目を向けられる心配もないのだ。

　この都市を拠きよ点てんとする、多くの自由フリー交易・トレ商人ーダーたちは、たいてい自前の機動ユニットを伴ともなって旅をしている。

　山さん賊ぞく。

　変へん異い生物。

　その他、わけのわからない自然現げん象しよう。

　辺へん境きようは危き険けんがいっぱいだ。

　その上、荷物の積みおろしにだって、機動ユニットは、とても便利な存そん在ざいなのである。

　だから、カルバラクラブの町を歩けば、あちこちに、こうした自由交易商人の機動ユニットを見かけることができる。

　それらの大部分はメルキド製せいだが、中には、ハンドメイドの奇き天て烈れつな格かつ好こうをしているものもあったりして、なかなか楽しい。

　ちなみに、メルキドは、ここから数百キロも北の、湖に浮うかぶ水上都市で、そこの住人のほとんど全すべてが、何らかの形で武ぶ器きの製せい造ぞうに関わっているという、特とく殊しゆな閉へい鎖さ社会である。完全な世せ襲しゆう制せいがとられ、よそ者は一切受けつけない。あの〈無む謀ぼう王おう〉ヴァルマーさえ、メルキドには手をつけようとしなかった。──〈クフィール〉や〈ラリアント〉などの中心部品のいくつかも、やはりメルキド製だからである。

　言ってみれば、メルキドは、〈大だい異い変へん〉前の科学技ぎ術じゆつを、最も色いろ濃こく残している都市と言えるだろう。今では失われてしまったテクノロジーのいくつかも、ここには保ほ存ぞんされていると聞く。──ただ、メルキドの住人は、めったに都市の外へ出ないし、外の住人を都市の中へ入れることもしない。また、自分たちの作った兵器を使って、他の国を制せい圧あつするなどと言うことにも興きよう味みはないらしい。

　メルキド人の生きがいは、唯ゆい一いつ、貯蓄なのだ。

　だから、戦争なんてムダな真ま似ねは決してやらない。

　敵てき対たいするＡ国とＢ国の両方に、平然と同じ兵器を売りつける。

　そして、金を貯ためる。

　ひたすら金を貯めこむ。

　先祖代々、営えい々えいと金を貯め、その金をまた子孫に受け継ついでいく。

　まあ、あまり好すきになれない性せい格かくではある。

　事実、メルキドの住人が、ほとんど外に出ないのは、自分たちが嫌きらわれていることを、よく知っているからだ──という説もあるほどだ。

　閑それ話は休とも題かく。

　「あー、いいお湯だった」

　腰こしにタオルを巻まいたままの格好で、シャラが髪かみの毛を乾かわかしていると、スリムがスキップしながら現あらわれた。

　「売れたぜ、シャラ。あの骨こつ董とう屋やの親爺おやじ、五百も出しやがった（♪）」

　「ふーん」

　「あれ。驚おどろかねーな？　言っとくけど、全部で五百じゃねーぜ。一本五百だ。全部で二千ダラムだぜ？」

　「そりゃー、よかった」

　と、シャラは、気乗りのしない声だ。

　スリムは、意味ありげな横目を使った。

　「ははーん」

　「なにが、ははーん」

　「コロナのことを気にしてんだろ？」

　「誰だれが、あんなジャジャ馬」

　「ついでに、二、三、心あたりを訊たずねてみたけど、まだ着いてないみたいだぜ？　おれたちの前を歩いてた筈はずなのにさ」

　「途と中ちゆうで気が変わったのかもしれない」

　「あるいは、途中で野の垂たれ死にしたのかもしれんなー」

　スリムは、心が痛いたむというように、ゆっくりと首をふって、言った。

　「いやー。かーいそうなことをしたもんだ。──道だって知らないだろうに」

　「勝手に離はなれて行ったんだ」

　シャラは、髪かみの毛をバスタオルで、ごしごしとふいた。

　心なしか、その手つきが、少し乱らん暴ぼうすぎるようだった。

　スリムが、しみじみとした口調で、つぶやいた。

　「今ごろ、どこにいるんだろうねえ」

　「うるさいなー」

　シャラは、バスタオルを投げ捨すてた。

　きっとスリムを睨にらみつける。

　「なにが言いたいんだ」

　「いや。別に……」

　「言っとくけど、ぼくは全然気にしてないからねっ!!　なんで、ぼくが気にしなきゃいけないんだ」

　「いや。いーんだよー。おまいさんが気にしてねーんなら、それでいーんだ。おりゃー別に構かまわねーし。──第一、カルバラクラブは、でっかい町だ。人の出入りも多い。おれの耳も万ばん能のうってわけじゃねえ。ひょっとしたら、もうとっくに着いて、今ごろ、どっかの宿でのうのうと飯でも食ってんのかもしれないし……」

　「その通り」

　「だけどねー」

　「まだ何かあるのか」[image: ]うんざりと。

　「いや。たいしたこっちゃないんだけどね」[image: ]そらっとぼけて。

　「なんだ。言え。言ってみろ」

　「ちらっと聞いたんだけど、帝てい国こくのコロナ討とう伐ばつ隊たいってのが、こっちへ向かってるらしいんだ。──明日には、先せん遣けん隊たいが着くとさ。なんでも、ものすげー大部隊だそうだぜ。街かい道どうぞいに、しらみつぶしにコロナちゃんを探さがしながら、進しん撃げきしてるって話だ」

　「ふーん」

　「落ち着いてるね」

　「落ち着いてるよ」

　「落ち着いてていいのかな？」

　「どーゆー意味だ」

　「あの連中、コロナちゃんと一いつ緒しよにいた、可愛かわいいらしい踊り子にも、ずいぶん興きよう味みを持ってるらしいってこと。──明日になったら、町中、あんたとコロナちゃんの顔で一いつ杯ぱいになるぜ？　ＷＡＮＴＥＤってやつ」

　「むー」

　シャラは、かすかに眉まゆをひそめた。

　あれだけ派は手でな立ち回りをやらかした以上、そうなることは、半ば予想していたことではあったが……。

　それにしても、帝国の追つい撃げきが、ここまで早いとは思ってもみなかった。

　──どうして、西に向かったって、わかったんだろう？

　「なーに、心配するこたーないよ。シャラ」

　スリムが、お気楽に片かた手てをふって、言った。

　「この町にゃ、知り合いもたくさんいる。ほとぼりがさめるまで、どこかに身を隠かくしててもいいし、フリー・トレーダーのキャラバンに便乗して、しばらく辺へん境きようをうろつくのもいい。──おれにまかしときなって」

　「そんなこと心配してんじゃない」

　シャラは、いささか不ふ機き嫌げんな声で、応おうじた。

　スリムは、下した唇くちびるをつき出し、片方の眉まゆをひょいと持ちあげた。

　「あ、そう」

　「それにしても、スリム」

　「なんだい」

　「おまえは、あっちこっちに知り合いがいるな？」

　「そうなの。──おれって、誰だれとでも、すぐ仲なか良よくなっちゃうって特とく技ぎの持ち主なの。一時間あれば、この町内の全員と三十年来の親友って感じで、つき合いができちゃう人なの。すごいでしょー。」

　へーっへっへっへ。

　スリムは、軽けい薄はくに笑わらってみせた。

　真っ白な歯が、きらりと光った。

　「その歯並ならびが信用できないのよねー」

　シャラは、唐とう突とつに女言葉に戻もどって言った。

　「まさか、あんた、あの空あき瓶びんのかわりに、あたしたちを売って来たんじゃないでしょーねえ？」

　「と、とんでもない！──おれが、そんなことをするような人間に見えるのか？」

　「見える」

　きっぱり！

　シャラは、これ以上はないってくらい、力いっぱい言い切った。

　「アクラブで、あんたが何をしたか。覚えてないとは言わせないわよ」

　「悪気はなかったんだ。ちゃんと、迎むかえに行くつもりだったんだ。──ところが、途と中ちゆうで車がエンコしたんだ。マハーン・マハーンの警けい備び兵へいにつかまりそうになるし、土ど砂しや崩くずれで道は埋うまるし、大水は出るし、金はなくなるし、腹はらはへるし、目は回るし、地じ震しんは起こるし、雷かみなりは落ちるし、火事にはなるし……」

　「その上、親父おやじが来たって言うんでしょ？──あんたの言い訳は、聞きあきたわ」

　「信じてくれよ、シャラ。不ふ可か抗こう力りよくだったんだ」

　「ええ、ええ。そうでしょうとも」

　シャラは、その話題を打ち切った。

　いかにも誠せい実じつそうな顔をしてみせているスリムを、横目で一いち瞥べつする。

　──どうして、こんなロクデナシと、いつまでもコンビを組んでるんだろう？

　ここらが手を切る潮しお時どきかもしれない。

　そんな、シャラの剣けん吞のんな考えを読んだみたいに、スリムが、あわてて話題を変えた。

　「だ、だけどさー、シャラ。これから、どうするよ？」

　「どうって？」

　「いくら怪かい力りき無む双そうのコロナちゃんだって、不死身じゃねーんだ。軍隊ってのは、おだやかじゃねーよ」

　「そりゃそーよ。こっちだって、おだやかじゃない事、やっちゃったんだもん」

　「たしかに、あれは、おだやかなんてものじゃなかったよなー」

　スリムは、実にもうこれ以上はないってくらい、しみじみとうなずいた。

　その時、開きっぱなしの窓まどの外に、ガルディーンの顔が現あらわれた。

　〈あのー……〉

　「なんだ。ガルちゃんか。おどかすなよ」

　〈私わたくしのパイロットは、どこへ行ってしまったのでしょうか？　この街まちに来ている筈はずなんでしょ？　私はパイロットの生命に責せき任にんがあるのです。一いつ刻こくも早く生理パラメータをチェックして、健康状じよう況きようを確かく認にんしたいのですが？〉

　「着いてるとは思うんだけどねぇ……」

　スリムは、軽く肩かたをすくめてみせた。

　涸かれ谷だにから出れば、カルバラクラブまでは一本道だ。

　よほどの方向音おん痴ちでもない限かぎり、迷まい子ごになったりする筈はずはない。

　「心配しなくたって、あの娘こなら大だい丈じよう夫ぶ」

　と、シャラが、言った。

　「ちょっとやそっとで、くたばるような娘こじゃない」

　「だけどさー、ヴァルマー軍が近づいてるんだぜ？──万一ってこともあるだろう？」

　〈そうそう〉

　と、ガルディーンもうなずく。

　〈あれほどの特とく性せいを持ったパイロットは、めったに見つかりません。──失なくすには惜おしい才さい能のうです〉

　「ほら見ろ。ガルちゃんだって、ああ言ってんだ」

　スリムが、尻しり馬うまに乗って、得とく意いげな顔をしてみせた。

　ガルディーンのハイブリッド・センサーも、シャラをポイントしたまま、ぴくりとも動かない。

　一人ひとりと一機に、じっと見つめられて、シャラは、やけっぱちみたいな声で、わめいた。

　「わかったよ。──探さがしに行きゃいーんだろう？」

　スリムが、にやりと笑わらった。

　ガルディーンも、あきらかにホッとしたような声で、言った。

　〈そう言っていただけると思ってました〉

　「ふん。言わせるように仕向けたのは、そっちじゃないか」

　「いやー。やっぱり、おれの見み込こんだだけのことはある。よっ、太っ腹ぱら！」

　「うるせー」

　シャラは、そっぽを向いて、言った。

　「言っとくけど、探すったって、明日の朝からだぜ。もうじき暗くなる。夜、あのあたりをうろつくのは、色々とぶっそうだからね」

　〈私は別に気にしませんが？〉

　「こっちが気にするの！」

　〈なるほど〉

　「それから、もうひとつ」

　〈なんです？〉

　「おまえ、人目のあるところで、勝手に動いたり喋しやべったりするんじゃないぞ」

　〈どうしてです？〉

　ガルディーンに、目を丸まるくする機き能のうがあったら、きっとそうしていただろう。

　〈何か不都合でもあるんですか？〉

　「知らない人が見たら、びっくりするじゃないか」

　〈はあ……〉

　なんとなく不服そうな声である。

　〈昔むかし、ミスター・エドって名前の、口を利く馬がいたっていう話が残ってるくらいなんだから、別に機械が口を利いたって、悪くないような気がするんだけどなあ……〉

　「なにをブチブチ言ってんの？」

　〈いや。はい。わかりました。──気をつけましょう〉

　ガルディーンは、ひとつうなずいて、窓まどから離はなれた。

　「まあ、普ふ通つうの人間は、中に乗ってる奴やつが喋ってると思うだろうけどね……」

　スリムが、なんとなく肩かたをすくめながら、つぶやいた。

　「たぶんね」

　と、シャラも肩をすくめた。

　スリムは、パンとひとつ手を打って、立ちあがった。

　「さーて。──とりあえず、腹はらがへったぞお～」

　「飯でも食うか」

　「いい店知ってんだ。おごるよ」

　「へえ。珍めずらしいな」

　「空あき瓶びんのご利り益やくさ」

　スリムは、鼻高々である。

　しかし、その日の晩ばん餐さんは、結けつ果か的てきにひどく盛もり上がりに欠けるものになってしまった。

　と言うのも、お目あての店に行く途と中ちゆう、件くだんの骨こつ董とう屋やの前を通ったのだが、その時、スリムは、店の前に賑にぎ々にぎしく飾かざられているコカコーラの空瓶を見てしまったのだ。

　紫むらさき色いろの袱ふく紗さに包まれ、桐きりの箱はこにおさめられたそれには、なんと一万ダラムもの値ね札ふだがついていた。

　スリムのぼやくことぼやくこと。

　シャラは、笑わらいをかみ殺すのに、ひどく苦労した。

　「いーかげんに諦あきらめろよ」

　宿屋へ帰る道で、シャラは言ったもんだ。

　「あんなガラクタが、いくらかにでもなっただけ、ましじゃないか」

　「そりゃあ、そーなんだけどさー」

　とスリムは、まだ納なつ得とくのいかないって顔つきだ。

　「どーも、ゲンが悪ィなー。──やな予感がするよ。何か悪いことが起きなきゃいーんだけど……」

　「おまえの予感は当たったためしがないからなー」

　シャラは、平然と笑い飛ばした。

　その笑いが、不意に途と切ぎれる。

　シャラは、足を止めて、後ろを振ふり返った。

　スリムが、けげんな顔をして、言った。

　「どした」

　「いや……」

　シャラは、あいまいに首を振ふった。

　「気のせいらしい」

　「とにかく、この街まちに入ったとたん、おりゃー、このあたりにピンと来たんだ」

　スリムは、こめかみのあたりを、指先でつっつきながら、喋しやべり続けている。

　シャラは聞いていない。

　無言のまま、足を早める。

　結局、シャラは、宿屋に帰り着くまで、一言も口をきかなかった。







　大問題







　翌朝。

　スリムの予感も、百年に一度くらいは当たるという事が、はからずも実じつ証しようされてしまった。

　道みち端ばたに停とめておいたガルディーンに、駐車違反のキップが、べったりと貼はられていたのである。

　「ほら見ろ！」

　スリムは、だから言わんこっちゃないって顔をしてみせた。

　「やっぱ、おれの勘かんに狂くるいはなかっただろ？」

　「ああ……」

　シャラは、かすかにうなずいた。

　妙みように緊きん張ちようした表情だ。

　スリムは、お気楽に笑わらって、言った。

　「まあ、この程てい度どですんで良かったよな？」

　「さあ。それはどうかな……」

　「なんだって？」

　スリムは、シャラの固い視線を追って、左の肩かたごしに後ろをふり返った。

　灰はい色いろのローブを着た男が、路地からゆっくりと現あらわれるところだった。

　右にも、一人ひとり。

　前からは二人ふたり。

　フードの影かげで、男たちの目が不気味に光っている。

　表情は見えない。

　「な、なんだなんだ？」

　スリムは、きょろきょろと男たちを見回した。

　早くも声が上ずっている。

　「お、おまえたち、何者だ。何か用か。金ならねーぞ。文句なら骨こつ董とう屋やの親おや爺じに言え！」

　「…………」

　石のような沈ちん黙もくが、はね返ってきた。

　それは、殺意と言い替かえても、おかしくない種類のものだった。

　シャラは、わずかに足を開き、爪つま先さきに体重をかけた。

　「！」

　男たちが、いっせいに動いた。

　左から。右から。

　灰色のローブ姿の男たちは、全く声をたてぬまま、シャラに襲おそいかかった。スリムの存そん在ざいは、完全に無む視しされた。

　完璧とも思える一連の攻こう撃げきの中で、シャラは不思議な動きを見せた。

　長い髪かみが、ふわりと舞まった。

　シャラは、右足を軸じくに、半回転した。

　わずか一秒か二秒。

　その間に、電光のような攻こう防ぼうが、数度くり返された。

　もちろん常じよう人じんに感知できる速度ではない。

　シャラの足元に、灰はい色いろの男の内の一人が、ゆっくりと倒たおれた。

　今はもう、名前も忘わすれられてしまった、古代武ぶ術じゆつの一手。──鍾しよう馗きの型である。

　「やったぜ！」

　スリムが、歓かん声せいをあげた。

　しかし、次の瞬しゆん間かん、シャラもまた、がっくりと地面に片かた膝ひざをついた。

　一連の攻防で、シャラもダメージを受けたのだ。

　その隙すきを、灰色の男たちは、のがさなかった。

　一人が、影かげのように走った。
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　シャラの顔の正面に、広げた右の掌てをかざす。

　「！」

　決して男の手が触ふれたわけではない。

　にもかかわらず、シャラは頭の芯しんに、爆ばく発はつ的てきな衝しよう撃げきを感じた。

　気き功こう術じゆつの一種であろうか。

　体の自由が、まるできかない。

　灰色の男は、それで十分だと判わかったようだ。

　一歩、後ろに退ひいた。

　「駐ちゆう車しや違い反はんはよくないな」

　どこか上の方から、あざけりを含ふくんだ男の声が聞こえてきた。

　「標ひよう識しきが見えなかったのかね？」

　シャラは、目だけを動かして、その男を見上げた。

　同じ灰はい色いろのローブを着てはいるが、一度も闘たたかいに加わらなかった男だ。

　男は、にやりと笑わらって、フードを外した。

　左眼めを覆おおう、黒い眼がん帯たいが目についた。

　シャラは、直観的に、その男が、他の灰色の男たちとは全く別の種類の人間だと悟さとった。

　たしかに、この眼帯男にも鋭するどさは感じる。しかし、灰色の男たちに比くらべれば、うんと生なま臭ぐさい。──灰色の男たち。ひと言の気合声も発せず闘う男たちには、どこか底冷えのするような凄すご味みがあった。そう。殺人機械の凄味だ。

　その灰色の男たちは、今は、シャラに何の関心もないかのように、少し離はなれた場所に、うっそりと佇たたずんでいる。

　「ゾークの僧そうが倒たおされるところを、初めて見たよ」

　眼帯男は、言った。

　「おまえ。可愛かわいい顔をしてるが、とんでもない喰くわせ者だな？」

　奇き妙みようなことだが、男は本心から、シャラの腕うで前まえを賞しよう賛さんしているらしかった。

　「ゾーク・プリーストか……」

　シャラは、食いしばった歯の間から、言葉を押おし出した。

　「なるほど……。強いわけだ」

　「納なつ得とくがいったかね？」

　シャラは、荒あらい息を吐はき出した。

　かつて、これほど体にこたえるダメージを受けたことはなかった。まるで、細さい胞ぼうのひとつひとつが、破は壊かいされてしまったような印象さえある。

　ゾーク・プリースト。

　彼らは、人里離れた石せつ窟くつ寺じ院いんの中で、一生のほとんどを、厳きびしい戒かい律りつの下、肉体と精せい神しんの鍛たん練れんに費ついやす。

　幼時から、さまざまの殺人技ぎを教え込まれた彼らは、おそらくこの世で最も優ゆう秀しゆうな暗殺のプロだろう。マシーンと言ってもいい。

　ゾーク教徒にとって、殺人は善ぜん行こうである。

　衆しゆ生じようを解げ脱だつさせる唯ゆい一いつの手しゆ段だんが、殺人であると、その教典は説いている。

　そのために、いかに手ぎわよく、相手を苦しめずに殺すかが、彼らにとっての修しゆ業ぎようの目標となるわけだ。

　己れを、どんどん人間でないものに変化させる。一切の人間性を排はい除じよした殺人機械──彼らの目ざす究極の姿が、それである。

　戒律によって、彼らゾークの僧そうたちは、生しよう涯がいに一度しか、声を立てることを許されていない。すなわち、死の瞬しゆん間かんにあげる歓かん喜きの声が、それだ。

　常つねに死を願い、死を与あたえることを祝しゆく福ふくと考えるゾーク・プリースト。

　彼らの手にかかったら、自分が死んだことすら気づかぬ内に、殺されてしまうだろう。素す手でで人間の首を斬きり落とすことなど、朝飯前だ。

　その上、ゾークの僧の中には、修業の末に、ある種の超ちよう能のう力りよくを獲かく得とくする者までいると言う。

　シャラが浴びたのも、それだ。

　ゾークのサイキック・ブロー。

　──もうちょっとで、うっかり善行をほどこされちまうとこだったぜ。

　シャラは、ホッとすると同時に、胸むねが悪くなった。

　この連中と比くらべたら、涸かれ谷だにの化け物の方が、よほど親しみが持てる。

　いっそ、可愛かわいらしいと言ってもいいくらいのものだ。

　「離はなせこの野郎！」

　スリムの声が、遠く聞こえてくる。

　「汚きたねえ手で触さわるんじゃねーよ。スーツがしわんなるだろ！」

　数人の入り乱みだれた足音が、地面から直ちよく接せつ、響ひびいてきた。

　「えーい、くそ。離せってんだ！」

　「少しよう佐さ。逃とう亡ぼうしようとした男を捕とらえました」

　「よし。連行しろ」

　「はっ」

　靴くつの踵かかとを合わせる音が聞こえた。

　「離せ、馬ば鹿か野や郎ろう！　おれが何をしたってんだ!!──この街まちじゃ、たかが駐ちゆう車しや違い反はんで、ひとをこんな目に遭わせるのかっ!!」

　スリムの声は、次第に遠ざかっていった。

　シャラは、眼がん帯たい男を見上げて、言った。

　「あんた。──ヴァルマーの人間ね？」

　「ベリアルと呼よんでくれて結けつ構こうだよ」

　「あたしに、いったい何の用なの？」

　「女のふりをしようとしても無む駄だだから、やめておくことだな。シャラ」

　「いい眼めをしてる」

　「ああ。残念ながら、片かた方ほうは、君たちに献けん上じようしてしまったがね」

　ベリアルは、かたわらのガルディーンを見上げ、やや目を細めた。

　「やはり、この機動ユニットは、君たちのものだったんだな」

　「じゃあ。あの時の……？」

　「そういうことだ」

　ベリアルは、ガルディーンを見上げたまま、うなずいた。

　「しかし、見たことのない型だな。フレイヤー家のものかね？」

　「…………」

　「まあ。コロナに直ちよく接せつ訊きけばわかることだ」

　「やっぱり狙ねらいはそれか」

　「彼かの女じよは、どこだ？」

　「知らないね」

　「結構だ」

　ベリアルは、指をパチンと鳴らした。

　足音が近づいてきた。

　「運べ」

　ベリアルは、短く命令した。

　シャラを抱かかえあげた兵士は、二人ふたりとも私し服ふく姿すがただった。

　──情報部ＶＩＳか。

　シャラは、内心、顔をしかめた。

　できれば一生お目にかかりたくない相手だった。

　ベリアルは、シャラの名前を、さらっと口に出した。──つまり、シャラの事は、調べつくしているということだ。

　「ディグォルト！　バツ！」

　ベリアルが、三人のゾークの僧そうたちに、何事か叫さけんだ。

　ゾーク信徒には、彼らだけにしか判わからない、特とく殊しゆな言語体たい系けいが存そん在ざいする。

　もともと、言葉を捨すてた彼らにとって、それらの言語は、即すなわち神の声であり、絶ぜつ対たい的てきな命令として作用する。

　ベリアルが、どこでその言葉を学んだのかは不明だが、僧たちは言われるままに、ベリアルのあとを歩き始めた。

　さながら、疫えき神しんを引きつれた地じ獄ごくの天使といったおもむきがある。

　「ゾーク・プリーストが三人。──さぞかし高くついただろうな」

　と、シャラが、言った。

　ほんの少しだが、体の自由が戻もどりつつあった。

　「それに見合うだけの働きはしてくれる」

　ベリアルは、応こたえた。

　何の変へん哲てつもないトラックに、シャラはかつぎ込こまれた。

　スリムは、別の車で運ばれたようだ。

　「レッカーを呼よんで、あの機動ユニットを運ばせろ」

　荷台の外から、ベリアルの命令する声が聞こえてきた。

　作りつけのベンチに寝ねかされたシャラは、向かいに三人並ならんで、ひっそりと座っているゾークの僧たちに目をやった。

　何の感かん情じようも持たぬ三対の視線は、シャラの体を通り抜ぬけて、その後ろの深い虚きよ無むを見つめていた。

　ベリアルが乗り込んで来て、トラックは走り始めた。

　シャラには、ひとつだけわからないことがあった。

　なぜ、ゾークを使うのか？

　彼らは、本来、暗あん殺さつ者しやである。

　ヴァルマー帝てい国こくに属ぞくする、およそ三十の各王家。──その間のトラブルを、秘ひ密みつ裡りに処しよ理りしようとするのならば、ゾークはまたとない手しゆ段だんだろう。

　しかし、事が仇かたき討うちとなると、話は違ちがってくる。

　もうひとつ。

　ヴァルマーの正せい規き軍ぐん──コロナ討とう伐ばつ隊たいの先せん遣けん隊たいは、今日、到とう着ちやくの筈はずだ。

　ベリアルは、その先回りをして来たとしか考えられない。

　──ひょっとしたら……。

　シャラの脳のう裏りに、小さな疑ぎ念ねんが浮うかんだ。

　そして、その疑念が、もしも正しいとしたら……。

　コロナは、ひどく危き険けんな立場にいることになる。

　シャラたちが、カルバラクラブに足を踏ふみ入れた、その夜の内に、ベリアルはこちらの存そん在ざいをキャッチしている。──あの夜の、あの視線。それは、たしかに、今、目の前のベンチから投げかけられているものと、同じだった。

　と言うことは、ベリアルは相当数の人員を、カルバラクラブの各所に配置していると見て、まちがいない。

　コロナが危き険けんだった。

　あくまでも、力パワーのみで押おす型タイプのファイターは、ゾークが最も手玉にとりやすい相手なのだ。コロナは、確かく実じつに殺されるだろう。

　──なんとか、コロナが街まちに入る前に、知らせないと……。

　しかし、今のシャラに、その手だては、ない。

　「…………」

　いや。

　ひとつだけあった。

　ガルディーンだ。

　シャラは、一分間考えた。

　ガルディーンの言動を、ひとつひとつ思い浮かべてみる。

　そして、結けつ論ろんを出した。

　やはり、どうも、コロナに危き機きを知らせる手段は、ないらしい……と。




　　　　＊




　その頃ころ、コロナは、しっかり道に迷まよっていた。

　そして、道に迷った自分自身に腹はらを立てながら、ずんずん歩いていた。

　シャラへの怒いかりにまかせて、たった一日で涸かれ谷だにを抜ぬけたまではよかったが、そのあとがいけない。

　どうも、妙みような脇わき道みちに入りこんだかどうかしたらしく、気がつくと、あたりに緑が多くなり、と同時に、足の下に道がなかったというわけである。

　そして、三日。

　コロナは、ひたすら腹を立てながら歩き回った。

　涸谷や、その周辺の森には、奇き妙みような形をした生物（たいてい、人間の血だの肉だのを好このむ）が出ると聞かされていたが、コロナは一度も出会わなかった。

　ひょっとしたら、すさまじい勢いで一直線に歩くコロナに、向うから怖おそれをなして逃にげ去ったのかもしれない。あるいは、気づかぬ内に、ぶち殺していたのか……。大いにありそうな話だ。

　で。

　あたりは、いつの間にか、深い森に変っている。

　このあたりまで来ると、さすがのコロナも、自分が完全に進む方向を誤あやまったという事に気づいていた。

　気づいてはいたが、認みとめるのが嫌いやだったのである。

　このちがいは大きい。

　──一度、こっちへ行くと決めたら、死んでも行く！

　それが、コロナのモットーであった。

　時々、藪やぶの下生えをガサガサ言わせて、何かが逃にげていく物音がした。

　しかし、コロナは気にしない。

　少しずつ、陽ひも高くなって行くが、森の中は、ひんやりとして気持ちがよかった。

　木こ洩もれ陽が、空間に何本もの光の柱を形造づくっている。

　美しい。

　その時、コロナは、誰だれかの声を聞いたように思った。

　立ち止まって、耳をすます。

　「…………」

　虫や小動物のたてる物音ではない。たしかに人の声だ。

　コロナは、半ばホッとした。

　──ようやく、人里の近くに降おりて来たらしい。

　コロナは、声のする方に足を向けた。

　戦士としての本ほん能のうが、そうさせたのだろうか。ほとんど、物音らしい物音もたてずに、コロナは下生えの中を移い動どうした。

　ようやく、声がはっきりと聞こえるところまで近づいた。

　そして、次の瞬しゆん間かん、コロナは、ぎくっと体を硬こう直ちよくさせた。

　木立ちの向うから、ひとり言を言うみたいな声で、こう聞こえて来たからである。

　「ちょーちょさんは、いーなあ。自由に空を飛び回れて」

　たしかに、男の声だった。

　──ちょーちょさん？

　コロナは、首すじがぞわぞわした。

　気色の悪いひとり言は、さらに続いた。

　「雲は、いーなあ。気ままに、どこまでも旅が出来て」

　あまつさえ、その声の持ち主は、大声で雲に呼よびかける真ま似ねさえした。

　「おーい、雲よー。どこまで行くんかー。追分山のてっぺんまで行くんかー……」

　かー　かー　かー　かー　かー。

　残ざん響きようが、コロナの神しん経けいを逆さかなでしながら、消えていった。

　「あー、胸むなくそが悪い。鳥とり肌はだが立ってきやがったぜ」

　コロナは、木の陰かげから、『おーい、雲よー』の一いつ件けんを、のぞき見た。

　えーとこの坊ぼつちゃんを絵に描かいて、額がく縁ぶちつけたみたいな男が、小さな泉のそばに腰こしをおろして、ぼーっとしていた。

　指先に一輪、花なんか持って、くるくる回している。

　──もう、ひと言でも何か言ってみやがれ。出てって、首しめてやる！

　コロナは、ムカムカしながら、その男を睨にらみつけた。

　男のくせに、なに女々しい真ま似ねしてやがんだ！

　虫むし酸ずが走るというのは、こういう時に使うべき言葉なのだろう。

　見たところ、コロナと同い年くらいだ。

　あーゆーやつに比くらべたら、まだシャラの方がましだな、とコロナは考えた。

　──あいつは、なりは女だが、『おーい、雲よー』なんて叫さけばねーもんな。あれで、せめて、例の気色のわるい言葉遣づかいさえやめてくれたら……。

　コロナは、ふと我われに返った。

　やめてくれたら何だと言うのだ？

　コロナの顔に、困こん惑わくの表ひよう情じようが浮うかんだ。

　どうして、あんなに腹はらを立てたのか、今となっては、よくわからなかった。シャラがコロナをだましていたから……ではない。そうではなくて、コロナが腹を立てた要よう因いんは、もっと別のところにあるようだった。

　コロナにシャラの真似は、逆さか立だちしたって出来そうもない。それがシャクにさわったのかもしれなかった。

　言ってみれば、理り不ふ尽じんなイカサマが堂々と行なわれている所を、目のあたりにした類たぐいの……。そういう焦いら立だちだ。

　「まあ。悪い奴やつじゃない」

　コロナは、なんとなく、自分自身でうなずいてみた。

　そうすると、少しだけ、気分が良くなったような気がした。

　コロナは、泉のそばの少年に、ちらりと目をやった。

　今時、『おーい、雲よー』を本気マジでやれるというのは、なかなかの人物であるような気もするのだが、コロナに、そういう感覚を求めても無む理りらしい。

　「馬ば鹿か者ものが……」

　コロナは、吐はき捨すてるように呟つぶやいて、踵きびすを返した。

　道を訊たずねるつもりだったのだが、すっかりその気も失せた。

　数歩行ったところで悲鳴を聞いた。

　「たっ、た～すけてぇ～～っっ!!」

　「な、なんだ？」

　コロナは、とっさに振ふり返った。

　すでに、右手は剣けんを抜ぬいている。──こんな時、プラズマ・ライフルではなく、つい剣に手が伸のびてしまうのは、コロナの性さがと言うものであろうか。

　「こわいよぉ～～っっ!!」

　と、悲鳴は続いた。

　「アルタミラ～～ッ!!」

　「えーい。くそ」

　コロナは、舌打ちして、走り出した。

　ほっとけない性しよう分ぶんなのだ。

　木立ちを抜ける。

　さっきの少年が、変へん異い体たいに襲おそわれていた。

　なんのことはない。たかが、三メートルほどのセンチビート（ムカデ）だ。

　鋭するどい毒どく牙がが、今まさに少年の喉のどに喰くいこむという瞬しゆん間かん──

　コロナが、ジャンプ。

　右手の剣が一いつ閃せんする。

　どさっ。

　何やら重々しい音をたてて、変異センチビートの頭が地面にころがった。

　少年は、目ン玉ひんむいて、両足の間に落ちて来たセンチビートの頭を見つめている。それは、胴どう体たいから斬きり離はなされたにもかかわらず、まだ毒牙を開いたり閉じたりしていた。

　「たかが虫の一匹びきや二匹で、男が悲鳴なんかあげるんじゃねえ」

　コロナは、剣をおさめながら、言った。

　少年の腰こしのあたりを指さして、

　「ちゃんと剣を持ってるじゃねえか。なんで使わねーんだ」

　少年は、力なくコロナの顔を見上げた。

　何度か口をパクパクさせて、やっと声が出せるようになる。

　「あ、ありがとうございました」

　「礼を言われる筋すじ合あいはねえ。──たまたま、通りかかっただけだ」

　少年は、尻しりをぺたっと地面につけたまま、手と足をぎこちなく動かして、センチビートの死し骸がいから離れた。

　「なんだ、そのザマは。──それでも男か」

　他人ひとのことに口出しなんぞしたくはなかったが、ついコロナは言ってしまった。

　まるで、その言葉が何かのキーワードであるかのように、少年は声をあげて泣なき出した。

　「どーせ、ぼくはダメな男ですぅ～～」

　「おいおい」

　コロナは、『困こまったな』という顔で、なんとなく、あたりを見回した。──こう素す直なおに出られると、逆ぎやくに、自分が相手を一方的にいじめてるみたいな、妙みような罪ざい悪あく感かんがあった。

　「悪かったよ。本気で言ったんじゃねーんだ。──だから泣くなよ。おい」

　「いいんです、なぐさめてくれなくっても。──ほんとのことなんだから。ぼくは臆おく病ぴようで、弱虫で、泣き虫で……」

　「ま、まあ、そんな風に自分を卑ひ下げするもんじゃないぜ？　ほら、人間だれにだって向き不向きってもんがあるし、さ」

　「ほんとに、そう思います？」

　「ほんとほんと。──女に化けるのが上手うまいやつもいれば、雲に呼よびかけるのが上手いやつもいる」

　「ぼくは、女に化けられませんよ」

　「そりゃそうだ。あんな奴やつは一人ひとりいれば十分だ」

　「でも、似にたようなことを、周りから要求されてるんですよねー。──期待が重いんです」

　少年は、地面に『の』の字を描えがき始めた。

　コロナは、首すじがかゆくなってきた。

　「自分の口から言うのもなんですが、ぼくの父親ってのは、まあ、ちょっとした野心家で、けっこう偉い大だいな人物だったんです。もちろん、ぼくも尊敬していました。父は、今まで誰だれも手をつけようとしなかった大事業に着手して、ほぼ九割方、それを成功させたんですから」

　「へー。うちの親おや父じとは、えらいちがいだな。──おりゃー、パジャマ着て、昔むかしのすり切れかけたビデオ見てる親父の姿すがたしか見たことねーぞ」

　「その方がいいんです」

　「何がいいんだ」

　「気楽でしょ？」

　「あー？」

　「ぼくの場合。なまじ父が偉えらかっただけに、つらいんです。──実は、つい先日、父が死んじゃいましてねえ」

　「そいつは、気の毒に」

　「殺されたんです」

　「おやおや」

　「まあ、息子むすこのぼくから見ても、父のやり方は、ずいぶん強引なところがありましたし……」

　「あー。そーゆーのって人の恨うらみを買いやすいんだ」

　「そうなんです。──で、父が殺されて、犯はん人にんは逃にげちゃいまして、周りは、ぼくが父の跡あとを継つぐものと思いこんでるわけで」

　「そりゃー、おまえ。親父さんの志こころざしを継がなきゃ、男じゃねーよ」

　「ええ──。だから、ぼくもずいぶん努力してるんです。でも、ぼくは父とはちがう。年も若い。父と同じことをやれと言われても……」

　「うん。まあ、そりゃあ無む理りかもしれんなー」

　「でしょ？」

　「だけどなー、やっぱ、おまえとしては周りの期待に応こたえるべきだよ」

　「はあ……」

　「一から十まで親おや父じの真ま似ねするこたーねーんだ。人間、向き不向きがある。おまえは、おまえなりのやり方でだなあ、親父さんの事業を引き継げば……」

　その時、コロナは、ふとガイ〈すちゃらか王〉が、死ぬ間ま際ぎわに残した言葉を思い出した。

　──おまえは、新しい世界の新しい文化を築きずいてほしい。これが、父の遺ゆい言ごんじゃ。

　「なんてこった」

　「どうしました？」

　「いや。──なんでもねえ」

　コロナは、適てき当とうにはぐらかした。

　まさか、自分の口から、ガイと同じようなセリフが出て来るとは……。

　意外だった。

　「ぼくも、それが出来れば、どんなにいいかと思いますよ」

　「じゃあ、やればいいじゃねーか」

　「でも……」

　「じれってー奴やつだな。──男なら自分のやり方を押し通すくれーの気き迫はくを持て」

　少年は、コロナの顔をまじまじと見つめた。

　そして、にこっと笑った。

　やけに晴ればれとした笑わらいだった。

　「な、なんだ？」

　「あなたは、いいなあ。──さっき会ったばかりのぼくの事を、本気で心配して、本気で忠告しようとして下さってる」

　「ば、馬ば鹿か野や郎ろう。──こ、こんなこたー、おまえ、社会の常じよう識しきってもんだ。忠告なんて、大そうなもんじゃねーよ」

　少年は、再ふたたびコロナの顔を見つめた。

　ふと首をかしげて、

　「前に会ったこと、なかったですか？」

　「いや」

　「そうですよねえ」

　「そうだよ」

　「いや。なんとなく……」

　少年は、あわてて首を振ふった。

　「そんな馬鹿なことはないよな。うん」

　「なんだ」

　「いや。実は、ぼく、さっきも言った通り、父を殺して逃にげてる犯はん人にんを捕とらえなきゃなんないんです」

　「なんだ。おまえもか？」

　「え？」

　「いやー。奇き遇ぐうだなー。実は、おれもついこないだまで、それやってたんだ」

　「じゃあ、やっぱり仇かたき討うちか何かで？」

　「そう。しょーもない親おや父じだったけどよー、まあ、けじめだけはつけなきゃーな」

　「はあ。すると、あなたは、ぼくの先せん輩ぱいってわけだ」

　「よお、後こう輩はい」

　話は、一気に盛もり上がった。

　〈うんうん。おまいの苦労は、よくわかるよ〉の世界である。

　「まあ、仇討ちのコツってのは、相手の本ほん拠きよ地ちに、ばーっと乗り込んでって、ばーっと片かたをつけちゃうことだね」

　「なるほど」

　トロイは、熱心にうなずいている。

　メモなんかも取っている。

　互たがいが互いの父親の仇同士だとは、夢ゆめにも思っていない二人ふたりであった。

　コロナは、トロイの現げん物ぶつを見るのは、これが初めてだし、トロイの方は、コロナをＴＶで一度見ただけ。──それも、可愛かわいい女の子としか憶おぼえていないという……。実にほのぼのとした話なのであった。

　「そうだ。この林を出たところに、うちの船が停とめてあるんですけど、よろしかったら、ご一いつ緒しよにどうです？　たしか、カルバラクラブへおいでになるとかうかがいましたが？　ちょうど、ぼくたちも、そこへ寄よる予定なんです」

　「そいつは、ありがたいなー。──しかし、船だって？」

　「はい」

　「へー。豪ごう勢せいな仇討ちだな」

　「気が進まなかったんですが……」

　少年は、立ち上がって、言った。

　「どうぞ。こちらです」

　「うん」

　少し歩くと林が切れた。

　草原に、一万の軍勢が、ずらりと並ならんでいる。

　そして、ひときわ目を引くのが、二隻せきのビッグ・キャリヤー。

　〈ガルガンチュワ〉と〈パンタグリュエル〉である。

　その艦かん首しゆに、へんぽんとひるがえる〈翼つばさある蛇へびの神〉の旗。

　「え？」

　コロナは、棒ぼうを吞のんだみたいに、その場に立ちつくした。

　「どうなさいました？」

　「あ、あれは、おまえ……、ヴァルマーの……」

　あとは言葉にならない。

　少年は、にっこり笑わらってうなずいた。

　「申し遅おくれました。ぼくは、トロイ。──トロイ・ヴァルマーです。ひとは、〈軟なん弱じやく王おう〉って呼よんでますけど……」

　「王子！」

　黒くろ髪かみの女が駆かけ寄よって来た。

　その後ろに、二、三十人の兵士たちが続いている。

　「ああ。アルタミラ」

　「どこへ、おいでになってたのです。ずいぶん心配いたしましたよ」

　「ちょっと考え事してたんだ」

　「まあ……」

　「あ。それよりアルタミラ。──ぼく、さっき泉のほとりでセンチビートに襲おそわれてね」

　「おけがは、ございませんか？」

　「大だい丈じよう夫ぶ。──この人に助けてもらった」

　トロイは、かたわらのコロナをふり返った。

　「まあ、それはそれは……」

　アルタミラの笑え顔がおが、途と中ちゆうで凍こおりついた。

　目がまん丸まるになる。

　アルタミラは、コロナをまっすぐ指さして、叫さけんだ。

　「あ～～～～っっ!!」




　　　　＊




　一方そのころ。

　カルバラクラブの道みち端ばたでは、ガルディーンが駐ちゆう車しや違い反はんのキップを貼はりつけたまま、考えこんでいた。

　〈うーむ。人目のあるところで動くなと言われていた事を、忠実に守ったのが裏うら目めに出たようだ〉

　ガルディーンのハイブリッド・センサーが、近づいて来るレッカー車をとらえた。

　〈こういう場合、私わたしはどうすればよいのだろう？〉

　ガルディーンの答は、まだ出そうにない。







　　次回予告







　あっちでもこっちでも大問題。

　いったい、この事じ態たいをガルディーンは、そして作者は、

　どう収しゆう拾しゆうするつもりなのか？

　次回!!

　急きゆう展てん開かいの第五話。

　『荒こう野やの質流れ』を待て!!
















無む謀ぼう大対談


──〝ガルディーン〟のつくりかた




火浦　功

出渕　裕

ゆうきまさみ










　　　寝ね不ぶ足そく・悪ノリ・ガルディーン






火浦　私は寝不足だから、何でも喋しやべっちゃいます（笑）。

ゆうき　あなたもですか？　ぼくも寝不足です（笑）。

出渕　真っ当な座ざ談だん会かいになりそうですね（笑）。

──では、〈ガルディーン・プロジェクト〉の発ほつ端たんから……。

火浦　たしかあのときも、なんか寝不足だったんですよ、みんな。

出渕　寝不足んときに言いたいことを言って、とにかくまとめたという（笑）。

ゆうき　あのとき、ぼくが〈パラクリ〉へ行ったら、いいこと考えました、と、たしかブッちゃんと火浦さんが……。

出渕　そうそう（笑）。

ゆうき　『アニメック』という雑誌があるんですけども、その中で、ぼくが描かいたカットってのがありまして、それがヒントになったらしいんですよ。

出渕　アニメーションの評ひよう論ろんページのカットだったんです。「ストップ・ひばりくん」ってあるでしょう。[image: ]江口寿ひさ史し「ストップ・ひばりくん」、集英社『少年ジャンプ』という（笑）。あのアニメーションのカットで、ゆうきくんが描いたのが……。〈ひばりくん〉って、男だけども、ニューハーフで、女の子みたいな格かつ好こうしてやっているキャラクターでしょ。片かたや「うる星やつら」の竜之介ってキャラクターがいるじゃない、女なんだけども男として育てられて、女になりたいんだけども男のことしか分からないという。で、後ろから竜之介が、〝お前におれの気持ちがわかってたまるか！〟って……。

ゆうき　ひばりくんをぶん殴なぐっている絵を描いたんです（笑）。

出渕　それを見て、ぼくが火浦さんと、そのときいたパラレル・クリエーション（※注１）のほうでアニメの企き画かくみたいなのを出そうという話をしてて、その第二弾だんみたいな感じで……。

火浦　そういうきっかけがあったんだ。

出渕　あったんですよ。

火浦　全然おぼえてない（笑）。

出渕　ほんで、ゆうきセンセイが来たとき、「私たち、いいこと考えました」って、あなたの挿さし絵からヒントを得えて、ひばりくんと竜之介が主人公で……。

ゆうき　コンビで主人公。

出渕　「コンビで主人公のアニメーションの企画をやりましょう」「それは面おも白しろい」と。

ゆうき　で、アッというまに絵ぇ描かいちゃったもんね。

火浦　その場でね。どんどんイメージが……。あのときもやっぱり寝ね不ぶ足そくで、みんな盛もり上がった（笑）。

出渕　つまり発ほつ端たんは、竜之介とひばりくん、これしかないんです。

ゆうき　うん、そう。

出渕　ああいった二人ふたり組で……。だから、世界はぜんぜん決まってない。近未来ものだろうが、過か去こだろうが、実世界だろうが、何でもよかったという。

火浦　そう。

出渕　話してるうちに……。なんでこうなったんだっけ。

火浦　いや、憶おぼえてないね。

ゆうき　何でこういう世界観つくったんだっけね。

火浦　なにせ寝不足の人たちですから、そのへんのことなんて、もう憶えていないという（笑）。

出渕　よく憶えてないんだよね。とにかくまあ、そんなこんなで、これは面白いと言って盛り上がってて……。

ゆうき　発端は安直ですね。

出渕　でも、きっかけなんて安直なほうが面白いんですよ。難しく考えちゃいけない。

ゆうき　それでまあ、二人で出るから珍ちん道どう中ちゆうが面白いんじゃないかみたいな感じになって。

火浦　珍道中ものにしようという話になって。で、何でこういう世界になったんでしょうか。

出渕　最初はアニメの企画だったんで、ロボットもんとして売り込こむしかなかったんです。だから、その二人プラス・ロボットが出なきゃいけないのよ。

ゆうき　そのロボットも、何か工夫しなきゃいけないっていうんで、自分で物を考えて喋しやべって、乗った人間と冗じよう談だんで会話したりするようなのが面白いんじゃないかと。そういうロボットをどういう場所で生かせるかというので、多分こういう……。

出渕　そうそう。ロボットもんってさ、いい悪いは別として、ロボットがやっぱりタイトルになるわけです、商品的な部分で。だからまあ適てき当とうに、どんな名前がいいか、パーッといろいろやって、「ガルディーン」という名前になって。製作会社のほうに持っていったんですけども、そのときはプレゼン、うまくいかなくて、買い取りじゃなかったんで引きあげたんです。後日、火浦さんが「あれは面おも白しろいから小説にしていいですか？」と打だ診しんがあって、「かまわんのじゃないー」って。

火浦　いやー、あれは考えなしに言っちゃいました、わたしは（笑）。口からポロッと出ちゃったんだ。

──そこで、世にも珍めずらしい巨きよ大だいロボット小説というものが……。

火浦　そう。

出渕　なんで巨大ロボットが出てくるかっつぅと、もともとロボット・アニメの企き画かくでやってたからなんであって、結局、タイトルまで残ってしまったという。

火浦　出す必然性せいはまったくないんですけどね、まあ、面白いんじゃないか、という（笑）。

出渕　しゃれで、しゃれで。

ゆうき　そのロボットも、図体はでかいけども、珍ちん道どう中ちゆうの一人ひとりだと考えれば……。

火浦　そうそう。ガルディーンは『西遊記』の馬みたいなものですね。コロナが孫そん悟ご空くうになるのかな。スリムが沙さ悟ご浄じようか。

出渕　三蔵法ほう師しがいないじゃない。

火浦　三蔵法師がいないんですよ。

出渕　別に『西遊記』にする必要ないんだから、いいんだけどさ。

──どっちかっていうと『月影兵庫』（※注２）の世界ですか？

火浦　そうですね。月影兵庫と言ったって、分かるやつが何人いるか……（笑）。

出渕　『花山大吉』なら分かるやついるけど。

ゆうき　花山大吉なら、カラーだから、少しは分かるよ。

出渕　カラーだし、そのあと一年……。

火浦　『天下太平』というのもありました（笑）。

出渕　素す浪ろう人にんシリーズのほうがやっぱり憶おぼえてるな、おれは。

ゆうき　あのときに考えたキャラクターってのは、主人公二人ふたりと……。

出渕　いや、結けつ構こうあったよ。あのとき、もうアルタミラもいたしさ。

ゆうき　アルタミラ、トロイ……。あと、ブラスターキッド・レーベンブロイを忘わすれてほしくないな（笑）。

火浦　ブラスターキッド〈何とか〉で、レーベンブロイがいいんじゃないかと、ビールの名前を出しちゃった。こういうことバラしていいんですか？　しかし（笑）。

出渕　あんときは好すき勝手いってたもんね。

火浦　はっきり言って、これはダミーの企画だったじゃない、じつは。だからもう好き勝手なことを言って。ここまでバラすとまずいかな、まあいいね。ヤマトという人が出てくるじゃない。ヤマトという名前になるかどうか知らんけど。ああいう設せつ定ていで書こうと思ってたんだ、そのうち。で、たまたま、この世界と組み合わせればちょうどいいじゃないかというんで、こうなっちゃったんです。

ゆうき　ああいう設定ってのは、宇う宙ちゆうへ行ってたのが地球へ帰ってきてみたらという？

火浦　そうそう。

出渕　安直ぅ！（笑）でも、けっこう前から、「やるかもしれません」という打だ診しんはあったから。火浦さんのほうから。

ゆうき　いや、巨きよ大だいロボット小説ってのは面おも白しろいと思いますよ（笑）。

火浦　いやー、しかしね、しんどいですよ。

ゆうき　描びよう写しやが？

火浦　本来、ロボットなんていうものは主人公としてしゃしゃり出るもんじゃないからね、あんまり。また、一巻かん目で出てくる人間ってさ、全員エキセントリックで変わってんの。まともなやつが一人もいないのよ。

出渕　まるでこれからまともなやつが出てくるみたい。

火浦　だから、あの人だけ、まともなんだよ。

ゆうき　ヤマトっての？

火浦　そうそう。だから、あの人を早く出さないと、価か値ち基き準じゆんというか描写の基準がないから、めちゃくちゃのほうへ、どんどん過か激げきにいきますよ。

出渕　一巻目に出るんですか。

火浦　一巻目では出ません。

出渕　ということで、読者の皆みなさん、一巻目はハチャメチャで終わります（笑）。

ゆうき　でも、この世界の中にあっては、むしろ〈無む謀ぼう王おう〉〈陰いん険けん王おう〉ってのは、わりと常じよう識しき派はだったんじゃないの？

火浦　そうそう、じつはね。

出渕　これから出るヤマトをどう……。我われ々われのレベルでは常識なんだけども、この世界では非常識だというところをいかに見せるか、というのはやっぱり作者の腕うでしだいだ。ね？

火浦　そうなんだけどね。

出渕　拍はく車しやをかけるという……。

ゆうき　〈やわなこと言ってんじゃねえよ〉の世界だな。

火浦　そうそう（笑）。





　　　やめられない、終わらない






出渕　火浦さんは誰だれに思い入れがあるの？

火浦　いや、まだキャラクターに慣なれてないから、まだ分かんないですね。

出渕　照れがありますね、読んでると。

火浦　まあ、それはしょうがないです。こういう世界を書くのは初めてですからね。

ゆうき　女の子のヌードの描びよう写しやなんかっての、初めてじゃないですか？

火浦　そうでもないんですけどね、じつは。でも、そんなに描写してないですよ。

ゆうき　まあね。あっさりと。

──火浦さん、今までは大体、未来世界でも、「レイク」とか「みのりちゃん」とか、そういう感じの……。

火浦　そう。今の世界をそのまま発はつ展てんさせたか、ちょっと変わったぐらいの世界。

ゆうき　大体、現げん代だいものが多いもんね。

火浦　そう。これはもう完全に異い世せ界かいだから、とにかく最初に何か出すと、それをまず説明しないといけないというのがしんどいですね。一巻かん目でキャラクターがほとんど出そろうんで、これから楽になるでしょう。少なくとも、わたしゃ楽になってほしい。

ゆうき　世界観作っていくってのは楽しい、じゃないですか？

火浦　面おも白しろいですよ。

ゆうき　しんどいけども、面白いですね。

火浦　まあ、発ほつ端たんというのは大体そのようにいいかげんなものだったと。おかげで私わたしはえらい苦労しました。

出渕　よく言うよ（笑）。

火浦　ほんとだよ。

出渕　これがなかったら、もっと苦労したかもしれないじゃないですか（笑）。一から考えると。

火浦　あ、そりゃそうだ。

ゆうき　最初の題材選びが大変でしょうからね。

火浦　考えてみたら、私は後を引く小説って書いたことないんだね。

ゆうき　シリーズもの。後を引くというか。

出渕　レイクもちょっと違ちがうしね。

──一話完結で。

火浦　完全に一話なり一冊さつなりで完結しちゃって、それはそれで終わりという話ばっかりだったから。今度は引きもんですからね。

出渕　大体、レイクなんて、本ほん編ぺんそのあと出ませんから（笑）。

火浦　出ませんね。そういうことはこの場で言わないように（笑）。

出渕　外伝ばっかし出て。

火浦　また外伝かかってますよ（笑）。

ゆうき　まあ、三冊ぐらいの引きだったら、ちょうどいいでしょう。

火浦　終わればいいんですけどね。

──三冊で終わらないという話もあります。

出渕　[image: ]！（※注３）

ゆうき　[image: ]！

火浦　……[image: ]……。

出渕　……グッキ……。

──……！　アトラ……。

火浦　ＳＦ作家も知らんような話するんじゃない！　きさまら（笑）。

ゆうき　……[image: ]……。

出渕　……[image: ]……！

ゆうき　ひどいこと言いますね、わりと。

出渕　おかしいですね。空くう腹ふくに酒なんか飲むからですよ（笑）。

ゆうき　おなかすいてるんですか？

出渕　空腹なんですよ、常つねに。でも、あんまり食べらんない。ダイエットしているからです（笑）。





　　　ガルディーン[image: ]Ｒ・田中一郎






──まあ、わりかし安易に出てきたガルディーンというロボットですけど、どうですか、書いてみた感じは。

出渕　絶ぜつ対たいしんどいですね（笑）。これはしんどいです、っていう感じ。

火浦　（目をしばたたいて）でも、自分で言うのもナンですけど、結けつ構こうカッコよかったんじゃないかと思いますね（笑）。カッコはよくないか。カッコはよくないけど……。

──火浦さんが来るまえにチラッと話したんですけど、ガルディーンとＲ・田中一郎と、どっちが丈じよう夫ぶか……。

火浦　どっちが丈夫でしょうね。

ゆうき　ガルディーンは壊こわれたら自分で修しゆう理りする。Ｒ・田中一郎は壊れても気がつかない（笑）。

出渕　壊れても気がつかなくて、単に風邪かぜをひいただけだよ、とか言う（笑）。

ゆうき　言い張はるんです。

火浦　やたら部品まきちらしてるそうですね（笑）。

出渕　「おまえ壊れただろう？」と言うと、情なさけない顔して「風邪をひいただけだよ」というふうに言うという（笑）。あの情けない顔、好すきなんです。

ゆうき　あの顔、人気あるんですよ。

出渕　途と方ほうに暮くれた顔。ガルディーンのコックピットにいてさ、ガルディーンの表ひよう情じようとしてＲ・田中一郎が背せ中なかから出てきて、情けない顔する（笑）。

ゆうき　ばかもん！　って（笑）。

出渕　感かん情じよう表ひよう現げんはそれでやるという。

ゆうき　それだと、こんどⓒ小学館も入ることになりますよ（笑）。

出渕　じゃ（髪かみの）分け目を変えて、反対側にして、これは違ちがう、と言い張る。

ゆうき　（髪をかきむしる）（笑）

出渕　でも、センセイがキャラ表で描かけば、それでもう、一発でＯＫですよ。

ゆうき　もどきを。

出渕　本人が描くんだから。

ゆうき　髪の毛、反対に分けて。

出渕　そう。六十一番のスクリーン・トーン張はった方が早い。

ゆうき　今回描いたキャラクターは、ほら、主役のキャラクターなんかは前に描いたやつがあるでしょう、だから……。

火浦　ああ、ワキを。新登場の……。

ゆうき　うん、ワキ。今回あらためて小説に本ほん格かく的てきに登場した人。

火浦　設せつ定ていの変わった人とか。

ゆうき　アルタミラなんかは、ちょっと変えましたから。

火浦　こっちのほうがいいんじゃないですかね。

出渕　ほどよくおばさんっぽくて。

ゆうき　そう。若わかいけども結けつ婚こん歴れきありという感じ……。

火浦　結婚歴というか、離り婚こん歴れきありというか。

ゆうき　離婚歴あり。

出渕　いやー、コロナのヌードまで描いてきたんで、びっくりしました。趣しゆ味みであるという。

ゆうき　ブッちゃんが喜ぶだろうと思って描いたんです。

出渕　あ、ひでえ（笑）。おれは別にそんなこと喜んじゃうよ（笑）。

ゆうき　好こう意いですよ、好意。

出渕　おまけで描いたんだ。

ゆうき　おまけで描いた。

出渕　まるでこれを描けと言ってるみたいじゃないですか。

ゆうき　でも、ページのあれもありますからね（笑）。

出渕　自分だけ描いて、人に描かせない。

ゆうき　いや、別に、そこはそれ……。

出渕　ぼくは別に、本ほん職しよくがメカニック・デザイナーですから、そんなにキャラクターに興きよう味みは……（笑）。

火浦　なにか言ってますね（笑）。

出渕　いやいや、ウソ、ウソ、ウソ。

ゆうき　そこは、こう、台だい割わりでね。

火浦　うまいとこへはさむと。

出渕　それは編へん集しゆう部ぶが操そう作さしてくれると。

ゆうき　〈分かっておろうな〉（※注４）の世界（笑）。

火浦　なんでこんなとこで受けるの？　普ふ通つうの人、分かるかしら……。まあいいけど。

出渕　分かる人に分かりゃいいんですよ。

火浦　それはそうですね。

出渕　大体わしらって、ほんとにさ、分かる人に受ければいいという感覚、すごくあるんだよね。でも、それがなんか変にメジャーに受けちゃったりするでしょう先生。

ゆうき　そうなんですよ。で、わりと、ほら突とつ然ぜん、なんかあっちのほうから引っぱり出してきたネタを喋しやべったりするでしょう。はるか彼方かなたから……。

出渕　何の脈みやく絡らくもなく（笑）。日本人ってね、周りが笑わらってるのに自分だけ分かんないっていうと恥はじだと思うから、分かんなくても笑いますから、だいじょうぶです（笑）。

火浦　小説だよ（笑）。

出渕　全員が読んでいない。一人ひとりが笑い始めると全員が笑う。

ゆうき　スターライト・シリーズも売れてますからね。

火浦　なんで売れるんだろう？　そういうこと言っちゃいかんよ。今のはまずいな（笑）。

出渕　でも、いいじゃない。謙けん虚きよな気持ちだと。そうかな？　でも、さえぐさ（じゅん）先生がファンだと言ってました、スターライト・シリーズ。

火浦　それは光栄だ。

出渕　「面おも白しろいよー、あれー」とか、例の調子で（笑）。

ゆうき　いやー、火浦さんもそういうふうに思っていたのか。ぼくは『あ～る』の単行本が出るとき、どれくらいの人が買ってくれるか不安でしたが、わりといいセンいってます。作者が分からないところで受けてるのかな。（笑）。





　　　不幸の小説？






──それにしても、長かったですね。

火浦　長かったですね。半年ですからね。何本、間に入ったんですか。「ＳＦマガジン」の百枚が入って、グランド・パレスに入ってコバルトの書下し、間にショートショートを一本書いて、で、「野や性せい」と「マガジン」「アドベンチャー」やって、六本入ったんですよ。

──大だい事じ件けんもいろいろ起きましたし。

火浦　もうやたら起きたもんね。シャトルが落ちるわ、フィリピンで革かく命めいは起こるわ。あと何だっけ。

出渕　チェルノブイリの原発……。

火浦　それは一番最後なんだけど。革命が起こって、あ、小康状じよう態たいかなと思ったら岡田有希子が飛びおりたりして、もうこれで終わりだろうと思ったら、とどめにチェルノブイリで原発が爆ばく発はつしちゃって。中ちゆう断だんの後、かかった途と端たんにあれが起こって、あ、まずいな、と思って雑誌をやって（笑）。で、またかかったら今度はもう、これは世界大戦が起こるんじゃないか、起こらなきゃおさまらないんじゃないかと言ってたんですけど、今んとこ平へい穏おんで。ベトちゃんが危き篤とくになっちゃいましたけどね。いやー、もうわたしゃ仕事をしちゃいけないんだと思いましたね、あのとき（笑）。仕事をしないようにしてます、できるだけ。

出渕　しょうがねえなあ（笑）。

──「ガルディーン」をやっている間に「ゼルダの伝説」と「ドラゴン・クエスト」を征せい服ふくしたというのもありますが……。

火浦　そうそう。

ゆうき・出渕　（頭を抱かかえてクスクス笑う）

出渕　ここで頭を抱える二人ふたり（笑）。

火浦　いや、あれをやってたから、ほかにトバッチリがいかなかったんじゃないかと。

ゆうき　不幸の小説ですね。

火浦　そう。不幸の小説家です。

出渕　この小説を読んだ人は十日以内に……何をすりゃいいんだろう？

──ほかのひと二人に買わせる。

出渕　じゃないと、あなたは不幸になります。

ゆうき　で、次々と本を買わせてね。

出渕　これ、巻かん末まつの締しめ括くくりにやったらどうですか（笑）。

ゆうき　最後になりましたが、これはじつは不幸の小説です、って。

出渕　十日以内にあなたの知り合いのひと二人以上にこの小説を買わせなければ、あなたは不幸になります──（笑）。





　　　無む謀ぼう大だい好すき






──「ガルディーン」に出てくるキャラクターってみんな、無謀すぎるんじゃないですか。

火浦　まあ、そういう世界なんですよ。無謀な世界（笑）。第二巻かんは『大無謀』とか（笑）。

ゆうき　無謀なぐらいじゃないと生きていけないってのあるかもしれない。一人ひとり一人の未来に、別にレールが敷しかれているわけじゃないですからね。

火浦　どこで誰だれが死ぬか分からんという。

ゆうき　なりふりかまっていられない。パラクリのときから無謀なものを喜んでいましたからね。「レイダース」なんか見て、無謀だ！　と言って喜んでましたから（笑）。

出渕　あのときはよくノッてやってましたね。火浦さんは事じ務む所しよにわざわざ来て原げん稿こう書いてるし。

ゆうき　事務所にわざわざ来て倒たおれるし（笑）。

火浦　暇ひまだったんですよ、あのころは。

ゆうき　下しも北きた沢ざわのパラクリの事務所で、ブッちゃんとぼくが仕事をしていたのかな、夏だったと思いますけどね、火浦さんがパラクリに入ってきて、「私わたしはもう死にます」と言ってバタンと倒れた。「どうしたんですか？」「心臓が苦しい！」（笑）。

火浦　あ、そういうことありましたね。

出渕　あった、あった（笑）。

ゆうき　電車に乗っていたら心臓が苦しくなったので途と中ちゆう下車して。

火浦　あれは気持ち悪いんですよ、ほんとに。

ゆうき　火浦さんは心臓に……。

火浦　欠けつ陥かんがある。

ゆうき　時どきくる。前に、バンドの練習してるときのビデオなんかあるんですけどね、これもすごいですよ。ビデオで見てても明らかに顔が土気色になっているのが分かる（笑）。

火浦　あのときはベースアンプかなんかの真ん前にいたのね。あの低音と鼓こ動どうが合っちゃって心臓がおかしくなった。死ぬかと思いましたね、あのときも。

ゆうき　パラクリに来て「私もう死にます」とか言って倒れた後、「私はタバコをやめます」と言って、それまで火浦さんはマイルドセブンをすっていたんですが、禁きん煙えんしたんです。しばらくしたらタバコすっているんですね。「あ、禁煙やめたんですか？」って見たらショートホープすっている（笑）。

出渕　前よりきついもんすって。

火浦　いや、短いからいいんじゃない？（笑）。

出渕　そんな理り屈くつがあるかよ。

火浦　理屈になってない（笑）。

出渕　と言って、おもむろにマルボロをすう（笑）。

ゆうき　無む謀ぼうな人なんですね。

火浦　〈無謀王〉、無謀明みよう王おう。

ゆうき　〈無謀王〉も残念でしたね。

火浦　残念でしたね。もう少し生かしておきたい人だったですね。最初に出てきた人たち、いっぱい死んだな。

ゆうき　とにかく、いきなりドカドカ死にましたね。

火浦　そう。いっぱい死にました。

ゆうき　〈陰いん険けん王おう〉は、一巻かんはもちろんずっと生き延のびてて、シリーズを通しての悪役みたいな感じになるわけですか。

火浦　悪役の代表になる予定なんですけどね、今んとこ。

ゆうき　新しく原げん稿こうのコピーもらったら、また新しいキャラクターが出ていたんで、びっくりして、すぐ描かかなきゃとか思って（笑）。ここにベリアルって出てくるでしょう。で、キリーが言ったアーガスって誰だれですか。

火浦　アーガスは情じよう報ほう機きです、高空を飛ぶ。

ゆうき　前に出てきたっけ？

火浦　出てきました。

ゆうき　そうか、忘わすれてるんだ。

火浦　シャラたちがキャンプするじゃないですか、その前に一いつ瞬しゆん、上空を横ぎっていく。

ゆうき　ああ、監かん視し用ようの飛行機がいるわけだ、無人かなんかで。

火浦　そうそう。メカの違ちがいというのが一目で分かるように、質しつの違いが分かんないといけないんじゃないかと。だから、ヴァルマーというか、この世界の機動メカと、「ガルディーン」とはまったく異い質しつになっている。そのへんはどうなってますかね。

出渕　それ聞こうと思ったんだけどさ、クフィールって出てくるじゃない、結けつ構こうホバリングしたり性せい能のういいんだよね。ガルディーンはアナクロイドだって言うけど（笑）。

火浦　アナクロイドといったら、ガルディーンのほうがアナクロイドなんだね、はるか昔むかしのだから。

ゆうき　そうなんですよ。ただ、ガルディーンはそれを知らないから。

出渕　その理り屈くつで言うと、逆ぎやくにヴァルマーで使っているもののほうが最さい新しん鋭えいみたいになっちゃうでしょう。

火浦　でも、いったん文明が崩ほう壊かいしちゃってますからね。

ゆうき　そこからまたちょっとした断だん片べんがあれして、できたやつだから。

出渕　質しつ感かんでいくしかないだろうな。

ゆうき　あと、「ガルディーン」のほうがわりと飾かざりっけのないやつで、ヴァルマーのほうは装そう飾しよくなんかが、唐から草くさ模も様ようがパーッと入ってたりするかもしれないね。

火浦　ある程てい度ど、ステータスみたいなもんだと思う。いっぱい出てくるけど。

出渕　権力の象しよう徴ちようみたいなもの。

火浦　各王家に自じ慢まんの機動メカとかがそれぞれ一台ずつあって。

出渕　けっこう出てきているけど。

火浦　もう三種類ぐらい出ましたね。

出渕　クフィールとクフィール・改と……。

火浦　アーガスはちらっとしか出てこないけど、あと、ラリアント……。

出渕　ミリタリー・バギーみたいなものがあるでしょう。あれはどういうもの？

火浦　あれは普ふ通つうのジープでしょう。

出渕　前世代のもの？

火浦　前世代のもんじゃないですけどね。前世代のもんは、そのへんは生き残ってないでしょうね、ほとんど。

出渕　というと、完全に……。

──テレビカメラは一いち応おう生きているわけですね。

火浦　というか、本文の中でも説明してあるように、本人たちは何をやっているか知らないんです、儀ぎ式しきなんで。とにかく何か事じ件けんが起こると、こういうことをやらなきゃいけないと、先せん祖ぞ代々教わってきてるからやってる。

──でも、〈すちゃらか王〉が見ているでしょう（笑）。

火浦　そう。あそこは古いもんがいっぱい残ってますから、ビデオなんて残っている。

──スリムが街まちの食堂で見るという場面もありませんでしたっけ？

火浦　そう。食堂でも見ているんです（笑）。

ゆうき　古いもののレプリカみたいなのがあるのかもしれませんね。

火浦　かもしれませんね。〈ますこみ族〉というのは、誰だれが見てようがおかまいなくというか、その機械が壊こわれてても多分わかんない。奇き跡せき的てきに動いている中ちゆう継けい車しやもあるというわけで。考えてみたら異い常じような世界だな。

ゆうき　考えてみなくても異常な世界じゃないですか。

火浦　それはそうだ（笑）。

出渕　イギリス人が思いつきそうな世界だ。

ゆうき　「モンティ・パイソン」？（笑）。

出渕　英訳してイギリスに売ろう（笑）。

ゆうき　「モンティ・パイソン」は、ちょっと近いような気もするね『ホーリー・グレイル』なんかの……あれビデオ出てないんだよね。





　　　ホント、大変でした






火浦　あとどんな話すりゃいいんだろう。

出渕　こういうとき、普ふ通つうはどんな話をするんですか？

速記者　そうですね、一番苦労した点とか……。

出渕　じゃ、それいきましょう（笑）。どこが一番大変でしたか？

火浦　世界をまるごとつくんなきゃいけないっつぅとこですね。小説って、映うつせないから。

出渕　そう。だってさ、ほら〈クフィール〉を相手にコロナが大だい活かつ躍やくするシーンなんか、次の行ではもう殺やられているというね。こいつぅ！　とか思って（笑）。

火浦　だって書きようがないじゃない。いや、一いち応おう考えたんですけどね、あんまりネチネチ書いてもつまんないんじゃないかと思って。映えい像ぞうでランボーが石を投げてヘリコプターを落とすでしょう。ああいう爽そう快かい感かんって文章でネチネチ書いてもしょうがないですからね。だから一行で済すましちゃったんですよ。

一同　なるほど！

ゆうき　例えば、これをアニメにするんだったら、でてきたやつにパッと飛び乗ってコックピットまでワーッと走っていって……。

火浦　このやろう！　と、力まかせに叩たたくという（笑）。

ゆうき　そういうのは見せられるけどね、もし映像になった暁あかつきには。お願いしますよ、角川さん（笑）。

出渕　ガルディーンという名前でモメたという話を言っといたほうがいいですよ。

ゆうき　あれはおかしいね。

火浦　やたら出ましたね。トータル、百種類ぐらいでたんじゃないですか、結局。

出渕　最初のガルディーンは暫ざん定てい的てきなもんだったから、ちょっと名前を変えたほうがいいんじゃないかといって、いろいろ、いろいろ、火浦さんがカンヅメになっているとこへ二人ふたりで押おしかけてって、名前を羅ら列れつした末に、「いやー、わしゃガルディーンで書いているから。これが一番書きやすいです」と言って、それにまた落ち着いてしまった（笑）。

火浦　とにかく最初にガルディーンだったから、ほかの名前だと何かおかしいですね。

ゆうき　あのときはすごかったですね。中央競馬ダイジェストを見ながら、馬の名前を挙げていったりして（笑）。

出渕　そうそう。一着・何々とか出てくるじゃない。

ゆうき　で、これはどうだ？　これはどうだ？　ってね（笑）。でも馬って、名前のいいやつがやっぱりきますね。

火浦　なるほど。シンザンというのはいい名前でしたね、しかし。まあ、それはおいといて、ほかに何か言うことはなかったですか。

出渕　キャラクターで苦労したのは何ですかね。竜之介とひばりくんみたいな感じでさ、って言われると……。

ゆうき　そう。〝みたい〟って言われるじゃない。要するに、ひどい言い方すると、アレもんの世界じゃない？

火浦　そうそう、アレもん、ソレもんの世界。

出渕　アレってほんとは一番失礼なんだよね、発注の仕方としては。そういったところで苦労があったでしょう。

ゆうき　苦労ありましたね。似にて非なるものを作るという感じになっちゃうしね。

火浦　変にいじるとあれだし。

ゆうき　シャラのほうがちょっと難しかったんです。

火浦　シャラが難しかったみたいですね。コロナはわりとすぐ、あの線で決まっちゃったもんね。

ゆうき　竜之介はいじりようがないかなという感じだったんだ。ただ、表ひよう情じようの中にちょっと……。

出渕　でも、竜之介っていうのはさ、どっちかっていうと美男子みたいな感じじゃない？

ゆうき　コロナは女の子の顔してますからね。

出渕　コロナのほうがちょっと活発感はあるね、髪かみの毛の形なんかも……。

ゆうき　そうですね。まあ、そんなに似てないと思いますけどね。すごいですね、バクロ座ざ談だん会かいみたいになりましたね（笑）。キャラクターでは〈すちゃらか王〉って苦労しましたよ。顔ね、最初は植木等にしたり三木のり平にしてみたり、いろいろやったんです（笑）。ただ、コロナがああでしょう、むしろこれはいい男でいいんじゃないかと思ってね。いい男で、頭のネジが抜ぬけてたなんてのはおかしいんじゃないかと。若いころはモテたんじゃないかという（笑）。

火浦　そうですね。夜遊びなんかしてたのかしら（笑）。

ゆうき　若わか旦だん那なのノリですよ（笑）。そのまま王様になっちゃったという。

──じゃ、ジェイムスはずうっと苦労しっぱなしで死んだんでしょうね。

火浦　そうでしょうね。

ゆうき　ジェイムス、可か哀わい相そうですよ（笑）。

火浦　キャラ・デザインではそういう苦労があったと。じゃ、メカ・デザインではどういう苦労があったんですか？

出渕　私はまだメカ描かいてませんからね。

火浦　もう終わったという設せつ定ていですからね。

出渕　それはまずいよう（笑）。だって、これの描びよう写しや待ちだったからさ。と言って、まだ読んでないという。図ず解かいですからね、この図解には苦労しました、とか言って（笑）。

ゆうき　〈無む謀ぼう王おう〉はカダフィーみたいなのがいいんじゃないかと……。

火浦　そうそう、言ってた。

ゆうき　言ってたでしょ。だから、カダフィーでやってみたんだけど、カダフィーの顔だと表情つけにくいんです。

火浦　なるほど。あれ、作り物みたいな顔してますからね。

出渕　小林まことが描く……（笑）。

火浦　とりさんは小林まことが描く人物みたいだと言ってたけど。

ゆうき　彼、生きているデスマスクみたいな顔してますね。

火浦　あの人もサイボットじゃないかという。

ゆうき　後ろでワイヤーをみんなで引っぱって……。

火浦　空気圧あつで表ひよう情じようを変えたり。

ゆうき　死なねえわけだ。

出渕　すげえこと言ってんの（笑）。

火浦　でも、なんか病気で、権力をだんだん取られているという話ですけどね。

ゆうき　だもんで、じゃあ、もうちょっと絵づらとしてソレっぽいのにしてしまおうかなと思いまして、なんか豪ごう快かいなおっさんという感じの……。アルタミラはわりと楽に出ました。キリーは何種類か描かきましたけども……。

出渕　オーソドックスな形でまとまって。

ゆうき　これはこんなとこでしょうね。もう少しやりようもあるかもしれないけども。で、これはひどい話ですけど、火浦さんがぜんぜん年ねん齢れいを考えていなかったんで、電話で相談しまして、じゃ〈無謀王〉よりも年上にしたらいいんじゃないかと。

火浦　逆ぎやくにね。こいつは織田信長みたいなもんです。敵かたき役やくになっちゃいましたけど。

出渕　豊臣秀吉は？

ゆうき　豊臣秀吉はいないな。

火浦　いないですね。家いえ康やすもいない。

ゆうき　たしか明智光秀って織田信長より年上なんだよね。

火浦　あ、そうだね。じゃ明智光秀のイメージか。なるほど。

ゆうき　スリムの優やさ男おとこはこんなもんだろうという感じで（笑）。

火浦　ま、こいつは狂きよう言げん回まわしだから。

ゆうき　わたしは、えー、麻あさの上下にニット・タイというのにはブットビましたけどね（笑）。

出渕　なんでこういう服ふく装そうにしたんです？

火浦　いや、軽そうでいいじゃないですか。

出渕　ウハハ、しょうがねえな。これは火浦功の分身だと思っちゃうぞ（笑）。（※注５）

ゆうき　いや、分身なんじゃないですか。

出渕　じゃ、サングラスのほうでいこうか。

ゆうき　サングラスかけているところだけでもいいかもしれないな。

出渕　楽だし。

ゆうき　サングラスなんか老ジェイムスだってかけてますからね。ロイ・ジェイムス。（※注６）

出渕　ちゃんちゃん！





　　　だぅもすいません！






火浦　そうそう、二冊さつ目の第一話のタイトルは「荒こう野やの質しち流れ」っつぅんですよ（笑）。これは予告篇へんに載のります。これから先どうなっていくんでしょうね。本人もよく分かってないからさ。

ゆうき　ヤマトっていうのは、後で出てきて、それからわりと、ほんとの目的みたいなものがはっきりしてくるんでしょうね。

火浦　そうでしょうね。

出渕　それは二巻で出てくるの？

火浦　二巻で出す可か能のう性せいありますね。とにかく今、まともな人というのがいないから。

出渕　中ちゆう盤ばんぐらい？

火浦　中盤か、あるいは後半に出てきて、におわせておくみたいな感じの……。

出渕　とにかくコロナはめちゃくちゃ強いと。

ゆうき　でも、ネズミにはむちゃくちゃ弱い。

火浦　猫ねこに弱いにしようかと思ったんですけど。クモに弱いとか。

出渕　こんなの分かんねえよ（笑）。猫に弱い、クモに弱い……。

ゆうき　シャックリが出る（笑）。

出渕　オカラが大だい好すき。素す浪ろう人にんシリーズじゃないんですよ（笑）。だとしたら、シャラだって何かないとね。

火浦　何かそのうち出るんじゃないですかね。

ゆうき　レーベンブロイだっておかしいよね。「このうちにオカラないのか？」（笑）。

出渕　あれならいいよ。

火浦　あいつならいいよ。

ゆうき　「けしからんな、まったく。このバカタレが！」って騒さわいで（笑）。

火浦　このようにして脇わき役やくというのはどんどんエキセントリックに面おも白しろくなってゆくのであった（笑）。

ゆうき　そうなんだよね。逆に主人公ってのはね。

火浦　添そえもんみたいなものというか、象しよう徴ちようですよ。天てん皇のうと一いつ緒しよ……まずいか（笑）。

ゆうき　わりと主人公っていうのは何の特とく徴ちようもなくていいみたいなとこあるでしょう。

火浦　ありますね。

ゆうき　漫まん画がの主人公は眉まゆを太くしたり特徴を一目で分かるようにとかってやるんだけれども。

火浦　何か一つ特とく技ぎとかさ。

出渕　あれは逆ぎやくにさ、内ない容よう的てきに特徴がなくても、外見だけは特徴があったほうがいいということなんじゃないの（笑）。しかし、缶かんビールかなんか飲んでオカラ食ってるのっていいな（笑）。

火浦　「ビールはキリン」とか、「ワタナベのジュースの素もとです、もう一杯ぱい」（※注７）とか、訳のわからんことを喋しやべる（笑）。

出渕　〽ワタナベの～

三人で合唱　〽ジュースのもとです、もう一杯！

火浦　うたうんじゃない（笑）。

ゆうき　おもちも入ってべたべたと、安くてだぅもすいません！

出渕　しょうがねぇなあ（笑）。

ゆうき　若わかい人に分かんないですよ、この本の読者には。多分。

火浦　分かんないような事でも平気で書きますからね（笑）。

出渕　一部に受けりゃいいんですよ。

ゆうき　で、これは何なんだろう？　分かんないけど、そこはかとなくおかしいと。

火浦　これは、ああ、たぶん笑わらうとこなんだろうなと（笑）。だから、こうしたら笑って下さいというマークを作って、笑うべきところというのを指示しておいたらいいんじゃないか（笑）。ここを読んだら笑わなきゃいけない。

ゆうき　じゃ、誰だれかキャラクターがこういうふうに（招まねき猫ねこのポーズ）やってるちっちゃな絵を作っときましょうかね（笑）。それを、ここへきたら笑うというところに印刷で入れといてもらう。ほら、にこにこマークみたいな。で、本の巻頭に凡はん例れいみたいの入れて、「このマークは笑う所です」とか……。

出渕　でも、にこにこマークを書いたらさ、中のキャラクターが笑っていると間ま違ちがえられてしまうんじゃないか（笑）。そういえば、あの話どうなったの？





（しばらく裏うら設せつ定てい、二巻かん目以い降こうのエピソードの話題でもりあがる）






出渕　おおっ、すごいぞ、これは！（笑）。

火浦　とんでもない話だ。

出渕　とんでもねえ話だ、ほんとに（笑）。誰だれも予想してないだろうな。

火浦　キャラクターは成長させなきゃいかん。ほら、シリーズで連作ものみたいなのだったら成長させる必要ないんだね。同じ人間が出て、また別の話、また別の話で続くんだけど、これは続きもんでしょう。だから、先へ行くに従したがって賢かしこくならなきゃいけないし、強くならなきゃいけないという。

ゆうき　レイクのような作り方はできないと。

火浦　そうですね、ちょっとね。

──先へ行くに従って、ハートの水すい筒とうを得えなきゃならない。

火浦　そうそう。ハートの水筒を得たり、水み鏡かがみの盾たてを得たり、いろいろしなきゃいけない（笑）。

──ではなおさら、いろいろ忘わすれないうちに二冊さつ目を早いところお願いします。

火浦　なるほど！（笑）。





（※注１）　豊田有恒氏主しゆ催さいの若手クリエーター集団。当時、出渕氏が所属し、火浦氏らのたまり場になっていた。

（※注２）　月影兵庫、花山大吉、天下太平、いずれも近この衛え十じゆう四し郎ろう主演のテレビ時代劇「素す浪ろう人にんシリーズ」。知る人ぞ知る名作。

（※注３）　伝説の大長編。

（※注４）　「もちろんでございますとも。それにしても、お代官様もお好きでございますな。ウヒヒヒヒ」

（※注５）　対談当日、火浦氏は麻の上下にニット・タイといういでたちで登場した。

（※注６）　なにしろ寝不足の人たちがしゃべっていることなので、どこがダジャレになっているかなど、こまかいことは考えないように！

（※注７）　エノケンが歌った粉末ジュースのＣＭソング。「ワタナベのジュースの素」は小学校のお誕生会には欠かせないアイテムだった。
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